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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　二時間目の古文が終わり、休み時間が始まって三分ほど過ぎた今、僕は階段の踊り場で、理科の教材を手に持ったまま壁新聞を読んでいました。

　生徒達たちの活かつ躍やくを伝える数々の記事。それらが貼はり付けてある緑色した掲示板の上にある大きな窓からは、冬の陽光が射さし込んできていて、背後にある上り階段を四角く照らし、校舎の空気を少しだけですが暖めています。

　黙もく読どくでトピックニュースを追いつつ、冷えていた自分の手に息を吹きかけていると、

「──うぅん、そんなんじゃないの。あれは偶然だってば──」

　遠くから聞こえてきたのは銀の鈴を鳴らすような声。それは周囲にあった全すべての喧けん騒そうを超えて鼓こ膜まくを震ふるわせました。僕は思わず目を閉じ、身を固くします。

（静しず希きちゃん……！　ああぁッ、この声は静希ちゃんッ!!）

　間違えるハズがありません。片かた想おもいの相手である彼女の声だけが、今、僕のココロをこんなにも揺さぶるコトができるのです。だって、本日『二月十四日』の土曜日ときたら（ふぉぉぉォォおおオオオ……ッッッ!!）『バレンタインデー』当日なんですもの。なんだか今日の静希ちゃんの声は、いつもよりずっときらめいて聞こえちゃいます。

　どんどんこちらへ近づいてくる彼女の気配。どうやら静希ちゃんは二年生の教室が並ぶ三階から、この踊り場へと向かって来ているようです。

〝バレンタインデー当日に、静希ちゃんがコチラに向かって近づいてくる〟

　それだけで僕は火にあぶられたアメみたいに溶けてべたべたと床にくっついてしまいそうです。どうしようどうしよう、こっちから声とかかけていいのかな？　でもバレンタインデーという特級センシティブな日に男子生徒から女子生徒に話しかけても大だい丈じよう夫ぶなのッ!?

　そういえば朝から二年Ａ組に流れる空気、特に男子共の放つ気配からは期待とアキラメがぐるぐる渦を巻き、新たな妖よう怪かいを生んじゃいそうなレベルに達していました。もし、そんなオーラを発したまま僕が静希ちゃんに声をかけてしまったら？　きっと彼女に冷たい瞳ひとみで見られちゃうにちがいありません。そしたらもう、立ち直れないようっ！

『ゆけ……、ゆくのだ草くさ壁かべ桜さくらッ！』

　しかしその時、怖おじ気けづく僕に突然聞こえた声。前後左右を見回しますが、だれ？　どこにいるの!?　ああ……ッ！

『今ここで静希ちゃんに声をかけずにどうする！』『彼女はきっとキミに渡すチョコを用意しているに決まっているわ』『オマエはずっと、あの娘を想い続けてきたのだろうがッ!!』

　それは頭上を飛び回る、僕のカタチをした幸せを運ぶ小さな僕妖よう精せい五人衆なのです。『男ならあたって砕けろだよ？　チャンスを逃して後悔しても遅いんだからっ！』『若者よ、今こそ立ち上がるのじゃ』

『〝さあ、勇気はキミの中にある!!〟（五人衆全員で）』

　ありがとう、その通りです。僕は「メルシーボゥクゥ」と、頭上で回転し続ける薄うすい羽衣をまとった僕妖精達たちに礼を述べました。

　Ｖバレンタイン必勝法第一項『あくまでＣＯＯＬクールに』。〝あれ？　今日ってそういえばバレンタインだったっけ。ちっとも気にしてなかったけどさー〟みたいな態度で！

　ガツガツした男の子になっちゃだめだぞ草くさ壁かべ桜さくら 。Ｖバレンタイン必勝法第二項『行動は起こしてもナチュラルに』をモットーとせよ。……しかしアア、この二律背反な想おもいが僕のココロをサイナムのです。まずい、深呼吸しろ深呼吸。ひっひっふ──、ひっひっふ───。ようは普ふ段だん通りに彼女に声をかける、ただそれだけのコトなんだ。僕ならできるさ。それ！

「し、静しず希きちゃんッ？」

　振り向きざまに喉のどから出たのはドコから聞いても平静な声。よぅし、さりげなく話しかけるコトに大成功。いつの間にか僕の後ろを通り過ぎ、二階へと階段を降りようとしていた二人の女の子、静希ちゃんと南みなみさんは立ち止まってコチラを振り返ります。思わず心でガッツポーズしちゃう！

「どうしたの桜くん？　声を裏返したりして……」

「し、静希ちゃん？　ほらここ、この前の県大会の記事が載ってるよ？」

　僕はさっきまで見ていた壁新聞の記事を指さします。静希ちゃんは先日、県大会の短距離走で二位という成績を残して表彰されたのです。

　ここまでかなり自然な展開です。この調子なら、イケるッ!!

「うん、今日の朝、山やま崎ざき先生に教えてもらったよ。でも、恥ずかしいからあんまり見ないで」

　静希ちゃんは少し赤くなって、二つ縛しばりの黒髪を指にからめます。僕はそんな少し緊きん張ちようした彼女の面おも持もちにイチダンと鼓こ動どうを高くしてしまいます。ああ、静希ちゃんを好きだと、どうしてこんなに嬉うれしいんだろう！

「あ、ごめんっ、もう見ない、絶対見ないよ!?」

　慌てて僕は両手で顔面を隠します。静希ちゃんはそれから、「じゃあね」と、教科書とノートを抱きしめるように持ち直して、南さんと一いつ緒しよに理科実験室のある二階へと降りて行きました。

　その後ろ姿。僕はたとえ彼女と幼なじみじゃなかったとしても、どこかで静希ちゃんに出で逢あってしまえば、あっという間に激しい恋に落ちるハズです。まるで彼女を中心に世界が輝いているようです。ああいいなぁもう。可か憐れんすぎです。

　しかし、

「おや……？」

　なぜ、静しず希きちゃんは僕にチョコを渡さずに行ってしまったのでしょう。

　まさか『男の子から発せられていたら思わず引いちゃう波動ランキング　[image: ]１』である『チョコレート欲しい波』が僕から検出されてしまったのでしょうか？　もしそれが事実だったなら大変です。『チョコレート欲しい波』は野や獣じゆうの波動。そんなギラギラした気配を放っていたら、僕の前から静希ちゃんが過ぎ去りゆくコト、これすなわち必定。そ、そんなまさか、細心の注意を払っていたというのに。これはいったいどういうコトなの!?

『それは彼女をよく見ていたら、キミにもわかったハズだがね、草くさ壁かべくん』

　刹せつ那な、僕の頭上に待機していた僕妖よう精せい五人衆の一人が究極進化。茶色いチェックの鳥打ち帽にパイプをくわえた英国探偵『名探偵おうムル』に超変形しました。名探偵はパイプを口から離して遠くを見つめ、

『そっけない仕草の中、去り際ぎわに見せた一いつ瞬しゆんの瞳ひとみの輝き、そして髪をかき上げるあの動作。一見なにげないように見えるそれらには、ある意味が秘められている』

　彼は優雅な動作でこっそりと僕に手紙を差し出します。かさかさと開けば、そこに書かれているのは先ほど去っていった彼女の想おもい。そう、たった一つの真実！



あせっちゃだめ、土曜日は半日授業。放課後はとっても長いんだぞっ？



　まちガイないッ！　『名探偵おうムル』の言うとおりです。本番はこの後、つまり学校が終わった後に事件は起こると考えた方が自然です。

　よく考えてみれば、そりゃそうです。さっきは隣となりに南みなみさんもいたし、ここは階段、人通りだってあるから、シャイな静希ちゃんが僕にチョコを渡せるワケがないのです。もしそんなコトをしたら学校中のウワサになってしまいますもの。

「そうと決まれば、ほりゃ────っ!!」

　僕はもと来た道を駆け上がり三階に到達。男子トイレに飛び込んで個室の扉を〈ばたん、がちゃり〉と閉めました。休み時間はあと五分以上あるハズ。『イザ！』という時のタメのセリフは、繰り返しの練習でしか身に付きません。念には念をいれるべきです。僕は洋式トイレに座りこみ、ポケットからホチキスで留めたレポート用紙三十枚、『バレンタインのその夜に　著：草壁桜さくら』を引っ張り出し、一ページ目〝プロローグ〟、赤線が引いてある最重要キメゼリフを復習開始です。





水みな上かみ静希『ねえ、今日ってなんの日か、知ってる？』

草壁　桜『え、今日？　うーん、なんの日だったけな。静希ちゃんの誕生日は来月だし』

水上静希『もうっ、本当にウトいんだから。（ハート形のチョコを僕に差し出し）これ、義理チョコなんかじゃ、無いんだよ……？』



〈こんこんこんっ〉

「あ、はいってまーす」

　僕は外からのノックに答えます。今、それどころじゃないのです。

〈こんこんこんっ〉

「だから、はいってま──」

〈どめるべきゃッ!!〉と、轟ごう音おんを立て、高速回転で扉を貫通して来たのは鋼鉄の棘とげ付つきバット『エスカリボルグ』でした。

「ぬァガガッ!?　ああががががががぁッ!!」

　侵入してきた鋼鉄の凶器はドリルのような回転を保ったまま僕へと迫り、それに触れた右腕は、電気えんぴつ削り機に強く挿入したえんぴつのように〈ごめりゅりゅりゅんッ！〉と、どんどん短くなっていきます。オガクズのように骨肉が抉えぐれ散り、どんどん腕が減っていく様子が、僕にはスローモーションで見えたワケで。個室はあっという間に真っ赤に濡ぬれていくワケで。

　それから〈ぃゅん……ッ！〉と、バットが引き抜かれ、穿うがたれた穴からひょこっと顔をのぞかせたのは、頭の上に金のわっかを浮かべた少女。

「ぁあっ！　桜さくらくん、みーっけっ」

「ド、ドクロちゃんッ!!」

　青いタイル張りのトイレ中に、天使が発するくりくりロリータボイスが反はん響きようします。

「わッ！　待って!?　ドクロちゃんが男子トイレ!?　だめだよココは女子禁制の男の楽園だよ!?　入ってきたらいけないんだから！　早く向こうに行ってください──ッ!!」

「桜くんそんなコト言いながらおトイレの中をべとべとにしちゃってる！」

「この惨さん劇げきはあなたのせいでしょ!?　あぁッ！　そうだドクロちゃん！　僕の腕早く！　早く元に戻して……ッ!!」

「え、でも、ボクもうトイレから出ないといけないから──」

「待て！　キミは僕を見捨てるつもりッ!?　いいからッ、今だけはいいから!!　さもなくば僕死んじゃうよ!?　お願いだからいつもみたいにしてください──!!」

「もー、しかたないなぁ～～っ」

　天使の少女はなぜか嬉うれしそうに穴から腕を伸ばし、ドアの鍵かぎを〈かちゃん〉とはずし、個室に侵入すると〈かちゃん〉と鍵を閉めました。

「まって、なんで鍵かけちゃうのッ!?　誰だれにも見られないように僕を完全に抹まつ殺さつする気なの!?　ちょっと誰かーっ！　先生！　優ゆう子こ先生ーッ！」

「落ち着いて桜くん、騒さわいだらダメだってば！　叫ぶたびにいっぱい出ちゃってる！　まってて？　……えい」

　ドクロちゃんは光り輝くエスカリボルグで、洋式トイレのレバーを下に押し込みました。




　ごぼぼごぼごぼ……ッ　ごぼぼしゃぁ～んん……♪




「うわぁ!!　僕の右手がトイレの渦にながされていく──ッ!?　ちょっとドクロちゃんなにしてるの!?」

「……まちがえちゃったみたい。ボク、もうだめなのかな……」

「し、失敗は誰だれにでもあるよドクロちゃん！　ほら！　立って！　がんばろう??　ねっ？　キミならできるさ!!」

「う、うん……！　そうだよね。がんばる。ボク、もう一回やってみる！」

　天使の少女は僕に向かって顔を上げ、「えい」とトイレタンクの上に飛び乗り、手首のスナップを効かせつつ鋼鉄バットを新体操のリボンのようにクルクルさせました。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　すると『エスカリボルグ』はぴかりぴかりと輝き始め、魔ま法ほうの光は男子トイレをキラメキで満たすのです。流れたトイレの水は時をさかのぼるように逆流。遠くへ流れ去ったハズの右手も、個室中に散っていた鮮血もすべて〈ごぼぼごぼごぼ〉と、僕の右腕に絡からみつき、あっというまにキレイな腕に元通り。

「ひどい、ひどいよドクロちゃん……。なにがひどいって全部ひどい！」

　僕は洋式トイレに座り込み、自分の右腕を抱きしめ、震ふるえました。

「ごめんなさい。だってボク、桜さくらくんが急にいなくなっちゃって寂しかったんだもん……」

　床に降り立った天使の少女はトイレの個室内部、今にも膝ひざの上に乗りかかるのではないかという勢いで、僕を背後のタンクに追いつめます。

「ち、ちがうよ!!　ドクロちゃんの方が急に姿を消しちゃったから、僕はしかたなく一人で理科実験室に移動しようとしてたんでしょ!?」

「そ、それは……」

　彼女の声から、なぜか覇は気きがなくなっちゃいます。

「なんだっていうの？　僕を瀕ひん死し状態に追い込むくらいなんだから、それなりの理由がきちんとあるんでしょうねっ!?」

　便座に座っているこちらからは、制服姿なドクロちゃんの表情を少しだけ見上げるコトになります。彼女はカラダを引き、急に恥ずかしそうにうつむいてしまいます。

「ねえ……桜くん？　今日って、なんの日か、知ってる？」

　両手を後ろに回した彼女は、ほっぺをすこしだけ上気させながら、そう尋ねてきます。

「今日？　え……なんだろう？　ドクロちゃんの予防注射の日じゃないし……」

　意外な方向からの質問に、僕は戸惑ってしまいます。

「もう、すっごく楽しみだったクセに『そんなの興味ないけどさー』みたいな態度とっちゃって。本当にうまいんだからっ！」

「いや、なに？　なんでドクロちゃんそんなにはしゃいでるの!?」

「今日はね、バレンタインなんだよ桜さくらくん」

　そして、天使の少女が僕の目の前に差し出してきたそれは、かわいく包装された、赤い箱なのです。

「え!?　まさか、ドクロちゃん、これって……」

「チョコレートにきまってるでしょ？　ねえ、はやく開けてみて」

「う、うん」

　彼女は金色のわっかをキラキラさせて、「えへへっ」と頰ほおを赤らめて僕を見つめています。

　このアホ天使がこんなにしおらしくチョコをくれるなんて意外です。やればできるじゃないですかドクロちゃん。場所は男子トイレ個室という異常なシチュエーションですが、不覚にも目の前でチョコを差し出してくる天使の少女にきゅんって、してしまいます。

　僕はココロの中でドクロちゃんの格付けを一段階ほど高めつつ、包装紙を丁てい寧ねいに剝はがし、箱を開け、

「ぃひぃっ！」

　中を見て悲鳴を上げてしまいました。

「こ、これ、これっ、な、な……ッ!!」

「すごいでしょ！　『１／10桜くんチョコ』なんだよ？」

　箱の中、梱こん包ぽう材ざいに包まれていたのは、一見して人形、しかしそれはリアルに作られた中学二年生男子である草くさ壁かべ桜、つまり、僕そのものなのです。

「ねえねえ、はやくたべて？　桜くんが自分をたべてるトコロ、ボク、はやくみたいよぅ」

「い、いやだよ絶対いやだ!!　なにさ自分を食べてるトコロって！　共食いみたいで食欲なんかわかないよ!!　なんてもの作ったのドクロちゃん！　うーわホントそっくり！　気持ち悪いくらいそっくり！　しかもこれ耳からケムリが出てますよ!?」

「もう、はやくたべてよぅ。あ、ボクに『あーんっ』て、たべさせてほしいからぐずぐずしてるんでしょ！　もー、桜くんあまえんぼさんなんだから」

「ち、ちがッ!!」

　ドクロちゃんはウムを言わせず、僕型チョコを奪い取り、逃げだそうとする僕の膝ひざをがっちり両足でカニばさんで封じると、

「はい、あーんっ♡〈びゅほぅッ！〉」

　すごい勢いでチョコレートを突き出して来ました。

「ひぃえぇッ!?」

　とっさに頭を右にズラしたのと、後ろのトイレタンクにぶつかった僕型チョコレートが〈ぐしゃぁっ!!〉と砕け散ったのは同時でした。

　しかし、

「あぁあッ!!　コナゴナになったチョコが自動再生してる!?　なにこのチョコ！　お口で溶けずに胃液でも溶けそうにないッ」

「すきありぃ」

　その一いつ瞬しゆんの隙すきを、天使の少女は見逃しません。

「なごおッ！　……だめッ！　ドクロちゃんやめて！　そんなのぉもあッゴモモモぉうッ!!　（もぐもぐもぐ）」

　ドクロちゃんが口に突き込んだコレはなんですか？　嚙かんでも嚙んでも再生します。そして甘い、ムヤミに甘い！　飲み込めない！　飲んでも飲んでもチョコレートが食道を通って胃に流れず、脳に逆流して麻ま痺ひさせて……ぁァアッ！　意識が暗くッ、重くなっ──……







　──これは、バレンタインデー系の物語。
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　徐々に覚めゆく意識に連動、まぶたはゆっくり開いていって──

「ぅぅうっ、んっ、ぁ……」

　ぼやけていた視界は次第にクッキリ明るくなっていき、

「目が覚めた？」

　そこに飛び込んで来るのは潤うる潤うるナミダ目の天使の少女、ドクロちゃんです。

「あれ……？　僕は、いったい……」

「桜さくらくんたらトイレで突然たおれちゃったんだよ？　もうへいき？　どこも痛くない？」

　どうやら今、自分の身体からだはベッドの上に寝かされているようです。まだ頭がボンヤリしています。

「うん、大だい丈じよう夫ぶ……。このベッドなんだかすごく柔らかくて暖かくて……」

　しかし、天使の少女が上半身を起こすとその感触は消えていき、

「えっ……？」

　そして僕は気がつくのです。

「な、ぁあっ!?」

　大きな瞳ひとみにたまった涙をこしこしするドクロちゃん。彼女の着ている白いブラウスのボタンは既すでに上から下まで全すべて外されており、なおかつ短いスカートから引きずり出されていました。紺こん色いろのくつしたも脱ぎ捨てられ、首のリボンも開いた襟えり元もとに引っかかるようにして封印解除済みならばッ──

「ねえドクロちゃん、なんで、そんな格好で……ッ」

　絞り出すような声で、尋ねます。

「倒れてなかなか目を覚まさないヒトは、ヒトハダであっためるといいって、聞いたから──」

　というコトは、僕は今まで、このドクロちゃんに添い寝をしてもらっていた？　ならばさっき押し返した暖かなモノとはもしやッ!?




　ッびくびビクぅ──ッッ!!




「ぃいぐぅッ!?　……んぁああッ!!」

　身体からだをツラヌく、抗あらがいようの無い衝しよう動どうッ!?　脳のう髄ずいに、半裸のドクロちゃんが僕を抱きしめているヴィジョンがキョライした直後、草くさ壁かべ桜さくらという名の中学二年生男子のボディはびくびく痙けい攣れんするのです。

「ひっいっっ！」

　仰のけ反る背中。不測の事態に呼吸は浅く速くなり、生まれて初めてなその感覚に全身の毛穴がぞわりと総毛立ちます。

「桜くん？　どうしちゃったの？」

　天使の少女は僕の現状をツユとも知らず、白い鉄パイプベッドをギシギシと軋きしませながら、四つんばいでこちらに身を乗り出してきます。コチラとしては、そんな彼女のドコを見てよいのやら解わからず、仰あお向むけのまま後ずさるほかありません。

「痛ァッ!?」

〈がいん！〉と、脳天ぶつける白い鉄パイプ。僕は混乱しています!?　慌てて起きあがれば、自分が左右正面をベージュ色のカーテンに囲まれているコトに、そこで初めて気づきます。

「ドクロちゃん、ここはひょっとして、ほ、ほ……」

「うん、保健室だよ？」

「なッ!?　『衣類のはだけたドクロちゃん』と『保健室のベッドの上』で二人っきりだなんてェッ！〈がくがクゥッ！〉　ぁなぁっ！　だからぁ、なに、こレェッッ……!!」

「桜くん？　ねえだいじょうぶ？　なんでそんなに震ふるえてるのっ？」

「やッだめドクロちゃん、触らなッ　あッ　あぁッ！　お願いッ！　触ら……ないで、すごいッ身体からだが……ぁぁぅうッ!!〈びびくぅッ〉」

　神経が狂ってしまったのか、それとも脳がおかしくなってしまったのか。腕を擦こするシーツや脚に触れてるズボンの摩ま擦さつ、声帯の震ふるえ、天使の少女から漏もれ聞こえる息づかい。そんな些さ細さいな刺激の一つ一つが僕の体内を引っかき回しながら反はん響きようします。それはまるで僕という存在がむき出しにされた神経そのもので、その過敏な表面をティッシュペーパーで作った数百本の〝こより〟で入念にくすぐられているかのような耐えがたい感覚。




【身体が、余すところ無く『敏感』になってしまっているぅぅッ!?〈びくびくんっ！〉】




　混乱する脳のう髄ずいは、自分の状態をそう結論づけます。

「ひょっとして、桜さくらくんを保健室なんかに運んだボクを、はしたない子って、おもったの？　そんなコトないもんっ、ボクは──」

「い、意味はよくわかんないけど、お願いだから変なコトはいわないで……ッ。あのね、なんだか僕、チョコを食べてからの記き憶おくがなくて、気がつけば身体がびん──」

　そこでハッとします。

「びん……？」

「や！　な、なんでもないッ！　それより、さっきは……バレンタインチョコをありがとうっ！」

「あ、う、うん、えへへ！　そんなコトないよう」

　天使の少女は僕の肩を〈つんっ〉と突っつきます。

「んんンッ！〈ひくぴくぅッ〉」

「ねえねぇ……、ボクの手作りチョコ、おいしかった？」

「と、とってもおいしかったよ!?　ええと、あのさ、そのおいしさの秘訣って、なにかな？　たとえばチョコの中に、特別なモノを入れたとか……」

　そう。思いつく限りで、僕の身体をこんな特殊な状態にできるのはこのアホ天使しかいません。なにしろ目の前の少女はレッキとした前科者なのです。夏のカレーライスはポイズンでしたし、甘辛くお醬しよう油ゆで煮に染しめたフリルエプロンを食わされ幻覚をかいま見たコトさえあるのです。

「えー？　ふつうだよ？　さとうでしょ？　お塩でしょ？　エキストラヴァージン・マヨネーズでしょ、それからびんかんサラリーマン・ソーセージでしょ──」

「『びんかんサラリーマン・ソーセージ』!?」

　説明します！　『びんかんサラリーマン』とは、『月刊　トランキライザー』という雑誌に連載されている作品で、世界一敏感なボディを持った成年男子サラリーマン、敏びん感かん一いち郎ろうのハートフルな生き様をセキララに描いたマンガです。声をかけられただけでも全身が痙けい攣れんしてしまうほどの敏感ボディを持つ主人公が繰り広げる、愛と友情の群像絵巻は、現代社会の世相を痛烈に風ふう刺ししたテーマ設定のもと、多くのファンの心をつかんでいる──らしいけど、ドクロちゃん以外にこの作品を愛読しているヒトを見たことがありません。そしてつい最近、僕はその単行本を買わされたのです。

「は……あッ！　くぅッ!!」

　まさか、ドクロちゃんが入れた『びんかんサラリーマン・ソーセージ』が僕を『敏びん感かん一いち郎ろう』状態にしたのですかッ!?　なんでよりによってアニメ化も実写化もしてないマンガがソーセージとメディアミックスしたのでしょう。おかげで大変なコトになっています。僕はまだ、中学二年生なのに……!!

　汗が一条、顎あごをつたって流れ落ちます。

　さっきから自分が自分じゃ無いみたいに、全身が制御を聞き入れてくれないという、マギレもない事実。騒さわぎ出してしまいそうになる神経を必死になだめます。

　とりあえずこうして保健室で安静にしていれば、僕は襲おそい来る敏感過ぎる感覚に翻ほん弄ろうされずにすみそうです。しばらくすれば、この症状も治まるかもしれません。そう考えてみると保健室というロケーションは不幸中の幸いです。

　ただ一つ問題があるとするならば──それは、目の前の天使ドクロちゃんです。

　半裸に近い彼女の姿を現在の状態で視界に捕らえてしまうと身体からだがかってにびくびくしてしまい、その衝しよう撃げきで冷静な思考は消し飛んでしまうのです。これは危険です。

　さらに、彼女がいつものようにあまえて（背後から首に抱きついて来る、耳に息を吹きかけてくる、僕の入浴中にうっかり服を脱いで入ってくる、そしてエスカリボルグで打ちのめしてくる、など）きたら！　ああッ！　特に最後の項目など想像しただけでッ！〈ぴゅくくぅッ〉落ち着け、落ち着くんだ草くさ壁かべ桜さくら 。彼女をなるべく刺激しないように振る舞わなければ、そなたは今以上にベッドの上でノタウチまわるコトになるのだぞ……？

「どうしたの桜くん、まだ苦しいの？　ボク、やっぱりあっためたほうが──」

「い、いや、いい！　だいじょうぶ、今そんなコトされたら、僕の身体はダメになっちゃうッ!!」

　ぼ、僕はいったいどうしたらッ──




『桜ー、このカーテンの中にいるのかー？』




「ひゃうッ!?〈がくくぅッ〉」

　聞こえたのはカーテンの向こう、クラスメイトの宮みや本もとの声です。

「桜くん生きてる？（南みなみさん）」「見舞いに来てやったぞー（西にし田だ）」「カーテン開けてもいいのかしら（田た辺なべさん）」「ウキー！（松まつ永ながくん）」

「ちょっとまってみんな！　まだ開けないで!!」

　なぜなら僕の隣となりにはあられもない姿の天使の少女が──

〈しゃ───ッ！〉

　コチラの忠告を無視して宮みや本もとがカーテンを開けたのと、僕が慌ててドクロちゃんに脱ぎっぱなしのブレザーを押しつけるように渡したのは、ほぼ同時でした。

「……………」

「……………〈ぴくクンッ！〉」

　四人と一匹のクラスメイト──宮本と、西にし田だとその肩に乗るニホンザルの松まつ永ながくん、女子の南みなみさんと田た辺なべさん──が僕を凝ぎよう視ししているのを確認。

　そして、

〈しゃ───ッ！〉

　カーテンが閉められました。

「まってみんな！　違う！　これは違うんだよッ！」

　僕は慌ててベッドを降り、閉められたカーテンを再び〈しゃ───ッ！〉と、開け放ちます。

「き、聞いてみんな！　これは誤解なんだ！　ドクロちゃんは僕を看病しようとして──」

　しかし、ベッドから円心状に遠ざかっていたクラスメイト達たちは、必死で弁解する僕をまっすぐ見つめ、

「トイレで気を失ったって聞いたから、お見舞いに来たのに（南さん）」「ほんと、気絶するまでなにをしていたのか（田辺さん）」「な、なにもしてないよ!?　ただドクロちゃんが僕の（形をしたチョコ）を口に……!!」「ドクロちゃんが、桜さくらくんのを、口に？（田辺さん）」「ち、ちがうッ!!　そうじゃなくて──」「いや、もう言わなくていいよ桜。わかってる。俺おれたちは、なにも、見てなかった。それでいいじゃないか（宮本）」「まって！　今のセリフは思いやるフリして本当は僕を信じてない!!　だめだよそれじゃあッ！」「桜くん、まだ気分悪いの？　背中さする……？（南さん）」「なっ、そんな急にッ!?〈びくびくぅッ！〉」

　南さんは突然、ロングの髪をかき上げて、僕の背中を優やさしく撫なでてくれるのです。

「いい!!　いいってばぁッ（びくくンっ！）　南さんなんで今日に限ってそんなに優しいの!?」

「いまさらだけど、クリスマスの時、ごめんね？」

「そ、そんなのもう気にしてないから！　だから南さん、もうこれ以上僕の背中をさすらないでぇっ!!」

「あとこれ、園芸部で作ってるお見舞いメロン。お大事にな！（西田）」

「よし、メロンを渡せばお見舞いはおわりだよな？　じゃあまたな桜！（宮本）」

「ほんと社交辞令って大変よね（田辺さん）」

「そういうコメントは僕のいないトコロで発言しようよ田辺さん！」

「ウキー！（松永くん）」

　そして誰だれも立ち止まらず振り返らず、動けぬままの僕を残して保健室をぞろぞろと出て行くクラスメイト達たち。

　か、彼らは一体なんだったのでしょう……。お見舞いに来たと言っていますが、なんだか僕には信じられぬことよ。とにかく嵐あらしは去ったのです。ゆっくり大きく、保健室の消毒液の混じったツンとする空気を吸い込みます。今は高まりきってしまった鼓こ動どうと、ひくひくしっぱなしの全身の神経を落ち着かせるコトがなにより先決です。このままだといずれ僕は刺激まみれでブレイクアウトしてしまいます。

　──そんな僕の元に、次に訪れたのは、

「桜さくら 、くん……？」

　凜りんと響ひびき、胸の一番深いトコロを打つその声。

「え……〈ぴくっ〉」

　とっさに顔をあげれば、

「し、静しず希きちゃん!!〈びくゥんっッ！〉」

　いつの間にか、静希ちゃんがベッドの隣となりに立っているのです。

「だいじょうぶ桜くん、いきなり倒れたって聞いたから……」

「う、うんっ！　平気だよっ？〈───ッく！〉」

　ウソですダメです彼女から優やさしく声をかけられるだけで僕の全身は素肌でロデオを乗りこなしているみたいな刺激を受け取ってしまうのです！　すごい……すごいよ！　さすがは静希ちゃんッ！　しかし今はなんとかびんかんボディをゴマカさないと!!

「さ、最近寝不足だったんで、それでフラフラっとしてアタマをぶつけちゃったんだ。それよりありがとう、お見舞いに来てくれて。さっき宮みや本もと達も来てくれたんだよっ」

「よかった、病気とかじゃなかったんだね。お見舞い遅れてごめんね？　ちょっと私、用事があって遅れちゃったの。……実はね、桜くんに渡すモノがあって」

　静希ちゃんは僕に微笑ほほえみ、カバンを開けました。

「なッ!?　わ、わたすすモノッ!?〈びくびくがくくぅぅッ!!〉」

　バレバレバレバレバレンタイン……ッ!?（くぅあぁぁあッ!!）僕は震ふるえだす身体からだを押さえつけ、喉のどからほとばしりそうになる声をかみしめて衝しよう撃げきを抑えつけます。涙が出ます!!

　そんな僕にはおかまいなしに、

「はいこれっ」

　彼女はお誕生日会の招待状を渡すように、スミレ色の封筒を差し出してきました。

「え……これは」

　その薄うすい封筒を受け取り、表にしたり裏返したりしますが、両面ともナニも書いてありません。

「じゃあ、私、先に行ってるね！」

「あ、な？　ええっ？　これ……って！」

　静しず希きちゃんは僕の声を振り切るように、くるりと軽い足取りで保健室を出て行ってしまいます。

　静希ちゃんがいなくなってしまい、はっと我に返った僕は、とっさに布ふ団とんに潜もぐりこんで封筒の中身を取り出します。シンプルな一枚の便せんを開けば中には一行、



　今日の四時に『マチュ・ピチュ自然公園』の時計広場に来てください。待っています。



「くはぁっ!!　マチュ・ピチュ自然公園ッ!!〈びびびくビクゥゥッッ[image: ]〉あぁぁ……くッ！」

　思わず布団の中で声を出してしまいました。もう、身体からだの中に閉じこめておくことは不可能だったのです。

（ふぅッ！　くぅッ　ひぃィィ……）

　僕はまだ体内を駆け回るその衝しよう撃げきに〈がくがく〉しながら、目の前にある静希ちゃんのお手紙が意味するトコロを考えます。

『キミは、考えなければ解わからないのか？』

　はっ！　おうムル？　この声は『名探偵　おうムル』なんでしょ？　また僕を助けに来てくれたんだね!?

『簡単なコトさ。考えてごらん？　彼女が聖ゲルニカ学園でどんな存在なのかを……』

　英国探偵は、パイプをぷかりとさせ、僕にむかって挑戦的なメツキをします。

　そう、水みな上かみ静希ちゃんは陸上部でも活かつ躍やくし、作文コンクールでも佳作を取っていて、来年はぜひ生徒会役員にと推おされているほどの優等生なのです。

『そんな彼女ならば、周囲の目を警戒するのは当然のコト。やはり校舎の中というのは、生徒や教育者の目があり、おのずと行動には限界が生じてくる。ヒトがたくさんいる場所ではできないコトというモノがあるからね。しかし、それがヒト気の少ない学校外ならば……？』

　おうムル！　名探偵おうムル!!　キミはやっぱり名探偵だ！　そうか、僕はついに、ついにぃぃぃイイッッ!!

「た、たいへん！　桜さくらくんがバンザイしながらビクビク痙けい攣れんして、両手の指先からぴゅーぴゅー銀色の液を吹き出してる！」

　保健室の壁に掛かっている『タバコを吸いすぎた肺』と『キレイな肺』のポスターに夢中だったドクロちゃんは、僕の様子がややおかしいコトに気がつくやイナヤ、とっさに近くにいた保健室の住人、人体解剖模型『みつるくん』を〈づどんっ〉と投げつけ、正気に戻してくれました。

「はッ！　ありがとうドクロちゃん！」

　しかし困りました。僕は幼なじみからのお手紙だけで、声が抑えられず身体がのけぞってしまうほど敏感になってしまっているのです。

　これでもし、誰だれもいない夕方の公園で静しず希きちゃんからチョコを渡されたりしたら、僕の身体からだはいったいどうなってしまうのでしょう。きっと、おかしくなって死んじゃいます。

　なんとしても、約束の四時までにはいつも通りの中学二年生らしい健全ボディに戻らなくてはなりません。

「どうしよう、どうしたら元に戻るんだろう」

　僕は頭を抱えてしまいます。

「うん、バラバラになっちゃったみつるくん、どうしたら元に……」

　ドクロちゃんが、みつるくんの小腸パーツを手にした時でした。




　ぴんぴんぽろりん　ぴんぽろりん♪




「あ、ルルティエから通信っ！」

　出し抜けに保健室に響ひびいたのは三歳児が一人でお歌を歌っているような稚ち拙せつなメロディ。これはドクロちゃんのテーマです。

「えっ？『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』から？　な、なんで突然!?」

　まさか、今度は僕の身体が敏感になったのを察知して『未来の世界』が!?

　天使の少女は左手で突とつ如じよブラウスの上からムネを押さえ、右手を服の中に入れてもぞもぞし始めました。

「ちょっと、ドクロちゃんなにをッ〈ぴくくくぅッ〉」

　少女が胸元から取り出した黒い円えん錐すい形けいの物体に、僕は見覚えがあります。それは『未来の世界』の通信端末です。

　彼女がくいっとひねれば〈しゅこんっ！〉と端末は展開、レンズが露ろ出しゆつし、

『ボンボヤージュザンス！　お二人とも!!』

　そこから半透明で空間に浮かび上がったのは縮小サイズの全身画像。ピンク色のモヒカンを頭部に直立させ、鷲わし鼻ばなに細いグラサンをかけ、深しん紅くのライダースーツを着込んだ天使、ザンスです。

「どうしたの？　ザンス」

　天使の少女は、モヒカン天使にコクビをかしげます。僕はツバを飲み込みます。この身体を『未来の世界』にどうイイワケしたらいいのでしょう。このままだと、きっと目隠しをされてから身体をベッドに拘束され、色々な実験を試されてしまうに違いありません。だ、だめ！　そんなの僕、我慢できる自信なんかないよ……っ！

『ミィがドクロちゃんに貸した洗せん濯たくばさみ、どこに片付けたんザンスか？』

「ああ、それならテレビの上に──」

　この天使達たちは、たったそれだけのタメに、未来の道具を……。僕は安あん堵どの息をつきますが、その時、ナニかが僕に引っかかります。

　あれ？　まてよ、『未来の、道具』？　そうだぁあッ!!

「『秘技　布ふ団とん隠れ』ぇぇッ！」

「きゃ！　なにするの桜さくらくんっ」

　僕は掛け布団を跳ね上げ、ドクロちゃんにかぶせて通信端末を奪うと、ベッドの下に潜もぐり込み、

『な、なんザンスか桜くん突然!!　ミィはまだ心のジュンビが……!?』

　ザンスに小声で訴えたのです。

「じ、実は、ご相談がありまして……ッ!!」







[image: ]

『そうイウコトならミィに任せるザンスよッ！　桜くんに頼たよりにされてミィは……ミィは嬉うれしいザンス!!』

　僕は保健室のベッドの下で、この状態──身体からだが敏感過ぎてどうにもならない──を恥ずかしながらもアライザライ、ザンスに説明しました。そして懇こん願がんしたのです。

「お願いですから僕を元に戻してくれませんか」と。

　するとなんと彼は冒頭の言葉通り快く引き受けてくれたのです。さすが魔ま法ほうのアイテムの専門家です。あの桃色モヒカンは伊だ達てや酔すい狂きようじゃあないのです。彼はイザとなったらやってくれるヤツだとずっと思っていましたともさ。

　今まで僕は、ザンスに結構冷たく当たってしまったコトもあったと思います。でも、ようやく僕も彼の存在を公式に認められそうです。

「ドクロちゃん、今日は寄り道しないでまっすぐ帰るんだからねっ？」

「うん！」

　聖ゲルニカ学園の校門を出て、ドクロちゃんと一いつ緒しよにそろりそろりと家路を急ぐ僕は今、アルカディア商店街を進んでいました。ここを抜ければ、家までの距離はほんのわずか。隣となりを歩く天使の少女に微笑ほほえんで、歩調を徐々に早めます。あと少しで家に到着、そして身体からだは元通り。それから静しず希きちゃんと逢あう僕は、そこから、どこへぇぇッ!!〈ひくひくぅっ!!〉

「ねえ桜さくらくん、すっごくいい匂においがしない？　ああっ見て？　『アビラウンケン』のどらやき、〝ただいま焼きたてです〟だってよ!?」

　天使の少女はひらりとスキップ。アーケードに声を響ひびかせ、僕の服をつかみます。

「ちょっとドクロちゃんヒトの話を聞いてた!?　今日は早く家に帰り……あっあっだめッ！　制服を引っ張ったら擦こすれてェッ!!〈がくくくぅッ！〉」

「すいませーん、こしあんをふたっつくださーい」

　僕は抵抗できずに『和菓子のアビラウンケン』に引きずられてしまいます。ああぁ……ッ、こ、こんなコトしている場合じゃないのに！

「ねえね、ボクは上と下の皮を食べるから、桜くんは中身のあんこを食べてね？」

「〈びくびくンッ！〉ちょっとドクロちゃん、なんてコトをッ!?」

「どうしたの桜くん。汗びっしょりだよ？」

「い、いやごめんなんでもなかったさっ！　僕は平気だよ！　か、皮とあんこをわけるのは、ドクロちゃんのいつものどら焼きの食べ方だもんね!!　ふぅーっ！」

　危ないトコロです。この天使の少女は、通常の状態であっても、時として僕を前後不覚な状態にイザナッてしまうくらい、いたずらっこなボディーの持ち主。へたに刺激を与えてはなりません。

　それになによりドクロちゃんにもし、我わが敏感ボディがばれたりしたら、彼女はずっと欲しかったオモチャを手にした、わんぱくこぞうのように僕の身体をイジクリまわすに違いないのです。もう、そんな最悪の展開を考えただけで〈びくくムッ！〉

「はい、じゃあコレ桜くんのぶんね」

「う、うんッ」

　ドクロちゃんに渡されるままにあんこを受け取り、必死に平静を装います。しかし意識すればするほど、肌を撫なでる二月の風が、目に映るモノ全すべてが、非常に敏感な神経を責め立てていきます。このままこの幼気いたいけな天使の少女のペースでいたら、いつか僕というダムは決けつ壊かいしてしまいます。

　僕は意を決し、あんこを食べながら懇こん願がんします。

「ねえ、どら焼きを食べたらさ、すぐに家へ帰──」

「あああーっ！」

　切なる願いをさえぎって、天使の少女はわっかをきゅらりん。どら焼きの皮をくわえたまま、突とつ如じよ走り出します。

「ちょっと、どこに行くの──っ!?」

　慌てて追いかけようとした僕に、向こうから来る宅配便のワゴン車が！

〈プップー！〉

「ひぃっ、ご、ごめんなさい！（がくがくぅんッ〉」

　嗚あア呼あッ。いつもの帰り道が、こ、こんなに刺激に溢あふれていたなんて！

「ぞうもつまるぅ～！」

　聞こえたドクロちゃんのくりくりシャウト。声の方向を見やれば発見、

「なッ!?」

　商店街の一角、外観は漆しつ喰くいに瓦かわら屋根の酒屋『久く良ら木き屋や』さん。そして店の前に繫つながれているのはミニチュアダックスフントの『臓ぞう物もつ丸まる』！　めったにここにはいないレア動物、臓物丸が今日に限っているなんて！

「よしよしよしぃ～～！」

　天使の少女はアスファルトに膝ひざをついてしゃがみ込み、臓物丸（本名：ライル）をさっそく抱き上げます。子犬も彼女に甘えてじゃれつきます。ドクロちゃんが臓物丸と遊び始めると、とても長くなります。なのでこのような時、僕はいつも本屋さんで『都市シリーズ』を読破するトコロなのですが、しかし、今日は！

「ねえドクロちゃん、そろそろ──」

「あ、桜さくらくんも臓物丸だっこしたいの？　しかたないなぁ、はい！」

「違うチガウ、そうじゃなふぁあぁぁッ！　ちょ、だめ、みんなが見てるのに、そんなに舐なめられたらッ！　指をぉぉ!!〈ピククゥっ！〉　し、しかも飼い主であり後輩でもある倉くら木きさんまでこっちを見てるのに、み、見てるのにぃィ……ッ、はぅぅッ！〈がくがくンッ！〉」

「そんなに喜んじゃって。桜くんたらぁー」

「も、もうだめェ！　はい倉木さんライルだよッ。ほんっとかわいいねっ、アハハハ。そうだ僕、コンビニでなんか飲み物買ってくるよ！」

　このままでは身体からだと心はもちません。こうなったらドクロちゃんを置いて、僕だけ家に帰らせてもらいます。

　そしてヨろヨろギくシャク、危険エリアから撤てつ退たいしようとしたその時、

〈どしん！〉と、僕はナニかにぶつかってしまいッ!?

「こるあぁッ!!　なにしとんじゃいィィ！」

「えッ！　あ、な、なぁぁああッッ!?」

　見上げればそこにいるのは、長いガクランに身を包んだ五人組。それぞれにリーゼント、ソリの入ったボウズあたま、あごひげ、サングラス、前歯が無いといった特徴を併せ持つ不良達たちが、目の前で僕を見下ろしているのです。

「ミ、ミケランジェロ高校の……!?」

　見覚えがあります！　以前、ドクロちゃんの妹、ザクロちゃんに絡からんできたことがある、巷ちまたで有名な不良集団なのです！

「なんだぁ？　このガキは」

　なんですかこのハクリョクッ！　これが高校生だけが持つ力パワーなのですか？　見られているだけで、射すくめられたように身体からだが動きません。

「あ、あの、すみません!!　ごめんなさい、ワザとじゃないんです!!」

　僕はあわあわと謝りますが、

「あやまってスムんだったら、ケーサツはいらんのじゃいーっ！（前歯）」

「ひィッ、ちょ、あっ、ああッ!!〈びくッ、ビクビクっ！〉」

　せめて僕がこんな状態じゃなかったら!!　これでは走って逃げることもできません。最悪のタイミングです。しかも、ドクロちゃんは臓ぞう物もつ丸まるに夢中でこっちに気が付いていません。ほんとにまったく役に立たない天使です。

「覚悟は、できてるんだろうな!!（サングラス）」

「もう、もうぅだめぇ……ッ！」




「なにを、なさっているのですか？」




　周囲の喧けん騒そうを縫ぬって聞こえてきた、この声は──

「まさかッ！」




　しゅばりゅりゅりゅッ！




　天空より飛来したのは数十本の濡ぬれタオル。オレンジ色のその布は、まるで生き物のように五人組に絡みつき、目の前の不良達たちをあっという間にグルグル巻きにしてしまいます。次々と盛り付けられたロールキャベツのように地面に横たわっていく不良達。

『うごぁああッ!!』『これはまさかぁッ！』『ごぬぅっ！』『しまった!!』『う、うごけねぇ♡』

　そう、変幻自在の魔ま法ほうの濡れタオル『エッケルザクス』を操る天使はもちろん、

「ザクロちゃんッ!?　ああ、いつもながら、かっこいいッ！（びくびくぅッ!!）」

　黒い長ちよう靴かを〈かつんッ！〉と鳴らし、肩から揺れるウサギのポーチを翻ひるがえし、現れたのは白い軍服に身をつつんだ長身の女性、ドクロちゃんの妹であるザクロちゃんです！

「あ、ありがとうザクロちゃん。でも、なんでこんなトコロに……？」

「はい、おばさまのかわりにおつかいに来たのですが、聞き覚えのある叫び声がこだましたものですから……、ご無事でなによりです」

　ザクロちゃんは、黒いベルトで覆おおわれていない右の瞳ひとみで、僕に温かく微笑ほほえみます。

「……でしたら、僕にも絡からみついているこの濡ぬれタオルを早くほどいてくださいませんかッ!?　さっきから身体からだをきゅうきゅう締め付けてッ!!〈ひくくぅっ！〉」

「ケンカは両成敗です」

「これは喧けん嘩かじゃないですよ!?」
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　なんとかザクロちゃんの誤解をとくと、僕を余すところ無く縛しばり付けていた濡れタオルは、するすると妹天使の袖そでの中に戻っていきます。

「あぁッ!?」

　いきなり叫び声を上げたのは、我に返ったリーゼントです。

「あ、あねさん!?（前歯）」

「この坊ぼつちゃんは、あねさんのお知り合いですかい!?（あごひげ）」

「はい。桜さくらさんはわたくしの監視対象で、今は家族も同然なのです」

　監視対象が家族同然……!?〈びくびくくッ！〉

「？　どうしましたか桜さん。もしや、どこかお怪け我がでも？」

　僕の身体をビクつかせるその様子に、ザクロちゃんの声のトーンがさっと変わります。

「いえ、これは……ッ」

「俺おれたちはまだ坊ちゃんにはナニもしてませんぜ!?　あぁああッ　きつく締まってきた──ッ!?（リーゼント）」

「ち、違うんです、ザクロちゃん……っ」

　僕は勇気を出して、春の女神のような天使を見上げました。

「実はいま、僕の身体からだはドクロちゃんのチョコを食べたせいで──」

　カクカクシカジカと、彼女に今の状態を説明します。そして、ザンスに治してもらうために急いで家に帰らないといけないコトも。

「……本当ですか？　桜さくらさん、全身が敏感に？　ちょっと失礼──」

「な、なにするんですかザクロちゃんッ、なんでわきの下をッ！　ひぃうッ（がくがくぅッ）だ、だめぇッ！　だから……そういうコトすると、だめなのぉ……ッ!!」

「す、すいません！　にわかに信じられなかったもので」

「くすぐらなくたっていいじゃないですか!!」

「あーっ、ザクロちゃん！」

　ころころとした声を響ひびかせ、さんざん臓ぞう物もつ丸まるをかわいがりまくっていたドクロちゃんがようやくこっちに気がつきました。

「おねえさま、今おうかがいしたのですが桜さんは全身がびん──」「わーっわわ──ッ！　（僕）」

　僕はザクロちゃんの軍服を引っ張り、小声で抗議です。

「（お願いですからドクロちゃんには秘密にしておいてください！）」

「（ご、ごめんなさい桜さん！　わたくし、なんだかどきどきしてしまって……）」

「ねえ二人でなにお話ししてるの？　ずるいよ～っ」

「う、うぅんなんでもないよドクロちゃんッ！　それより、そろそろ家に帰ろうっ??」

　僕はドクロちゃんに、とびっきりのスマイルです。

「えええー、ボク臓物丸ともっとあそぶもーん」

「おねえさま？　わたくし、そこのお肉屋さん『初恋』で、一日一〇個限定のスペシャルコロッケを買ったのですが」

「えええっ!?　それってまさか幻の〝これ、はじめてつくったんだけど……〟コロッケ!?」

「はい。ですが生あい憎にく、おねえさまのお好きな江戸前マヨネーズは、お家にしかございません。コロッケが冷めないうちに、急いでお家に帰りましょう」

「も、もう、しかたないなぁ～。ばいばいぞうもつまる、またね！」〈臓物丸：くぅーんくぅーん〉

「た、楽しみだねドクロちゃんッ！　じゃあ家まで競走だぞっ??」

　さすがザクロちゃんです。ドクロちゃんが赤子の手をヒネルカのように!!

　そして、僕と天使の姉妹はアルカディア商店街を後に家路についたのです。

「ま、まってください！　俺おれたちはまたもや放置ですか!?（ソリボウズ）」

「ああ大変だ!!　なんだか締まって来たぞッ!?（サングラス）」
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「ようこそおかえりなさいザンスゥゥゥッ!!」

「ひぃいいいッ!!〈がくがくぅんッ！〉」

　家の玄関を開けたら、突とつ如じよ目の前に深しん紅くのライダースーツ、頭上のエンゼルリングを貫くモヒカン、耳まで裂けた口にはピアスだらけの不審者が現れたので、僕は思わずその男の眉み間けんに、〈ざクリ！〉

「ミぎゃああああッ!?」

　鞄かばんから取り出したプラスチック下敷きの硬い角を突き刺します。

「はっ、あなたはザンスさん!?　すいません、てっきり変態が現れたのかと思って」

「ミィは桜さくらくんを想おもって玄関でスタンバッてたザンスのにッ!!　もうユゥに協力してあげないザンスよ!?」

　ザンスは赤く腫はれた額に手を当て、ピンク色の長大なモヒカンをユラユラ揺らします。

「あれ？　せんたくバサミみつかったの？」

　制服のスカートをひるがえし、家の中に入って来た天使の少女はカバンを抱いたままザンスに問いかけます。

「ああ、さっきはありがとうザンスドクロちゃん。これでようやくミィの大切なあれをずっとはさんでおけるザンスよ」

　ドクロちゃんの後ろからは、妹のザクロちゃんも家の中に入ってきて、ふぅわりと奇人に微ほほ笑えみます。

「ただいまかえりました。あら？　ザンスさん、これからどこかに行かれるのですか？」

　ザンスは彼女ににたりと笑みを返し、

「いやいや、ミィはユゥ達たちを待っていたんザンスよ。実はザンスね、桜くんの身体からだが今、とてつもなくびん──」「ドりやァァ──ッ!!　はいっはいっはいっはイィィーッ!!」

　僕は鞄の中から取り出したプラスチック下敷きを、彼のモヒカンにぐさぐさと立て続けに差し込みました。

「ほぅあぁ[image: あだくてん][image: つ]!?　な、なにするザンスか桜く──んッ!!」

　そして絶叫を上げて仰のけ反るザンスに小声で叫びます。

「（さっき通信で言ったじゃないですか！　お願いですからドクロちゃんには秘密にしておいてください！）」

「（ご、ごめんなさいザンス桜くん！　ミィ、なんだかどきどきしてしまって……）」

「ねえねえザンスー、桜さくらくんがどうしたの？」

　ザンスは僕と頷うなずきあい、慌てて「ごほんっ」と咳せき払ばらい一発、

「実はザンスねドクロちゃん！　ミィ、今日は桜くんと一いつ緒しよに遊ぶ約束をしていたんザンスよ。だから待ちきれなくて玄関に！」

「ホントに？　じゃあボクもいっしょにあそぶよぅ！」

「いや、ごめんドクロちゃん。今日は──」「もちろんザンスよドクロちゃんッ」

「ちょ……ッ!?」

　僕のセリフをさえぎったザンスのコトバに驚きよう愕がく、変態天使を凝ぎよう視ししますが、

「ささっ、ザクロちゃんも一緒にどうぞザンスよっ!!」

「ザ、ザンスさんッ!?　ちょっと、これはどういう──」

　戸惑う僕に、ザンスはグラサンをずらしてパチンとウインク。

「（心配ないザンス。実はユゥの身体からだを治すには、ドクロちゃんとザクロちゃん、二人の天使の力が必要不可欠なんザンス!!）さあみんな、準備を始めるザンスよ。時は一刻を争うんザンスーッ!!」




　　　　★




「いったい──」

　あれから十五分後の草くさ壁かべ家、二階にある六畳間。

　このたたみの部屋に僕、ドクロちゃん、ザクロちゃん、そしてザンスがそろっていました。

「なんで僕がこんな姿に!?」

「ユゥはこれがなんなのか解わからないんザンスか？　お箸はしの国のヒトなのに」

　僕が身につけていたのは、ウグイス色の着物でした。手にしているのは竹の釣り竿ざお、腰にはコシミノと魚び籠くが標準装備。しかしナゼかコシミノの下は黒いスパッツ。僕はスパッツ初体験なので、この密着感がッ!!

「ひょっとしてこれ、浦島太郎──ですか!?」

　自然に声がうわずってしまうのです！

「ザッツラァイッ!!　その通りザンス桜くん！　これからユゥには『ウラシマ・タロウ』になりきってもらうザンスよ!!」

「え、ええと……すいません。理解が、追いつかないんですけど……!!」

「もう、しょうがないザンスね！　こっちに来るザンス！」

　ザンスは僕を窓辺に連れて行き、こそこそと小声で諭さとします。

「いいザンスか!?　ユゥの敏感ボディは天使の作り出したイメージ、今回はドクロちゃんの『びんかんサラリーマン』への強い想おもいが現実に作用した結果起こったことザンス」

「は、はあ……」

「しかし、その現実は同じく天使のイメージによって改変するコトが可能なんザンス」

　彼は、窓の外を向いたままサングラスを〈ちゃきっ〉と外し、眩まぶしそうに真っ赤な瞳ひとみで僕に振り向きました。

「コレからミィたち天使と、桜さくらくんが一致団結して行う『儀ぎ式しき』で作り上げるのは、浄化のイメージザンス。それはきっとユゥの身体からだのポイズンをはらい清め、もとの中学二年生ボディに戻すザンスよ。安心するザンス」

「はぁ……、よくわかんないんですが、それがなんで浦島太郎と関係あるんですか？」

　僕の質問にザンスはフィーバー。

「いいトコロに気がついたユゥに乾杯ッ!!　その『儀式』が、つまり『Ｕウラシマ・Ｔタロウ演えん戯ぎ』なんザンスよ！　なぜならこれは遠い昔、亀かめが海岸で子供達たちに背負われて厳しい修行を──」

「いいですいいですわかりました！　詳しい説明はまた後にしましょう。僕が浦島太郎なのは、この際ＯＫとします。ですが──」

「じゃあ、さっそく始めるザンス！　コレが本日の台本ザンス!!」

　ザンスに薄うすい冊子を手渡されながら、ウロタエ気味に問いかけます。

「ちょ、ちょっとまってください。僕にはまだ、ザンスさんに質問があるんですってば！」

　僕はザンスをさえぎって一歩前へと出ざるをえません。

「なんザンスか。桜くんはさっきからミィに尋ねてばっかりザンスね。ユゥは『質問の多い料理店』ザンスか!?」

「うまくもなんともない上に意味のわからない例えはいいですから答えてください。……あれは、なんですか？」

　指をさした先、そこにいるのは、天使の少女ドクロちゃん。けれども彼女の着ている衣装は、愛らしくマスコット的なディフォルメが加えられた、ふわふわのもこもこ。お腹なかは白、周囲はディープブルーな毛並みの着ぐるみなのです。

「説明してください、浦島太郎において、ドクロちゃんの配役がなぜ『ペンギン』なのか!?」

　着ぐるみから顔だけ出した天使の少女は、なにがそんなに嬉うれしいのか満面の笑みで「きゃっきゃっ」と頭上に天使のわっかを光らせ、超ごきげん！

「桜くんこそナニを言っているザンスか。『Ｕウラシマ・Ｔタロウ演えん戯ぎ』といったらリューグー!!　リューグーといったらタイやヒラメやペンギンの舞い踊りザンス」

「魚類に混じって一種類だけ鳥類がいる!?　待ってください、アナタはなにか誤解している!!　浦島太郎はそんな物語じゃない！」

「文句ばっかり言って、ユゥは元に戻りたくはないんザンスか!?　ブツクサ言う子はこうザンスよ!?（ぺろーん）」

「はぁぁうう!!〈びくびくぅッ！〉　うおおッ！　さ、最悪だぁ!!」

「わかったザンスか!!　まったく桜さくらくんのワガママには際限がないザンス！　ねえ、ザクロちゃん」

「そうですよ桜さん。わたくしもご協力いたしますから、一いつ緒しよにがんばりましょう？」

　妹天使は、ふわりと微笑ほほえみ答えます。

「ザクロちゃんもザンスに言ってやった方がいいですよ!!　あなたまでこんな格好させられてっ」

「え、わたくしのこれ、ダメですか？」

　たたみの上にカラダをひねるようにして座っているザクロちゃん。

「だってそれ、『マーメイド』じゃないですか!!」

　いつもは白い軍服をきりりと着こなしているはずの彼女。しかし、今や下半身は海の碧みどり色いろ、なんとサカナの尾になってしまっているのです。

　おへその少し下より始まる、透明な鱗うろこが並ぶ艶つややかな魚類のカラダは、ザクロちゃんの意志の通りに動くのか、ぱたぱたとヒレが波打ちます。

「は？　桜くんは『オトヒメ』をしらないんザンスか？」

「ええッ、まってください、この人魚のザクロちゃんが『乙おと姫ひめ』なんですか!?」

　そして両手をたたみの上につき、自然としなをつくるマーメイドの上半身。

　僕は今ほど、ドクロちゃんとザクロちゃんが姉妹なのだと強く思ったコトはありません。
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　腰のくびれは柔らかな曲線を描き、あくまで細く、いつもは軍服の下に隠れてしまっている豊かなムネは、鱗を模した青く小さいコルセット型の水着が着けられているだけ。デザイン的にわずかな面積しかない鱗は、より強調するかのようにムネを持ち上げていて、そこにできあがる眺めに僕〈びくびくぅッ!!〉はぁぅッ！　す、すいません!!　もう冷静に描写できなくなってきてま〈がくびくッ！〉

「よろしくお願いします、桜さん。いえ、浦島太郎さん……」

　顔の左半面を覆おおう革ベルトによってポニーテールに固定した暗銀色の長髪をさらりと揺らし、ザクロちゃんは微笑みます。

「ああ、そんな楽しそうな顔をして……!!」

　そこには、既すでにいつものザクロちゃんの持つ軍服姿の凜り々りしい面おも影かげは残っていません。

　それどころか彼女は今の自分の幻想的にしてちょっとえっちな姿をまったく恥ずかしがる様子もなく、あまつさえ嬉うれしそうな表情で僕を見ているのです。その無防備さには、こっちがハラハラどきどきしちゃいます。

　やはり中身はまだ九歳。ザクロちゃんは身体からだは充分大人でも、ココロはまだ子供のように純真無む垢くなのです。そんな彼女の、いつもとは違う格好に素直に喜んでいる幼い部分と、オトナ的な外見のアンバランスさが、僕の神経を妙な具合に逆さか撫なでてしまいっ！

「ザンスさん、あなたってヒトは僕とドクロちゃんだけでは飽きたらず、ザクロちゃんまで毒どく牙がにかけて！　もう、もう許しませんよ!?」

「なにを言うんザンスか桜さくらくん！　ミィはユゥがお願いするから一いつ生しよう懸けん命めいココまで準備したんザンスよ!?　その証拠に、この儀ぎ式しき唯ゆい一いつの障害であるドクロちゃんは『これから楽しく着ぐるみ遊びをする』としか思ってないザンス！　それなのに桜くんは、ミィを許さないとッッ」

　僕に耳うちしながらザンスはサングラスの向こう側に、透明で温かな液体を流し始めました。

「あ、ご、ごめんなさいザンスさん!!　いやでも、ほら、ドクロちゃんとザクロちゃんにも、この衣装のコトを聞いてみないと──」

「ねぇ！　桜くんも早く台本憶おぼえなきゃ！」

「はぅぅんッ！〈びくくッ！〉　……な、台本って、え？　『桜くんも』って、ドクロちゃんはもう全部コレ覚えたの??」

　ペンギン娘は「うんっ！」と元気に頷うなずきます。

「なんで、漢字もロクに読めないハズなのに、こんなものばっかりドクロちゃんは暗記できて……」

「わたくしも、だいたい頭に入りました。準備ＯＫです」

「ザクロちゃんまで!?」

「フッフッフ、桜くん？　おそらくユゥだけザンスよ？　まだ台本を憶えていないのは!!」

〈ぱんぱん〉と手を叩たたくザンスが声を張ります。

「では、シーン１『ウラシマの旅立ち』から始めるザンスよ!!　しかたないザンスから、桜さくらくんは台本持ったままでいいザンス！」

「と、とにかく、僕はこれから、ザクロちゃんとドクロちゃんと一いつ緒しよに、浦島太郎のお芝居をする……というか、しなくちゃいけないんですね？」

「そうザンス！（それが桜くんを元に戻す『儀ぎ式しき』なんザンス！）」

　ザンスは後半を小声で僕に届けて来ます。

　その時、僕の身体からだは実のトコロ、そろそろ限界を迎えようとしていました。

　学校からこの方、肌の敏感さは今着ているゴワつく着物のおかげもあって、立っているだけで常時ゾクゾクするくらい感覚が研とぎ澄すまされてしまっているのです。それに加えて、特にイケナイのがザクロちゃんのヴィジュアルです。これはいつもの中学二年生のノーマル草くさ壁かべ桜にとっても、大変な光景です。それなのに彼女が乙おと姫ひめで僕が浦島太郎ということはッ!?（くぅおおおッ……ッ!!）はッ！

　だ、だめだ、抑えろ草壁桜。いいか？　よく考えてみるんだ。元の身体に戻らないと、静しず希きちゃんと公園で逢あうコトはできないんですよ？　あなたにはもう、ザンスを信じるしか手はないんですのよッ??

「……わかりました」

　僕は半ば観念、そして残りヤケで『納なつ得とくいかない！』というココロをねじ伏せ、頷うなずきます。

「やりましょう、『Ｕウラシマ・Ｔタロウ演えん戯ぎ』を！」




　　　　★




「じゃあいくザンス……」

　ザンスは台本を持ったまま「こほん」と咳せき払ばらい。僕が頷くと、モヒカン天使は台本の冒頭、ト書きを読み上げました。

「『長年勤めた会社を突然クビになったタロウは、思うところあって海に入ろうとしていた』」

「待ってください」

「なんザンスか？」

「いきなり僕はリストラされ、失意のあまりに自殺しようとしていますが？」

「『ウラシマ・タロウ』そのままだと、キャラに奥行きがでないので、ちょっとミィが現代風に設定を追加してみたザンス」

「勝手に追加したらダメですよ！　だいいち、浦島太郎の海辺にいる理由がそんな暗い事情なんてイヤです!!」

「シャラップッ!!　ナニをユゥは身勝手な事を言ってるんザンスか！（そんなんじゃいつまでたっても元に戻れないザンスよ!?）」

「（ええっ!?）〈ぴくんッ！〉」

　ザンスは急にコシミノを摑つかむと、部屋の隅に僕を引っ張りそうささやいたのです。

「ユゥはまだ『ウラシマ・タロウ』になりきれてないザンス！　いいザンスか？　ここはいつものユゥの部屋ではなく、今はもう既すでに海の中！　埼玉湾をイメージするザンス！」

「わ、わかりましたから、あんまりくっつかないでくださいぃッ!!」

　僕はしかたなく、想像力を駆く使しします。ここはすでに水中、海はあまり見たコトないけど、海水はたぶんしょっぱいのです。

「じゃあ、続けるザンス。『二月の冷たい海水が、容よう赦しやなくタロウの命を奪うばい去ろうとしたその時、タロウは一匹のペンギンに助けられた』」

「はやまっちゃだめ！」

　突とつ如じよ、腰のあたりを柔らかなペンギンに抱きつかれました。

「はひゅぅッ!?〈びくきゅん！〉ちょっと、ナニするのドクロちゃんッ!?　あ、ちょっと、なんで羽は交がい締じめに……!!」

　思わず僕は背を仰のけ反らせ、たたみに膝ひざをつきます。

「『そしてリューグーへ！』」

「水底に引きずり込まれた!?」

「『遥はるか古代に地殻変動によって沈んだ都、リューグーで待っていたのは美しいオトヒメだった』」

「ようこそ竜りゆう宮ぐうへ……わたくしが主あるじの乙おと姫ひめです。よろしくおねがいいたします。お隣となり、失礼します」

　ザクロちゃんはうずくまっている僕へと這はい寄り、そっと手をとり、重ねてきました。

「あ、くぅッ、こ、こちらこそぉッ！〈がくがくんっ！〉」

「『乙姫は夫の竜王を亡なくしてはや四年、毎日、そのうら若きカラダをもてあましていた』」

「ひぃッ！〈がくがくぅッ！〉ちょ、なんですかその設定はッ！」

　乙姫のなめらかな手の感触に、僕は息が詰まります。はぁァッ！　いけません乙姫！　そんな透き通った瞳ひとみで、こんなに敏感な僕をみつめたら、もうッ!!

「この度たびはペンギンを助けて頂いてありがとうございます」

「いえ、たすけて、頂いたのは……僕のほぅ、ですがッ!?」

　過敏な神経が僕の感情を揺すり、思わず声がうわずります。

「お礼に、玉手箱をご用意したのですが、それを太郎さんに選んで頂きたいのです」

　はやく先に進まないと……ッ!!　僕は「は、はいぃっ！」と、乙姫にうながされるままに部屋の隅を見ました。そこにいつの間にか、お弁当箱くらいの漆うるし塗ぬりの黒い箱と、同じデザインだけど棺かん桶おけ程の箱が置いてあります。

「いつの間に!?」

「こちらの『小さな玉手箱』か『大きな玉手箱』、どちらかをお持ち帰りください」

　僕は四つんばいのまま次のセリフのタメ、たたみの上の台本をぺらっとめくりますが、

「あ、あれ？　ここから先、は、白紙ですよ??　どうすればいいんですかっ!?」

「そう。このあとのストーリーはその真っ白い台本のように自分で書き上げるモノなんザンス。つまり、ユゥの可能性は無限なんザンスよ！」

「くそうッ！　ここまで来て丸投げか!!」

「そしてふたつある『タマテバコ』のどちらかが、元に戻れる魔ま法ほうのアイテム『解げ毒どく浄薬　ソーマ・ルーニェ』なんザンスッ！」

「それを早く言ってくださいッ！　で、どっち、どっちの玉手箱なんですか？」

「いまの桜さくらくんになら、どちらを選べばいいか、わかるハズザンスよ!!」

「ここまでの話の展開で、ナニかヒントとかありましたかッ!?　だめだ、ぜんぜんわからない！　……でもまてよ？　セオリー通りでいくと、ここは小さい方が正解、いや！　そんなセオリーが、果たしてこの天使たちに通じるのか!?」

　僕が大小の玉手箱を前にして逡しゆん巡 じゆんした、その時でした。




　ごと、ごとごと……っ！

　と、大きい玉手箱が突然、身み震ぶるいするように動いたのです。

「あ、あのすいません！　棺かん桶おけみたいな方、中になにか変なモノが入ってませんか？　あ、そ、そういえば、ドクロちゃんが、いない？　まさか、この大きい玉手箱の中身は!!」

「そ、そんなコトあるワケないザンス!!　さあ、どっちを選ぶザンスか!?」




〈ごとごと！〉『桜くーん……！』




「今声がした!!　大きい方からドクロちゃんの『桜くーん……！』ていう声がッ!!　これ正解は絶対に『小さい玉手箱』ですって!!」

「いや、まだ解わからないザンス」

「わかりますよ！　僕はコッチをあけますからねッ!?」

　そして倒れ込むように、たたみの上の小さな玉手箱を手にしたその瞬しゆん間かん、

「まってください、太郎さん」

「ひうっ！〈がくがくぅッ！〉」

　朱色の紐ひもをほどき、フタを開けようとした僕の手の甲を、すらりと伸びてきた手が柔らかく、しかし力強く押しとどめたのです。

「乙おと姫ひめさん!?　な、なにをするんですか？〈ひくん……ひくんッ〉」

　せっかく身体からだ中の僕妖よう精せいたちから集めた最後の力が、痙けい攣れんしたコトで全部消えてしまいました。見上げれば僕をのぞき込むように、乙おと姫ひめザクロちゃんが、その右の瞳ひとみに寂しげな光をたたえているのです。

「太郎さん。この玉手箱をあけたら、わたくしたちは本当に離ればなれになってしまうのですね……」

　ザクロちゃんのセリフに、どうしたコトでしょう。僕の心は急に切なくなるのです。

「ちょ、ちょっとザクロちゃん？」

『桜さくらくん、どうしたのー？』〈がたがたがたッ〉っと、大きい玉手箱が揺れますが、そんなモノにかまっている場合ではありませんでした。

「あなたが竜りゆう宮ぐうにいらした時から、わたくしは今日のような日が来ることを、ずっと恐れていました」

　ザクロちゃんは、なおも僕の手をとったまま、続けます。

「やっと、太郎さんのような方に出で逢あえたのです」

　台本は、真っ白なはずなのに。

「お願いです。わたくしと一いつ緒しよに、ずっと……ずっと竜宮で暮らしてください」

　僕は、あまりにも真に迫ったザクロちゃんの演技にたじろいでしまいます。いえ、もうすでにそれは演技に見えません。彼女は、本当に乙姫になりきってしまっているのです。

「太郎さんは、わたくしより地上の世界を……」

　彼女の表情が、みるみる曇くもっていきます。きっと、彼女はずっと寂しかったのでしょう。なにしろ竜宮は無表情な魚ばっかりなのです。その深い海底で、なん年もヒトと接するコト無く暮らしていたのです。もし僕がここにいてあげたら、彼女はとても喜んでくれると思います。そして、それからというもの二人は……はッ!!　僕はなにを感情移入しているのでしょう!!　しかし見ればザクロちゃんは本当に瞳を潤うるませ、その白いむき出しの肩を震ふるわせているのです。いけません、これ以上一緒にいたら、本当にずっと隣となりにいてあげたくなってしまいます！

「い、いえ……ぼ、僕は──ッ!!〈ひくひくひくひくひくぅぅぅぅッッ!!〉」

　そう、僕はこんな状態から抜け出し、これから静しず希きちゃんと公園で逢わなくてはいけないのです!!

「僕には、この玉手箱がどうしても必要なんです!!」

　そう言ったつもりです。でも、もう舌が回らず「ほくには、このたまてびゃこが、ろうしれもひるりょうなんれりゅっ！」と聞こえた気もしますが、僕は確かに言ったのです。

　ザクロちゃんの表情から、ふっと力が抜け落ちて、

「わかりました。……ですが、これだけは覚えておいてください。わたくしはこの水底で、いつまでもあなたのコトを想おもい続けていると……」

　乙姫は、僕の手をそっと離してたたみの上に置いてくれました。

　そして『すぅ……すぅ……すぅ……』と、大きな玉手箱の中から聞こえる、規則的な寝息。

「グッドザンス！　なんて感動的な『Ｕウラシマ・Ｔタロウ演えん戯ぎ』のエンディングザンスか！　これがミィの求めていたモノザンス!!」

　ザンスの声は涙で震ふるえています。

「どう……なされたのですか？」

　ザクロちゃんは、たたみの上に倒れたままの僕をうかがいます。

　しかし僕は、

「かららがぁ、う、うごかないんれひゅぅッ！（身体からだが、う、動かないんですぅッ！）」

　全身の力が抜け、敏感は限界を突破し、もうダメなサバトちゃんのような声しかでないのです。

「……わかりました」

　ザクロちゃんはふわりと微笑ほほえむと、

「へ？　はぅ、ひぃっ！〈びくくッ!!〉」

　まるでお母さんが子供にするように、僕を後ろから抱き起こし、後ろから手を回して、

「あけますよ？」

　目の前で、小さな玉手箱を開けてくれました。




　ぱかりっ〈ぷしゅ────!!〉

「ふわッ……！」

　勢いよく吹き出したのは、水の中に白インクを流し込んだような大量のケムリ。

「少しだけ、本当に」

「……え？」

　煙幕のような白はく霧むに、僕とザクロちゃんが包まれた瞬しゆん間かん、耳元で聞こえた柔らかな声。

「寂しい気分に、なっちゃいました……」

　次の瞬間、視界は一瞬でキラキラとした白い闇やみに変わってしまい───




　　　　★




「はッ！」

　ほっぺについた、たたみの跡をさすりながら、慌てて上半身を起こした僕は、両手をぐーぱーぐーぱー、それから身体中をゴシゴシをさすってみるのです。そして記き憶おく覚かく醒せいと、現状理解のタメの、一瞬のタイムラグ。

「あ……あああっ！　ない、なんともない！　もうびくびくしたりがくがくしない!!　やったぁ！　元に戻ったよ──!!　お爺じいさんにもなってないしーっ」

　僕はひゃっほ──とジャンプしながら立ち上がりました。

「わっ！　びっくりしたザンス！　目が覚めたんザンスか!?」

「ザンスさん、どうもありがとうございます！」

　こっちにぐいっと振り向いたザンスに、僕は心からお礼を言いました。

　ついにあの悪夢のような事態から抜け出せたのです。これで、これでもう、静しず希きちゃんからなにをされても平気です。そう、なにを、されたってッ!!

　ザンスも嬉うれしそうにモヒカンをゆさゆさ揺らしながら、

「ノープロブレム、どういたしましてザンスよ桜さくらくん。困ったときはお互い様ザンス」

「あれ？　そういえばドクロちゃんとザクロちゃんはどこにいるんですか？　二人にもお礼をいわなくちゃ」

「彼女たちなら一階の居間にいるザンスよ」

　ザンスはそう言いつつ、なにやら慌てたようにたたみの上に並べていたモノをかき集め始めます。

「あ、ザンスさんなにやってるんですか？　お手伝いしますよーっ」

「いいザンス、そのキモチだけでミィは……ッ!!」

「ん？　なんですかこの写真……」

　そして僕は、拾い上げた一枚の写真を見てしまうのです。

「ちょ、ちょっと待ってください。これ、さっきのザクロちゃんのマーメイドの写真じゃないですか!?　い、いつのまに!?」

「あ、ああッ！　これは『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』へ送る資料としての──」

「じゃあなんでこれ、未いまだかろうじて幼さの残るザクロちゃんの〝うなじ〟ばっかりアップになっているんですか？」

「し、しまったザンスッ!!」

「しかも、このアングルは上からの俯ふ瞰かん!?　わかった！　これはモヒカン視点なんだ!!　巨悪の原因はその頭に生えているピンク物体と見たり！　隠しカメラごとひっこぬいてやるんだから!!」

　僕にピンク色のモヒカンを勢いよく引っ張られ、ザンスの顔が縦に伸びます。

「ごハぁぁッ！　やめるザンスぅぅぅッ！　ミィとモヒカンは一心同体、兄妹みたいなモノなんザンス！　取っちゃダメザンス───ッ!!」

　ザンスを信じようと思った僕が、馬ば鹿かでした。

「どうも噓うそくさいとおもったんです……。なんですか浦島太郎って。しかも、ペンギンとかマーメイドとか……。最初からあの玉手箱の中身を出してくれれば済むじゃないですか。今までのコトは、また全部ザンスさんの私利私欲だったんですね？　白状しなさい……」

「なんザンスかユゥのその鬼神のゴトキ迫力は!?　わ。わかったザンス！　言うザンスよ！　ただし、ミィが素直にゲロったら許してくださいザンス！　ミィの魂モヒカンを引っこ抜かないと約束して欲しいザンス!!」

「もちろんですよ」

「実は──」

「えええい！」

　僕は力一杯、ザンスのモヒカンを引っ張りました。

「いぎゃああああああ──ッ!!　約束が違うザン───……ッ!!（がくり）」

　モヒカンを引っ張られ過ぎたザンスは気絶してしまいました。僕は散らばった写真を回収、封筒に入れて国語辞典に挟んで隠します。

「よし」

　僕はふぅっと息をついて、ふと、机の上の時計を見ます。

「え……？」

　固まります。

「さ、三時五十六分!?　もうそんな時間なのッ!?」

　いけません。静しず希きちゃんとの待ち合わせは四時なのです。こんなコトをしている場合じゃなかったのに!!

　僕は慌てて浦島太郎のこの衣装を脱ぎ捨て、きちんとした私服に着替えて階段を駆け降り、玄関を飛び出して静希ちゃんの待つ公園へと向かいました。







[image: ]

　全身を洗うように過ぎゆくこの風の、なんと清すが々すがしいコトでしょう。片思いのあの子が待つ約束の地へとまっしぐら、ひたすらに走ることができちゃう僕の身体からだはもう、なにかを必要以上に恐れたり、警戒しなくていいのです。今なら突然、年上のお姉さんに肩をツンってされたってへっちゃらです！

「ひゃっほーう」

　だがしかし、爽そう快かいな僕の身体＆ココロとはウラハラに、状況は悪化しています。見上げれば、『マチュ・ピチュ自然公園』の時計が指し示す時刻は四時二十五分!!　これは大幅な遅刻なのです。

　僕は額の汗をぬぐい捨て、荒い息を整えながら、たどり着いた時計広場を見回し、

　発見するのです。

「静希ちゃん……」

　彼女は待っていてくれました。

　白いマフラーとブラウンのコートに身を包んだ静しず希きちゃんは僕の姿に気がついて、座っていたベンチから立ち上がります。

　さらに速度を上げて、僕は静希ちゃんのトコロまでたどり着き、

「遅れてごめん！　ちょっと、ええと、あの、色々あって……！」

　シドロモドロで呼吸と気持ちを整える僕に、幼なじみの彼女は安あん堵どするかのような笑みを〈くすり〉とひとつ、浮かべます。

「うぅん、来てくれてよかった。すっぽかされちゃったのかと思ったから」

「そんな、そんなわけないよ！　だって──」

『だって──』なに!?　僕はとっさに「ええと、その」とコトバをにごします。僕、今、『だって、静希ちゃんのコトが好きだから』とか、さらっと言おうとしましたよ!?　一いつ瞬しゆんですが、この状況のアマリの嬉うれしさに現実と空想の区別がつかなくなっていました。あぶない、僕あぶなかったです!!

「──や、約束、したし！」

　一人でギリギリになってしまった脳みそから、どうにかコトバをひねり出せば、

「うん。ありがとう」

　静希ちゃんは挙動不審な僕を軽く流してくれます。どうにか軟着陸に成功！　もうドキドキ！

　しかしメインはこれからです。ついに僕は彼女のチョコを。チョコレートを!!　オオオオォッ!!　ああッ、わかっていても思わずガクガクしてしまいそうですッ！　いや、だから落ち着け焦あせるな狼狽ウロタエルナ。

　静希ちゃんは言います。

「実はね、どうしても桜さくらくんに逢あいたいっていう女の子がいてねっ」

　それから、とっておきの楽しいヒミツを明かすように笑みを浮かべ、

「え……？」

　後ろを向いて、手招きするのです。

　そこにおずおずと姿を現したのは、聖ゲルニカ学園の制服を着た少女。

「こ、こんにちはですぅ、桜くん……」

　甘く、怯おびえたようなその声。クリーム色の髪の毛を分けるようにして生える羊の角。金色の瞳ひとみの下にある可哀想かわいそうなくらいムラサキ色のクマをこすり上げ、

「サバト、ちゃん？」

　天使の彼女は僕の目の前に立つのです。そして──

「こ、これ、桜くんに、あげるですぅ」

　震ふるえて、かすれてしまった声と共に、天使の少女が差し出すのは、

「は、え、こ、これって」

「ぎ、義理ですよぅ？　サバトがそんな、桜さくらくんにチョコを渡すなんて、義理チョコに決まってるんですぅっ」

　僕はサバトちゃんと、彼女が差し出す駄だ菓が子し屋やさんで売っている一個一〇円のチョコがぎっしりはいったビニール袋を前に、数すう瞬しゆん 、機能停止してしまったのでしょう。

「ど、どうぞですぅ……」

　ハッと我に返り、頭からツノを生やす天使の少女から、慌ててバレンタインチョコを受け取ります。

「あ、ありがとう、サバトちゃん」

「こっちこそ……桜くんに、いつもありがとうなんですぅ……」

　サバトちゃんのそのセリフは最後に行くほど小さく聞こえなくなって。

「それで、それで、ええっとぉ……」

　そして天使の少女は僕を見つめ、「はぁぅぅ……っ！」と、かさかさのほっぺを真っ赤にして、突然くるっと背を向け、

「も……もうこれ以上は言えないんですぅっ！」

「あ、ちょっとサバトちゃんっ？」

　逃げるように走り出してしまうのです。僕が呼び止める声は届いたハズなのに、彼女はもっとスピードを出して、広場から見えなくなってしまいました。

　びっくりしました。まさか、サバトちゃんからチョコをもらえるなんて……。

「サバトちゃんが、どうしても桜くんに渡したいからって、私、頼たのまれたの」

　静しず希きちゃんはそう言って、僕の隣となりにやって来ます。

　ふと、我に返ります。

　僕はなにを期待して、そして勘違いしていたのでしょう。

　そういえば、保健室で静希ちゃんから受け取った手紙の文字は、僕が知っている静希ちゃんの字と、違った気が、します。

「そうなんだ……」

　そうです。静希ちゃんからチョコをもらえるというのは、ぜんぶ僕の想像の中の出来事で、現実では無いのです。

「ありがとう、静希ちゃん」

「あ、待って桜くん」

「え……？」

「私も、じつは桜くんに渡したいものがあるの」

　彼女の言葉に、うつむいていた顔を上げ、なぜか僕から目を逸そらしぎみの静希ちゃんを見つめます。

「桜くんが学校にいるときって、いっつもクラスの誰だれかと一いつ緒しよにいるでしょ？　なかなかチャンスなくって……」

「そ、そんなこと……!!」

　静しず希きちゃんの言葉に、僕は驚おどろいてしまいます。

「桜さくらくんて人気者だから、きっとチョコもいっぱいもらってるんだろうなって。だから本当は、もう渡すのやめちゃおうかと思ったんだけど……」

　幼なじみの女の子が発する、恥ずかしいような、すこし拗すねたような声。

「でもね、やっぱり」

　彼女の瞳ひとみはその時の光景を思い出すように、僕の向こう側の景色を見ていて、

「おいしく、できたと思うの。だから、やっぱり食べて、もらいたいなって……」

　差し出してきたのは、すこしだけ底の大きい紙の袋。

「よかったら、これ、桜くんに。チョコレートケーキ」

　バレンタインの贈り物。

「う、うんっ」

　あんなに練習したのに、

　本番は台本が白くて、僕は気のきいたお礼も言えないまま、チョコレートケーキを受け取ります。

「じゃあ私、もう行くね。サバトちゃん、公園の外で待ってるの。早く行ってあげなくちゃ」

　そう言って静希ちゃんは時計広場を後にしました。彼女の背中を見送り続け、思います。

　僕は、忘れることはないでしょう。

　彼女が去り際ぎわに見せてくれた、普ふ段だんは学校で見せてくれない、あの微笑ほほえみを。




　　　　★




「ただいま──!!」

　空を飛ぶようにして自宅に帰ってきた僕を出迎えてくれたのは、

「ん？　これ……って、チョコの匂におい??」

　家中にあまーく漂う、こうばしくってビターな香り。

「あ、おかえりなさい桜くん」

　玄関から廊下に上がった僕に、ひょこっとキッチンから顔をだしたのは、ほっぺに茶色いチョコをくっつけた、エプロン姿の天使の少女。

「な、なにやってるの？　ドクロちゃん……」

「えへへぇ、チョコつくってるの！　早くきてきて？」

　彼女に手招きされてキッチンに入れば、いつもの白い軍服に着替えたザクロちゃんが鍋なべに入れた銀のボウルをかき混ぜています。

「おかえりなさい桜さくらさん」

「ただいま、ザクロちゃん。ねえ、チョコって、もしかして……」

　ドクロちゃんとザクロちゃん、どっちに聞いてよいのか解わからないまま問いかけて、公園で女の子二人にもらったチョコレートをテーブルに置き、お湯を張った鍋に浮かぶボウルの中身をのぞき込みます。

「はい。わたくし、今日がバレンタインだというコトをすっかり忘れていて」

　ザクロちゃんは嬉うれしそうに右みぎ頰ほおに手を当て、かきまぜ棒を回し続けます。

「もうすこしまっててくださいね？　桜さん」

　僕はコクコク頷うなずきます。

「ねえ、ボクもお手伝いしてるんだよ？　あ！　桜くんナイスタイミンぐぅ！　ちょうど材料がたりなかったの」

「えっ？」

　止める間も、ありませんでした。ドクロちゃんはテーブルに置いた、サバトちゃんからもらったチョコの詰め合わせの包みを神速のスピードで次々と開け、ザクロちゃんがかき混ぜるドロドロのチョコの中に投入しはじめたのです。

「これで、みんなのぶんがつくれるね！」

「あ、あ、あ──……」

　……あの、ダンボールハウスに住まうサバトちゃんは、このチョコレートを買うのに、いったいどれだけ苦労をしたコトでしょう。きっと、自分が食べてしまおうと思ったコトも一度や二度では無いハズです。その努力が全部溶けていくよ……、と、僕の胸がいっぱいになった時でした。




『あ、なんザンスかこのケーキ！　さぁっそくいただくザンスよーッ!!』




　しゃがれたシャウトが背後で聞こえた直後、僕の身体からだは変態天使のピアスの一つを摑つかんで捻ひねりあげていました。

「ああッ、素早い動きでナニをするんザンスか桜くんッ!?　ミィの世界に一つだけの鼻についたピアスを、ピアスＷＯＨ──ッ!!」

「キサマこそこのケーキにナニをしようとしていた？　いくらザンスさんでも百万回死んでください」

「そんなに死にたくないザンスぅっ!!　ぅぅううんっ！　離してザンスうぅ！」

　危うく静しず希きちゃんのケーキを変態に食されるトコロでした。油断も隙すきもありません。彼がコレを食べ、血肉にしようものなら、僕はこのザンスを一生許すことができないでしょう。

「よおし、あとはこれを入れるだけ！」

「え……？」

　ザンスの動きを封じるさなか、くりくりヴォイスに振り向いて、

「おいしくなーれ～～～っ♡」

　僕が見たモノは、

「ド、ドクロちゃんソレはだめぇーッ!!」

　今まさに、天使の少女が溶けたチョコの中へ、箱から出したばかりの『びんかんサラリーマン・ソーセージ』を投入しようとしている決定的瞬しゆん間かん。

「ちょっとザクロちゃん、ドクロちゃんを止めてッ!!　もうあんなの我慢できないよっ！　ザクロちゃん？　あれ？　頼りの綱つなのザクロちゃんがどこにもいない!?　どこ行ったの？　おトイレ??　しかたないッ、こうなったら僕が……でも今ここを離れたらザンスさんにケーキを食べられてしまうッ!?　こ、これじゃあドクロちゃんに近づけない!!　くそう、どうすれば……僕はどうしたらッ!?　ええい！『伸びろ如によ意い棒ぼう！』　うわぁ、ザンスさんのモヒカンが無意味に伸びた！　ちょ、あッ！　ドクロちゃんストップ！　見てごらんこのモヒカンとっても長いよ!?　ちょっとまってドクロちゃんてば！　あぁ入っちゃうッ！　振り出しに戻っちゃうッ!!　お願いだから入れちゃ、アアアアッッ!!」
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[image: 第二話　桜堤の満開の下だよ！　ドクロちゃん！]
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　彼の名前は草くさ壁かべ桜さくら 。

　容姿端たん麗れいにして、そのココロは清廉潔白。純情無む垢くなる中学二年生です。

　ハハハハ！（アハハハハ──！）

　今から十四年前、春の盛り。草壁家に初めて生まれた子に両親がつけた名は、彼を一時期、大変苦しめました。

『さくら』という可か憐れんで女の子っぽいその名前は、モノゴコロついた男の子にとっては、呼ばれるたびに布ふ団とんに潜もぐり込んで枕まくらを濡ぬらしちゃうくらい恥ずかしいモノだったからです。

　この『桜』という名は、若かった彼のお父さん、草壁武たけるが、抱き上げた我わが子のあまりの〝かわいらしさ〟にてんぱってしまい、ちょうど病室から見えた満開の桜花になぞらえたというのが今のトコロ一番有力な説です。そのように名付けられた彼というのは、つまりは僕のコトなんですけれども、今では自分の名前をそれほど恥ずかしいとは思っていません。

　話せばちょっと長くなるのですが、

　なぜなら──




　　　　★




「桜くん、はやく乾杯しようよーぅ」

「あ、うんっ、ええっと……」

　僕は慌てて空の紙コップを持ち上げ、オレンジジュースのペットボトルをこっちに向けてくる天使の少女に差し出しました。

「ありがとうドクロちゃんっ」

　我が家に居い候そうろうしている、『未来の世界』からやってきた天使はにっこり微笑ほほえみ、

「好きなところでストップって言ってね？」

　大きな深緑色の瞳ひとみを、抑えきれないわくわくのキラ星を封じ込めたように輝かせ、オレンジジュースで僕のコップを〈とくとく〉と満たし始めます。

「あ、それくらいでいいよ？　サンキュー、ストップ、はいストップ。……ストップ、ストップだってばドクロちゃん！　いい、もういいッ、ストップ！　ノォ！　ストォオップ!!」

　コップすれすれ、表面張力最大に盛り上がるまで注つがれたオレンジジュース。天使の少女がペットボトルを上げ、最後の一滴を垂らすと〈ぷるんっ〉と水面が震ふるえます。

「こ、こボレるぅぅぅ──ッ!?」

「もうっ、はやくストップって言わないからぁー」

「なんども言ったのに……!!」

　その時、ふわりと吹いた春風。ドクロちゃんの暗銀色の髪をくくるリボンが揺れ、見れば彼女の頭上に浮かぶ金のわっかに一枚、薄うす紅くれないの桜の花びらが舞い降りて───

　時は春。

　とある晴れ渡った日曜日の昼下がり。

　ここは、僕の住んでいる街を北と南にまっプタツにする一級河川『グロリアス川』に造られた土手に寄り添う桜並木です。

　川沿いに二キロ程続くこの桜の園は近きん隣りんでも有名で、小さな提ちよう灯ちんが吊つるされた満開の花の下には、色とりどりのビニールシートが敷かれています。町内会のおじさんおばさん、大学生風のお兄さんお姉さん、そして小さい子供と手を繫つなぐ家族連れなど、たくさんの人々で土手沿いはにぎわい、春の宴うたげ 、お祭りのザワメキが展開中です。

「それじゃあ、お花見と──」

　その桜堤、土手の麓ふもと 。

　立派なソメイヨシノの若木を背に、芝しば生ふの上に広げられた六畳ほどのピクニックシートが、我わが草くさ壁かべ家の領域で。

「あとついでに、桜さくらくんのお誕生日に──」

「あぁッ！　待って！　待って！」

　僕は慌ててナミナミ注つがれてしまったオレンジジュースの水面を〈ずびびっ〉とすすりますが、

『かんぱーい！』

　ドクロちゃんがとった乾杯の音頭にあわせ、僕を除いた、両親とザクロちゃんの三人は、天使の少女と紙コップをくっつけあうのです。

「ああああっ！　かんぱーいッ！」

　みんなはもうコップに口をつけてる中、ワンテンポ遅れて一人、「い、イエーイ！」とジュースを持ち上げる僕。

　毎年、草壁桜の誕生日に一番近い日曜日は、こうして桜堤でお花見をするのが我が家の恒例行事です。解わかりますか？　桜と桜をかけているのですよ？　フフフ。

　みんなの目の前には、お母さんが朝早く起きて作ってくれた唐から揚あげや黄色い卵焼き、青菜のおひたしや五目ご飯やのり巻きやブリの塩焼きなどなど、ピクニックを超豪華にしたようなお弁当が重箱入りで並べられています。

「いっただっきまーすっ」

　青いチェックのボタンシャツ、上には白い毛糸のベスト、下はジーンズという少年のような格好のドクロちゃんは、割り箸ばしで『ゴボウとマヨネーズの和あえ物』をつまみ上げ、ぱくり。もぐもぐしながらこっちに向かって「これおいしーっ！」と幸せそうに微笑ほほえみます。

「よかったねドクロちゃん。でもお料理を食べるときは重箱から直接じゃなくて、お行ぎよう儀ぎよく自分のお皿に取ってからにしようね？」

「うんっ、りょーかーい」

　と、天使の少女はそわそわしながら口先ばかりで頷うなずいて、今度はお弁当の中央に〈ひょいっ〉と腕を伸ばします。

「はッ！　そっちはちょっと待って！」

　オレンジジュースを飲み干した僕は、慌てて彼女のお箸を素手で摑つかみます。

　ドクロちゃんが高速でお箸で突き刺そうとしていたのは、お弁当の真ん中に鎮ちん座ざしているデコレーションケーキ。なぜ、お花見の席にケーキがあるのかといえば、

「これはお誕生日ケーキなんだから、先にろうそくの火を消して、ちゃんと切り分けなきゃだめでしょ??」

　そう、我わが家のお花見はただのお花見なんかじゃなくて、僕のお誕生日を祝う席でもあります。そのため、この真っ赤なイチゴと白い生クリームのお誕生日ケーキは、草壁家の花の宴にはかかせないマストアイテムなのです。

「よし、じゃあ桜さくら 。一息で消すんだぞ？」

　花はな木こ漏もれ日びの下、十四本のキャンドルが揺らめくケーキは、お花見の席のおめでたさを、よりいっそう引き立てています。

「まかせて、一息で消すからっ」

　そして胸いっぱいに息を吸い、ろうそくに向かって強く息を吹きかけようとした瞬しゆん間かん、

「は───っ！〈どーん〉」

　天使の少女は、小さな右みぎ拳こぶしを突き出して衝しよう撃げき波はを放ち、〈ひゅぼんッ〉と、十四本のろうそく全すべての火を消し飛ばしました。

『桜くん、お誕生日おめでと──！』

　みんなが〈パチパチ〉と手を叩たたいて僕に微笑みかけてくれます。

「ちょっとまって！　今、不正な手段で火が消えた！　明らかにドクロちゃんの正せい拳けんが放った拳風でろうそくの火が消滅しましたよ？　なにすんのドクロちゃんッ！」

「ボクこの部分がいいなぁっ！」

　お母さんは「はいはい」とナイフでケーキを六等分、紙のお皿にとりわけていきます。

「おいコラ天使、ヒトの話を聞くんだ！　そしてなんでキミが『桜くん　お誕生日おめでとう』のチョコプレートが乗ったケーキを持っていくのか!?　今日は僕のお誕生日でしょ!?　それは僕のモノ──」

「は───っ！〈どーん〉」

　天使の少女は涙目の僕に、右の拳こぶしを突き出して衝しよう撃げき波はを放ちました。

「ぐぁぁッ！　なんで僕にも衝撃波を放つの？　『ごちゃごちゃ言ってると命の蠟ろう燭そくを吹き消すぞ』っていう脅おどしですかい??」

「ち、ちがうもんっ。ほらあの歌を歌うヒトもこう言ってるでしょ？　『お前のものは俺おれのモノ　今夜キミはボクのモノ』って」

「誰だれもそんなコトは言ってない上に、意味がよくわからない！　ほら、いいからケーキを早く返し、ちょ、まぁああ──ッ!!」

　彼女はしかし僕が手を伸ばす寸前、おいしそうにもぐもぐとチョコプレートを食べてしまうのです。

「おーいしーぃ！　えへ、ごちそうさま桜さくらくん」

「僕が毎年、その名前入りチョコを食べるのを、家族が全員旅行にお出かけしちゃった夜と同じくらい楽しみにしているコトも知らずに……。この、ドクロちゃんめェェ……！」

　憤ふん怒ぬの炎を宿した僕の目の前に、しゅわしゅわと炭酸がはじけるサイダーの紙コップ。

「はい、どうぞ桜さん」

「えっ？　あ……」

　差し出してくれたのは、

「ありがとう、ザクロちゃん……」

　僕の怒りは、彼女のたおやかな口調と優やさしい心配りに、しゅうしゅうと鎮ちん火かしていきます。

「どういたしまして」

　黒い革ベルトに覆おおわれていない側、ザクロちゃんの右の瞳ひとみは、まるで春を司つかさどる女神みたいに温かいまなざしで、僕に微笑ほほえみます。

　実はこのザクロちゃん、外見はどうみたって十九歳、背が高くてスタイルのよいお嬢じようさんにしか見えないのですが、実は九歳の女の子で、ドクロちゃんの妹なのです。

　僕は陽光を弾はじくオレンジのラインが入った純白の軍服と、そろいの軍帽に身を包むザクロちゃんから紙コップを受け取ります。

　春の日に温まった身体からだと指に、コップ越しのサイダーの冷たい感触が伝わります。

「おじさまはビールでよろしいですか？」

　ザクロちゃんは缶ビールを持ち上げ、お父さんをうかがいます。

「お、悪いなぁー」

　テレながらも、お父さんは天使にお酌しやくしてもらい、

「そうかぁ、桜ももう十四歳か。はやいもんだな」

　独り言なのか僕へ言っているのか、その中間くらいの口調で目を細め、ビールの泡に口をつけるのです。

「うん、去年までは確か十三歳だったんだけど」

　僕は笑って応こたえました。そういえば毎年、お父さんは同じセリフを言ってるような気がします。親にとって息子の成長する〝一年間〟ってどんなカンジなのかなぁと考えつつ、僕もサイダーを口に含み──




『その時ザンスゥッ！　ミィが買い出しから戻ってきたのはァァッ!!』




　突とつ如じよ、僕の耳元でしゃがれた絶叫。

「ぶは──ッ」

　春うらら、いたって平和な家族団らんの場にイキナリ出現したのは、ひょろひょろの長身、白いモロ肌に細い鎖くさりで編んだようなミニＴシャツに革短パン。頭上のエンゼルリングをミッシリ貫きそそりたつ真ピンクモヒカンを持つ天使（雄おす）、ザンスでした。

「鼻にッ、鼻にサイダーがしゅわしゅわとッ！　ごはッげほ、げほぉっ……」

　一人むせる僕。

「はい、あけみさんに頼たのまれていたお好み焼きと牛串を買ってきたザンスよ!?」

　ザンスは細いサングラスをくいっと指先で押し上げながら、お母さんに袋を渡します。

「おかえりなさいザンスさん。ご苦労様」

　僕はザクロちゃんにハンカチを貸してもらい、鼻から垂れたサイダーをふき取り、ステータス異常から回復します。

「ちょ、ちょっとザンスさんッ！」

「なんザンスか桜さくらくん？」

「なんでアナタがここにいるんですか!?」

「ユゥはナニをイッテルザンスか。ミィは昨日の深夜二時から独りで、お花見の場所取りをしていたというのに！」

「えええええッ、マジですか？　どうりでこんないい場所なわけだ……」

　ザンスはヒールの高いエナメルブーツを脱ぎ捨て、ずかずかとピクニックシートに上がり込み、僕とザクロちゃんの間に割り込むように座ります。ほんと、あんた最低だな！

　しかし、そんなザンスにお母さんは、

「いつもありがとうございますザンスさん。飲み物はなにがいいかしら。ビールで？」

「やめてお母さん！　お願いだからこんな変なのにお酌しやくしないで！」

「こら桜、親友に向かってなんていうコトを言うんだ。親しき仲にも礼れい儀ぎありだぞ？」

「僕はこのモヒカンとは親友なんかじゃないよ!?　イヤだよこんな奇人が友達なんて！」

「桜、見た目だけでヒトを判断してはだめだ」

「そうザンス桜くん」

「黙だまれモヒカン頭！　キサマは中身も見た目どおりの変態でしょ!?　きっと場所取りだってなにかよくない企たくらみがあってのコトだよ！　そもそも僕は家族にこの天使とだけは関かかわって欲しくないのに！」

「あれぇ？　ねえザンス、ボクが頼たのんだたこ焼きは??」

　見れば、わしゃわしゃと買い出し物品を掘り出しているドクロちゃん。

「え？　ミィ、買ってきてないザンスか!?」

「なんで忘れてくるのーっ!?　このモヒカーン！」

〈ぎゅいーんッ〉

「ぎゃあああ！　激げつ高こうしたドクロちゃんが思わず投じた紙のお皿がミィのモヒカンを斜めに削ったザンス！　なんてこった！」

　そしてなおも、紙のお皿は丸ノコのような音を立て、地面に突き立ち土手の中にギュルギュルと潜せん行こうしていくのです。

「ドクロちゃん落ち着いて！　お皿は投げるモノでもモヒカンを断ち切るモノでもありませんよ!?」

　僕はなおも次の紙皿をザンスに投げつけようとしていた天使の少女を、背後から取り押さえました。

「ほらッ、たこ焼きが無くても食べ物はいっぱいあるでしょう!?　とりあえず落ち着こう！」

「ただボクはたこ焼きが食べたいだけなのに、桜さくらくんはなんでそんないじわる言うの？　もしかして……好きな女の子に、ちょっかいだしちゃうタイプだから？」

「ち、違うよ、べつにそういうワケじゃなく！」

「だしてよ──っ!!」

「逆ギレした!?　それよりそんなにしてまで食べたいなら、自分で買いに行けばいいでしょ!?」

「じゃあ桜くんもいっしょに行こ？」

　天使の少女は僕の手をきゅっと握ってきます。

「え、一人で行ってきなよ、子供じゃないんだから」

　イヤイヤをするようにドクロちゃんは首を振り、

「そんなの寂しいもんっ。ねえ行こうよう。だってウサギさんはね、寂しいと死んじゃうんだよ？　大爆発して」

「ウサギさんは寂しくても大爆発はしないよ！　寂しいくらいじゃ死なないし、そもそもドクロちゃんはウサギさんじゃないでしょ!?」

「だったら桜くんが大爆発すればいい！」

「なんで僕が大爆は……わかりましたお供します！　だから『エスカリボルグ』はしまいましょうぞ！」

「やったぁ、じゃあ、くつ──」

　しかたなく、僕は彼女の小さなあしに、靴を履はかせ始めます。やれやれですよ。

「桜さくら 、小こ遣づかいはあるのか？」

　声に顔を上げると、財布を取り出そうとしているお父さん。

「うん、へいき……だけど、サンキューお父さん」

　僕は千円札を一枚、お母さん経由で受け取り、ポッケにしまいました。

「二人とも、気を付けて行ってくるんですよ？」

「はーい、きをつけるー」

　天使の少女は脚をぱたぱたさせてお母さんに答えます。

「こら、動いちゃだめだよドクロちゃんっ」

「いってらっしゃい、桜さん、おねえさま」

　ザクロちゃんはお箸はしをやすめて、僕と姉であるドクロちゃんに微笑ほほえみました。

「あ、はい、行ってきますザクロちゃん。お弁当とケーキ、残しておいてくださいね。特にザンスさんをきちんと見張っててください」

「ミィを個人指名ザンスか!?　ミィは今朝からナニも食べてなくて腹ぺこなんザンスのにッ！」

　そして僕の手をつかむのは、靴をはき終えた天使の少女。

「行こっ、桜くん！」

　僕はつま先で地面を蹴けって脚をつっこみ、スニーカーを瞬しゆん間かん装着。

「うん、じゃあいってきまーすっ」




　──これは満開の桜の下で起こる、少しセツない春の物語。
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　薄うす霞がすみのかかった、春特有の空。

　涼しさの中にほのかな暖かみを含んだ風が、桜の香りをくるんで僕たちを撫なでていきます。

「あっ、見て！　あったよたこ焼きやさん！　はやくはやくぅーっ」

　エモノを見つけた天使の少女は、跳ねるように屋台やお花見客でごったがえした公園の中を走りはじめます。

「あ、待ってドクロちゃん！」

　グロリアス川の桜堤から、細い道路を一本隔へだてて隣りん接せつしている広い公園。

　街と川を隔てる緩かん衝しよう地帯のように存在する、子供のための遊具が並ぶこの広場にも、今はソメイヨシノが咲き乱れ、枝の下は花見客でいっぱいです。

　その人混みの両りよう脇わきを挟んで、道を造るように連なる屋台。桜の香りと勢を競うように流れてくるのは焦こげたソースの匂においと屋台脇に置かれた自家発電のモーター音。

　ドクロちゃんはそれらに引き寄せられるようにずんずん進んで行っちゃいます。

「もー。ぐずぐずしてると置いてっちゃうよッ」

「ちょっと、話を聞いてってば！」

　慌てて追いかけた僕は、天使が目の前のたこ焼きの屋台にたどり着く直前、どうにか手を取り引き留めるコトに成功します。

「もー、なあに桜さくらくん？　早くたこ焼き買おうよぅ」

　彼女はくるっと振り向いて、ヒナンとおねだりをいっしょにした瞳ひとみで、こっちを見つめ返します。僕はすぐそこのたこ焼き屋のおじさんに聞こえないように声を潜ひそめます。

「あのね、ドクロちゃんは知らないかもしれないけど、屋台のたこ焼きがどれも同じだと思っちゃだめさ！」

「なにさ偉そうに！」

　天使の少女は僕を卍まんじ固がためしました。

「ぬぐぁあッ痛タタタァあッ!?　ちょ！　キ、キミってヤツはいつの間にこんな技を!?　僕はただドクロちゃんに美お味いしいたこ焼きを食べてもらいたい一心、あなたによかれと思って発言しただけなのにッ!?」

　公園の各所に設置されてるスピーカーから流れ出てくる節操のない懐なつメロに負けないくらい大きな声で、技にかかった僕は天使の少女に訴えます。ヘルプーヘルプー。

「だって桜くん、いつもそういうコト言って、ボクに変なポーズとかさせるんだもんっ。もう騙だまされないんだから」

「ええッ？　それなんのハナシ!?　させたコトないよね？　変なポーズなんか!!　というか今の僕のポージングはどうですか？」

　僕は卍まんじのまま、必死に説得を試みます。

「ほら僕、毎年ここに来てるでしょ？　小学校の頃ころにお友達になったんだよ、屋台のおじさんと。それから毎年、たこ焼きはそこで買うって決めてるんだよ。あまりの美お味いしさに一口食べて、口から金色の光を逆噴射しつつ『うまいぞー』って叫んでもしらないから！」

「ん～そこまでいうなら、しかたないなぁ～」

　天使の少女は、ようやく卍固めを解除します。僕はキシム骨に走る鈍痛に吐き気をもよおしながらも、記き憶おくの糸をたぐりよせ、

「えぇっとぉ……」

　お目当てのたこ焼き屋を探します。この公園内にある遊具の一つ、『トンネル山』の前、つまり今僕とドクロちゃんがいる周辺に毎年店を出しているハズなのですが……。

　並ぶ屋台を記憶と照合しながら、僕は人波をかきわけ歩きます。すれ違うヒトの中には、最近はやりの着物姿の若い女性や袴はかま姿 すがたのお兄さんもいたりして、なんだかひと昔前の時代にやって来た気分になります。

　けれど、しばらく辺りを探しても目当てのたこ焼き屋は見つかりません。

「おかしいな……。あそうだ、ねえドクロちゃん？」

　僕はなんでも見つかる気がする『 天使 エンジエル・アイ』を使ってもらうため、彼女に振り返ります。しかし、

「あれっ？」

　すぐ後を尾ついて来ているとばかり思っていた天使の少女の姿は、そこにはありません。

「しまった……！」

　迂う闊かつでした。『未来の世界』からやってきた天使ドクロちゃんにとって、たくさんの屋台が並ぶこのエリアは、僕にとっての静しず希きちゃんの私室ぐらい好奇心を刺激してヤマナイ場所に違いありません。僕のような強い意志を持っていなければ、ふらふらと勝手にカラダが動いてしまうに決まっています。

「ドクロちゃん、どこにいったのー？」

　僕はあの、とてもよく目立つ金のわっかが、どこかに浮かんでやしないかと必死に辺りを捜索開始です。

　周囲はたくさんの屋台です。早く彼女を捕らえなければ『金魚すくいの紙を全すべて木工ボンドで補強』『お面屋さんに鉄仮面をかぶせる』『カラダを包んでいるのは、わたあめオンリー（僕が）』など、泣いたって絶対許してもらえない惨さん事じが起こることは火を見るよりも明らかです。

　が、しかし、必死の捜査をあざ笑うかのように、どこにも天使のわっかは見あたりません。

　僕は公園の端、ちょうど屋台で形作られたＴ字路で立ち止まります。いったん落ち着け、冷静になるんだ草くさ壁かべ桜さくら 。

　僕は自分に言い聞かせます。無くしたモノが見つからない。そう、こういう時こそマップダウジングです。そして僕が公園案内図を見ながらＬ字型ロッドを取り出そうとしたその時、

　くいくいっと──

「ん？」

　引っ張られる袖そで。僕は「はっ」と振り返り、

「もう、ドクロちゃん？　どこに行って──」

　誰だれもいない。と、思ったのは一いつ瞬しゆんでした。

「え……？」
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　視線を降ろせば、そこには着物姿の小さな女の子がいたのです。

　白地に紅と薄うす桃ももの花びらを散らした着物に黒の帯。アーモンド型をした彼女の大きな瞳ひとみと目が合った瞬間、肩に届くくらいの黒絹のような髪が優やさしく吹く風になびきます。小学校に入り立てくらいの、とてもおとなしそうな女の子です。

「な、なにかな？」

　着物の女の子は、不安そうに瞳を揺らし、小さな唇くちびるを震ふるわせます。

「……さがしてるの」

「え、ええと──」

　僕はひとりぼっちの子猫のような女の子の声に、思わずしゃがみ込み、

「ひょっとして、お父さんとお母さんと、はぐれちゃった？　迷子になっちゃったのかな？」

　少女は不思議そうに僕の目を見て、それからこくりと頷うなずきます。

「そ、そっか、う──ん……」

　困りました。この女の子をひとりで放っておくわけにはいきません。ですが今はドクロちゃんもどっかに行っちゃっているのです。こう迷子ばっかりでは──

「あ……」

　思い出します。そういえば僕も一度、小さい頃ころにお花見で迷ってしまったコトがあったのです。

　あの時、僕はどうなったか？

「迷子センター！」

　そう、迷子センターに連れて行ってもらったのです（泣いていた僕をあやしてくれたお巡まわりさん風に言うと、『警備本部』というコトになるのですが）。そこに行けば、お花見警備のために桜堤全体に設置されているスピーカーで、迷子の放送をしてくれるのです。

「ん……？」

　気が付けば僕の服をきゅっとつかみ、身を寄せるように抱きついてくる着物の女の子。

「さ、寂しいの？　ようし、じゃあ一いつ緒しよに迷子センターに行こうか。そこでお父さんとお母さんを見つけてもらおう」

　僕はそっと少女を勇気づけ、

「そうだ、お名前は──」

「桜さくらくんみぃっけ！」

　セリフをサエギる、くりくりシャウト。

「あ、ドクロちゃんっ！」

　立ち上がった僕は、手になにかを持ってこっちへ走ってくる天使の少女を見つけるのです。

「まったくもう、どこに行ってたの？」

「あのねあっちの屋台にね、魔ま法ほうのステッキが売ってたのーっ！　見て見て!?　ぴかぴか光るんだよ？」

「ヒトの話を聞きなさい！　それよりちょっといい？　実はこの女の子なんだけど──」

「はっ!?　桜くんッッ!?」

　天使の少女の腕がうなりを上げ、〈ぱきゅん！〉という音を立てた瞬しゆん間かん、僕の頭は弾はじけ散りました。

　僕は、どさり。

「へいき!?　このお兄さんにナニか変なコトされなかった!?　もうだいじょうぶだから!!　怖かったね……」

　ドクロちゃんは『エスカリボルグ』から手を離し、着物の少女をぎゅっと抱きしめ息をつき、僕に振り返ると、

「危機一髪だったね桜さくらくんっ！　きゃっ！　桜くんに頭がないっ!?」

　慌てて、ご遺体に向かって不思議な不思議な魔ま法ほうのイトナミ。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「……あれ？　桜くんがぴくりともしない」

　おやおやドクロちゃん？　それは『エスカリボルグ』ではなくて、さっき買った市販の魔法のステッキですよ？

「あ、いっけなーい！」

　天使の少女は「てへっ」とはにかみ、ぴかぴか光る魔法のステッキと、ぴるぴる輝く魔法の鋼鉄バット『エスカリボルグ』を二刀流。再びその場で振り回せば、バットに生えてる乱らん杭ぐい歯ばのような棘とげから光子が放たれ、さっきまで頭だった物体に向かって収束していきます。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　すると唐突に胴体の首の断面から〈ぽこん〉と頭部が生えました。

「桜くんだいじょうぶ？」

　それから僕の見ている目の前で、地面に広がっていた肉にく塊かいがたちまち〈ぼろ……ッ〉と栄養豊富な土に還かえりました。やがてそこを土ど壌じようとし、小さな命たちがぽこぽこと芽吹きはじめます。

　生命の終わりは、同時にはじまりでもあるのです。

「ど……どうしてドクロちゃんは地球にはこんなに優やさしいのに、僕にはこれほど厳しく接するの!?」

　大自然の神秘が醸かもし出す光景に、僕は熱くなってしまった目頭を押さえました。

「だ、だって、桜くんが幼い女の子に、オトナになるタメの知識や経験を与えようと──」

「してないよッ!!　なんだよオトナになるための知識や経験って！　誤解を招くような発言は控えてください！」

　見れば着物の少女は、僕が弾はじけたり大地に還ったり元に戻ったりする情景にびっくりしてしりもちをつき、瞳ひとみを見開いています。

「いい？　ドクロちゃん。この子は両親とはぐれちゃったみたいで、迷子になっていたトコロを僕に助けを求めに来たんだよ？」

「なんでよりによって桜くんに？」

「それはきっと頼たよりがいのあるお兄さんに見えたからに決まってるでしょッ!?」

　僕はすっと少女の前にしゃがみ込み、

「あ……ご、ごめんね？　別にケンカしてるわけじゃなくて、ドクロちゃんと僕はいつもこうやって遊んでるんだよ？　ほら立ってみようか。あー、せっかくの綺き麗れいな着物に埃ほこりがついちゃったね。だいじょうぶ？」

　優やさしく立ち上がらせてから、そっと着物を払ってあげます。

「そうやって、幼い子の感触を！」

「なに言ってるの!?　ちがうったら！」

　僕とドクロちゃんのやりとりに、女の子はそこで初めて緊きん張ちようがとけたように、くすっと微笑ほほえんでくれます。先ほどの血ち飛沫しぶきや脳片などが周囲を染めた情景は、どうやら彼女のトラウマにならずに済みそうです。僕はホッと一安心。

　そして背後から、

「おお、坊ぼう主ずじゃねえか」

　ふいに耳に届いたバリトンヴォイス。

「え……？」

　ダークで重低音なその声に、僕は聞き覚えがありました。

　振り返ればそこにいたのは、角刈り頭にいつものしかめっ面つら。日に焼け、瘦やせているけど筋肉質な身体からだを藍あい色いろの着流しで包み、右のコメカミから頰ほおにむかって縦一直線にキズ跡を持つ壮年の男性でした。

「おやっさん！」

「なにやってんだ坊主。こんなトコロで」

　男性は、かちんとジッポーで煙草タバコに火をつけ、渋い顔で煙を吐き出します。

「さ、桜さくらくん、このヒトは、なぁに？」

　ドクロちゃんは突然、怯おびえた仔こ鹿じかのように僕の背後へ後ずさりしていきます。僕はびっくりします。こんな天使の少女を初めて見ました。今の彼女なら、僕は色々許せる。

「大だい丈じよう夫ぶ、怯えなくて平気だよドクロちゃん。紹介するね？　このヒトがさっき言ってた、たこ焼き屋のおやっさん」

「なんだい、お嬢じようちゃんは坊主の彼女サンかい？」

　天使の少女は、真っ青な顔でコクコク頷うなずきます。

「ちょ、ちょっとドクロちゃんッ!?」

　彼女の仕草に心臓はドクンと超加速。僕は背後の天使に振り向き、

「なんで頷いてるのッ!?　僕たちはそんな──」

「だって逆らったら、こ、殺され……ッ！」

「ないから!!　それはないから安心してドクロちゃん！　おやっさんは外見は非合法だけど本当はすっごく優やさしいヒトなんだよ!?　だめだよヒトを外見で判断してそういうコト言ったら」

　僕は怯おびえる天使をなだめ、たしなめ、おやっさんをにこやかに見上げます。

「僕たち今からおやっさんの屋台に行こうと思っていたんですよ」

　片腕を着流しの中に引っ込めていたおやっさんは、目を細め、軽く頷うなずいています。

「あれ、そういえばいいんですか？　こんなトコロにいて、お店の方は……」

「あぁそれがな、いいバイトが入ったんだ。来るんだったら案内するが？」

　おやっさんは〈すぱーっ〉と、タバコの煙を吐き出し片かた眉まゆをあげます。

「はい！　あ、でも……」

　当初の目的はもちろん、このおやっさんのたこ焼きです。しかし、今は僕の背後でドクロちゃんとサンドイッチになっている着物の女の子を、迷子センターに連れて行かなくてはいけないのです。そうだ！

「ねえ、お腹なか、空すいてない？」

「え……？」

　着物の少女が不意の問いかけに顔を上げます。

　僕はわたあめ屋のお爺じいさんに挨あい拶さつしているおやっさんをちらりと見て、続けます。

「きっとお腹がいっぱいになれば、お父さんとお母さんを見つける元気もでると思うよ？　あのおやっさんのたこ焼き、すっごくおいしいんだ」

　女の子は目をぱちくり。それから唇くちびるの端にちょっとだけ笑みを乗せ「うんっ」と頷きます。

「じゃあ、おやっさん」

「よし、いこうか。すぐそこだ」

　着流しの裾すそで〈ぱんっ〉と空気を叩たたくおやっさん。僕たちは歩き出すおやっさんの後ろ姿に尾ついて行こうと──

「まて……ッ！」

　その時響ひびく、おやっさんの低音ヴォイス。一斉に〈びくりッ！〉と、立ちすくみます。

「な、なんですか!?　おやっさん」

「俺おれの後ろに立つんじゃねぇ」

「あ、すいません。忘れてました！」

　僕たちはおやっさんの横に並んで、人混みを十五メートルほど進みます。

「……そこだ」

　おやっさんがまっすぐ指をさす先に、トンネル山（の、いつもとは反対側の斜面）を背にした屋台がありました。のれんには『おやっさんたこ焼き　一ヶ五〇〇円』と白地の布に赤い文字。毎年変わらぬ店構えです。

「いらっしゃいですぅっ！」

　そして、鉄板の奥から僕らを出迎えてくれたのは、

「あ、あああッ！」

　羊の角にねじりはちまき、金色の瞳ひとみの下に黒紫のクマを作った天使。エプロン姿の、

「サバトちゃん!?」

「さ、桜さくらくんですぅっ!?」

「知り合い……か？」

　おやっさんは店の奥にまわりこみ、蛸たこが凧たこ揚あげしているプリントが施ほどこされたエプロンを身に着け、サバトちゃんに尋ねます。

「はい親方！　サバトは桜くんとドクロちゃんと、良いお友達なんですぅっ」

「な、なに、やってんのサバトちゃん？」

　僕はのれんをくぐり、さらにカウンターに近づいて、すっかり売り子に馴な染じんでいる、クリーム色の髪を揺らす天使の娘をうかがいます。

　彼女は目の下のクマをこすり、「ええとですね」と照れくさそうに説明します。

「今朝、サバトがお腹なか空すかして公園で倒れていたら、なんと目の前にこの屋台が突然現れて、親方がたこ焼きをくれたんですぅ！　だから、サバトは今日一日、恩返しとしてここで働かせてもらってるんですよぅ」

「おめえさんは、なかなかスジがいい」

　おやっさんはジッポーで〈かちん、しゅぼっ〉と火をつけた煙草タバコの煙をすぱーっと吐き出します。するとそこに、

「おやっさん！　大変っす!!」

　突然現れたのは、ガタイのいい坊ぼう主ず頭あたまのあんちゃんでした。

「どうしたサブ、血相変えて」

　サブと呼ばれたお兄さんは、とても急いでいるみたいで、おやっさんに素早くナニかを耳打ちし始めます。

「なんだと……。わかった、今仕し度たくする」

　サブさんの話が終わると、おやっさんはぎらんと眼光も鋭く、自分の両手をじっと見つめ、それから顔に刻まれた傷を、触ります。

「どうしたんですか、おやっさん」

「なぁに、お前さんたちには関係ねえコトだ。すまねえがちょっと野や暮ぼ用ようができた。サバト嬢じよう、店番をよろしくな」

「いってらっしゃいですぅ親方ぁっ！」

　おやっさんは、屋台の奥の神棚に飾ってあった紫色の風ふ呂ろ敷しきに包まれた細長いモノをひとつかみして、サブさんと一いつ緒しよにあっという間に人混みを縫ぬい、いずこかへと行ってしまいました。

　いったい、どこでなにがあったのでしょう。

「あれっ？」

　去りゆくおやっさんの背中に向かって火打ち石をカチカチと叩たたいていたサバトちゃんが、高い声を出してこっちを見ます。

「桜さくらくん、なんですかぁ？　その女の子は……」

　彼女が金色の瞳ひとみを向けているのは、僕のズボンを片手で握ってコチラを見上げている着物の少女です。

「あ、この子はさっき──」

「はぁッ！　まさか桜くんっ!!」

　サバトちゃんは僕の説明を待たず、いきなり制服の腰にぶら下げていた超電磁スタンロッド『ドゥリンダルテ』を抜き放ちます。

「え、なに!?　なんですかサバトちゃん!?」

「ひょっとして、つ、ついに不老不死のロリコン薬を研究しはじめるつもりですかぁっ!?　そんなの許さないんですぅッ！　サバトは、サバトは信じていたのにぃッ!!」

　天使の表情を紫電で照らす超電磁スタンロッドが〈かしかしかしんッ！〉と、突とつ如じよの多段延長。同時に〈ぎゅん！〉とコチラに突き出されます。

〈ずぱんッ！　ずぱぱぱぱぱぱぁッ!!〉

「ぬぅおわッ!?　なんでみんなで僕の善意を誤解するの!?　ちがうよ！　こ、この女の子は迷子で、これから一いつ緒しよに迷子センターに行くトコロなんだよッ！　ね、そうだよねドクロちゃんっ！」

　僕は食らったら心臓発作必至の一いち撃げきを紙かみ一ひと重えで避さけつつ、ドクロちゃんに同意を求めます。

「うんっ。それに、桜くんのストライクゾーンからすると、ちょっとだけ小さすぎちゃうの」

　サバトちゃんは動きを止め、

「ああっ、ほ、本当ですぅっ！　確かに十二歳には見えないですぅ。はぅ、ごめんなさいぃ。サバトのうっかり早とちりですぅぅっ」

〈かしかしんっ〉と、スタンロッドを元に戻し、サバトちゃんは「ふぅ……っ」と、安あん堵どのため息。

「そんな理由で納なつ得とくしないで!?　それもぜんぜん違うのに！　というか、僕はロリコンじゃ無いってなん度言えば解わかるんだろうこの二人は……。あ、ほ、本当に違うんだからねっ??」

　念のために迷子の女の子に弁明しますが、当の着物の少女は不思議そうにこっちを見つめるばかり。サバトちゃんはといえば、僕の言葉には耳を貸すコト無く、

「そうですかぁ、迷子なんですかぁ。ひとりぼっちになっちゃったのに泣かないなんて偉いですぅ。ところで、お名前はなんて言うんですぅ？」

　着物の少女に尋ねるのです。

「あ、そうだ、すっかり忘れてた」

　彼女はきょとんと瞬またたき、それから気が付いたように、教えてくれます。

「……ハル」

「そう、ハルちゃんていうんだ。いい名前だねっ」

「今、戻った……」

　そこに帰ってきたのは、

「お、おやっさん、どうしたんですか!?　ち、血まみれじゃないですか!!」

　ダラダラと頭から真っ赤な液体を流し続けるおやっさん。ドクロちゃんはびくりと驚おどろき、震ふるえながら僕の陰に隠れます。

「俺おれのコトは気にするな……」

　ぜえぜえと息を乱したおやっさんは、くわえていた煙草タバコを雪せつ駄たでもみ消し、今日だけバイトに雇った天使に語りかけるのです。

「サバト嬢じよう 、そろそろお前さんも独り立ちの時期かもしれねえ。ひとつ、この坊ぼう主ずにたこ焼きを焼いてみねえか？」

「親方!?　い、いいんですかぁ！　サバトが焼いても！」

「ああ、お前さんには俺の全すべてを教えた。見ていてやる。やってみろ、できるハズだ……！」

　おやっさんは止血とばかりに手ぬぐいでぎゅっと頭を縛しばりつけます。

「は、はいですぅ！」

　彼女もハリキって腕まくり、溶いた小麦粉を入れた小さいジョーロのようなものを縦じゆう横おう無む尽じんにふるい、たこ焼きを返す千せん枚まい通どおしを構え、穴ぼこがいっぱいあいた鉄板を前に「とりゃぁですぅっ！」と、たこ焼きを作り始めました。

「はぅ、あ、あ……あああ──っ！　な、なかなか、うまく……いかないですぅっ！　えいっ！　えいっ！　ぅぅう……こ、これどうやったら、丸くなるんですかぁ??　ぜんぜん丸くならないですぅっ。で、でも、しっぱいなんかじゃ、ないですよぅ？　だって親方直伝なんですぅ。と、とってもおいしいんですよぅ!?　……はい！　できあがりですぅっ」

　意気揚々とサバトちゃんが容器によそったのは、小麦粉とたこのぶつ切りと青ネギとコゲコゲがぐしゃぐしゃに混ざり合った物体。

　彼女はその物質にソースを塗り、マヨネーズをしぼり、鰹かつお節ぶしをかけてコチラに差し出して来ました。

「おやっさんの作ったのはコレですか？」

　僕は、作り置きして積んであるたこ焼きを指さしました。

「そうだ」

「じゃあそれを二つ」

「ちょっとまってください桜さくらくん！　サバトがいっしょうけんめいに作ったたこ焼きはいらないんですか??　これも食べてくれなきゃいやですぅッ!!」

「ね、ねえ桜くん？」

「なに？　ドクロちゃん」

　サバトちゃんの必死の叫びを聞き流しつつ、ポッケから千円をだそうとする僕に、天使の少女は怯おびえた声で問いかけます。

「代金は……いつものスイス銀行口座に振り込んでおけばいいの……？」

「いや、普通に手渡しでいいんだけど……」

「まいどあり」

　僕はおやっさんから、袋に入れてもらったたこ焼きを二つ受け取ります。

「じゃあまた来年ね、おやっさん」

「おう坊ぼう主ず、待ってるからな」

「まってください！　サバトのこれはどうするんですかぁ？　……え？　親方？　親方が食べてくれるんですかっ？　サバトうれしいですぅ！　えへへ、お味はどうですかぁ？　おいしぃですかぁ？　親か──は、はぁうッ！　親方！　倒れちゃいやです！　お気を確かに！　なんで口からぶくぶくと泡を吹いているんですかぁ？　え？　なんですぅ？　『お前さんは、こんなロクでもねぇ俺おれの許もとへ舞い降りた、唯ゆい一いつの天使なのかもしれねぇな』？　な、なにを言ってるんですぅ！　弱気になったらダメですよぅ！　だれか、だれか早く来てくださいぃ……！」
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　土手の上に駆け上がった天使の少女は、くるっとふり返り登っている最中の僕とハルちゃんを見下ろすように、桜堤を見渡します。

「わあーっ、すっご～～いっ！」

「ドクロちゃんは、なんで急な坂道も、平地みたいに、走り抜けられるのかな……」

　僕は息を切らしつつ、着物の少女、ハルちゃんの手を引いて、ようやく天使に追いつきます。

　土手の上にあるアスファルトの道に立てば、胸の中がすっと抜けるように一気に広がる空の青、そして見ているだけで口の中がほのかに甘くなりそうな桜のピンクな河川敷。

「うわぁ……」

　それは毎年のコトなのに、今年も僕は目の前に広がる絶景に唸うなってしまいます。

　さすがは『埼玉の桜堤　百選』の一つに数えられるだけのコトはあります。

　堤にそってゆるく蛇だ行こうして咲き誇ほこる、桜おう花かの連なり。

　その桜の枝振りは、この土手とほぼ同じ高さにあり、津波のように目の前に迫って来ていて、下から見上げるのとはまた違った迫力で僕たちを魅み了りようしてきます。

「ね、ここでたこ焼き食べちゃおうよっ！」

　盛大な桜を前に、天使の少女がはしゃぎます。

「うーん、そうだね、冷めちゃったらもったいないし」

　僕は思案し、着物の少女に微笑ほほえみます。

「じゃあ座れる場所を探すから、もうちょっと待ってね？」

「うん……」

　ハルちゃんはこくりと頷うなずきますが、彼女の大きな黒い瞳ひとみはこの景色を目の前にしても、なんだか寂しそうな色を浮かべています。……無理もありません。彼女は今、両親とはぐれてひとりぼっちなのです。たこ焼き食べて元気をつけたら、早く迷子センターに連れて行かなくては。

「もうっ、そうやってすぐにハルちゃんに親切にして、それでモーションかけてるつもり!?」

「そ、そんなつもりないよ！　さっきからキミ、邪推のしすぎだよ!?」

　僕と天使の少女は両側からハルちゃんの手をつなぎ、土手の上から辺りをきょろきょろ、どこかにたこ焼きを食べるのにいい場所がないか探します。

「ねぇねぇ、桜さくらくん」

「え、なに？」

　天使の少女は、なぜか照れくさそうに僕に笑みをこぼし、

「あのさ、こうして三人で歩いてると、親子だって、思われないかな？」

「思われないと、おもうよ？」

　僕がためらいながらも、しかしきっぱりとそう天使の少女に心情を吐と露ろし、視線を道路の前方に移した時でした。

「あ、（僕）」

「あっ（田た辺なべさん）」

「あ……（南みなみさん）」

「あれっ？（ドクロちゃん）」

　鉢合わせした二人の女の子。

　彼女達たちが着ているのは、聖ゲルニカ学園のワインレッドの制服。そこにいたのは二年Ａ組の同級生、田辺さんと南さんなのです。ふと見れば、二人の手には黒くて長い楽器のケース。所属している吹奏楽部の練習帰りなのでしょうか。

「こんにちはドクロちゃん。今日はお花見？」

　田辺さんは、天使の少女に微笑ほほえみます。

「うん！　今日は桜くんのお父さんとお母さんと、あとザクロちゃんといっしょにお花見なの」

　彼女は元気に答えます。その天使のセリフに田辺さんは、

「いいなあ。私、中学生になってから、きちんとお花見なんかしてないよ。羨うらやましいなー」

　周囲の見物客を見回します。

「じゃあドクロちゃん。また明日、学校で。お花見楽しんでね？」

　南みなみさんに手を振るドクロちゃん。彼女達たちは目の前を通り過ぎて行くのです。

「あ、あれ？　僕はスルーなの……？」
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　僕の声に立ち止まった田た辺なべさんは首を傾け、

「だって……」

　南さんと頷うなずきあい、振り返って言います。

「私たち、十二歳じゃないし……」

「え!?　ちょっとまって！　年齢って関係なくない!?　僕は十四歳にだって全然話しかけるよ！　なぜなら田辺さんも南さんも同じクラスの仲間だから！」

「あ、そうか。うん、そうよね。ごめんなさい。ええと、『いい天気ね、桜も満開で』……世間話ってこんなかんじ？」

「田辺さんって、ホントやさしいよね……」




　　　　★




「桜さくらくん、あそこあそこーっ」

　天使の少女が指さしたのは、桜並木とは反対側にある河川敷グラウンド。見れば、ベンチの一つを占領していたカップルが立ち上がり、どこかへ移動しようとしているのです。

「これで座ってたべられるね」

　田た辺なべさんと南みなみさんが去った後、たこ焼きを食べる場所もなかなかみつからず、ちょっぴり散散な気分のままだった僕のココロが、ドクロちゃんのそのヒトコトでようやく晴れ渡ります。

「あ、じゃあ、下に降りてたこ焼き食べよっか」

「うん！」

　僕は土手の上からグラウンドに降りる階段を見つけ、

「ハルちゃん。行くよーっ？」

　着物の少女の手を取ります。

　けれど、見れば彼女は、もっと下流の方を見つめたままで、

「あれ、ハルちゃん？」

「こっち……」

　僕と天使の少女の手をひっぱり始めるのです。

「え、どうしたの？」

　僕たちはハルちゃんに手を引かれ、戸惑いながらもアスファルトの上をさらに下流へと進みます。それから土手の上から脇わき道みちのように続く緩ゆるい斜面を下り、迷子の女の子につれられてやって来た場所は、

「ここは……」

　土手ほど高くはなっていないけれど、塚のように盛り上がった小高い場所。頂にあるのは桜の老木、一本の太いソメイヨシノでした。

　しかし、他ほかの木と違う点が、一カ所。

「花が咲いてないね……」

　ドクロちゃんの言うとおり、まるで枯れてしまったように、桜の大樹は枝にまったく花を付けていないのです。特有の節くれだった黒茶色の表皮と幹。それが大きくて太いぶん、余計に欠落感が目立ちます。

　そのせいでしょうか。桜塚の周辺にはお花見客がいなくて、いつもの静かな河川敷の雰ふん囲い気きを保っています。

「ねえハルちゃん、花が咲いてる木なら向こうにいっぱいあるよ？」

　僕はハルちゃんに問いかけますが、ドクロちゃんから手を離した彼女は、なおもてくてくと老樹に近寄って、丸裸の幹を見上げています。

「あ、ここ座れるよ？　桜さくらくん、はーやーくたべようよう～」

　ドクロちゃんは樹きの根本に腰をかけ、魔ま法ほうのステッキを膝ひざに置き、たこ焼きを袋から出します。

「うん。まあここでもいっか。ハルちゃんもいっしょに食べよう？　ここなら落ち着けそうだし」

　桜の老樹の下、手招きしたハルちゃんをドクロちゃんの隣となりに座らせて、着物の少女を挟むようにして、僕は隣に座ります。

　それからハルちゃんに爪つま楊よう枝じを渡して、パックを開けて、たこ焼きをオススメするのです。

「さあ、お好きなのをどうぞ？」

　彼女はちょっとためらってから頷うなずき、はじっこのたこ焼きに楊枝をさして、大きく口を開いて〈ぱくり〉とたべました。

「おいしい？」

　ハルちゃんはもぐもぐごくんとたこ焼きを飲み込みます。

「おいしい」

「そうでしょ？　あのおやっさんのたこ焼きは埼玉イチ美お味いしいんだから」

　僕もたこ焼きをほおばります。一つ一つが大粒で、中がとろっとしていて、たこが熱々でぷりぷりしていて、そこにソースとマヨネーズが混ざり合い、至福が口の中に広がります。

「ねえねえ桜さくらくん！　ボクにも！　ボクにも『おいしい？』って聞いて??」

　一パックを一人で食べる天使の少女に、しかたなく僕は尋ねます。

「ドクロちゃん、たこ焼きおいしい？」

　彼女は、口の中のモノをたどたどしく、〈こくん〉と飲み込み、

「うん……すっごく、おいしい……」

「な……なんで、キミはそんな潤うるんだ瞳ひとみで僕をじっと見つめて言うのかな……」

　僕はわけもわからず動揺し、後ずさると、

「あれ？」

　とっさについた手の先に違い和わ感かんのようなモノを感じます。

「なんだろう……」

　手を上げてみれば、そこにはひっくり返った笹ささ舟ぶねみたいな流線型の石がありました。大きさは広こう辞じ苑えん二つ分くらい。僕がぎりぎり両手で持ち上げられるんじゃないかという感じです。地面に少しだけ埋まっているその石は、自然のモノとしては変わった形をしていました。するりと僕の中に潜もぐり込んでくる好奇心。

「この石って……」

　たこ焼きパックをハルちゃんに渡して、

「桜くん、なぁに？　それ」

「うん、これってたぶん──」

　石にくっついていた落ち葉を払い、表面の黒い土を指でぬぐいます。しつこくこびりついていたコケを取り除くと、そこに現れるのは縦の文字列。

　僕は桜の老樹を見上げます。

「──たぶん、この桜の樹きに関係する石せき碑ひじゃないかな」

　僕はそこに彫り込まれた文字をもっとよく見ようと、石を「よいしょ」と桜の根本に起こしてみます。

　思った通りです。立ててみて改めてわかりました。これはきっと、きちんといわれのある石で──




「ありがとう。さくらくん、ドクロちゃん……」




　頰ほおに春風が当たり、背後からハルちゃんの声。

「え？」

　振り返れば花柄の着物に黒い帯の少女が立ち上がり、こちらを見ています。

「やっぱり、桜さくらくんは見つけてくれた……」

　ハルちゃんはつぶやき、嬉うれしそうに微笑ほほえんでいます。

「これで、やっと……」

「どうしたの？　ハルちゃ──」

〈ざぁぁぁああッ!!〉

　それは突然の風でした。桜の老樹はざわざわと揺らぎ、砂すな埃ぼこりが下から上へ舞い上がるように吹き渡ったのです。

「わっ！」

　僕とドクロちゃんは、足下をすくわれるような、季節外れの春一番に思わず目を閉じます。

「……うわぁ、すごかったね今のかぜ」

　吹き始めと同様、風は唐突にやみました。

　天使の少女の声に、僕は目を開け、

「うん、ビックリした……。あれ、ハルちゃん？」

　先ほどまで一いつ緒しよにいた幼い少女の姿を捜しますが、

「……ハルちゃん？」

　ハルちゃんが、さっきまで立っていた場所に、いないのです。

　天使の少女もそれに気がつき、辺りをきょろきょろ。

「あ、わぁああ……っ！」

　そしてドクロちゃんの感嘆の声に、僕も見上げて、発見するのです。

「うそ……」

　さっきまで、枝になにもつけていなかった老樹に今、

　満開の桜の華が揺れているのを。
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「ただいまぁっ！　あのねあのね！　ハルちゃんがねっ！　ぶわぁって、桜の花がねっ！」

「そうなんだよ、お父さんちょっと聞いて！」

　あれから二人で、桜塚の周囲をクマナク捜したのですが、ハルちゃんはとうとう見つかりませんでした。僕とドクロちゃんはしかたなく、お父さんとお母さんに相談するためにみんなのいるお花見の場所まで戻って来ました。

　昼も半ばを過ぎ、土手の斜面を背にしたこの場所は、だいぶ太陽の日差しで暖められています。僕は散らかったピクニックシートの上にあがるのもモドカシク、慌てる天使の少女がデタラメな順番で始めてしまった一連のデキゴトの説明を、お父さんに一つ一つ翻ほん訳やくしていこうと、

「あのね、ハルちゃんていう迷子の女の子が──」

　紡つむぎ始めたコトバが、そこで急停止。

「え……？」

　なぜなら、草くさ壁かべ家のピクニックシートに座る、さっきまではいなかったハズの二人の人物に気が付いたから。

　そして、こちらと目があった彼女たちは、コトも無げに、

「……さっき、桜さくらくんの家族がお花見してるって聞いたから（南みなみさん）」

「探したの（田た辺なべさん）」

　僕の「ホワイ？」を解消してくれました。

「田辺さん？　南さん!?　さっきはあんなに僕によそよそしかったのに、なんで僕の家族とはポジティブにうちとけようとしてるの!?」

　そのコトバに、南さんはオレンジジュースのコップを口から離しつつ、僕のお父さんを見ます。僕は靴も脱がずに突っ立ったまま、つられるようにお父さんに視線を移します。

「いや、挨あい拶さつだけで、というお二人を引き留めたのはお父さんなんだ。桜のお友達だって言うからなー。それに美人だったし……」

　田辺さんは、割り箸ばしで海の苔り巻まきを食べながらコクリと頷うなずいています。

「なにを頷いているの!?　ちょっとドクロちゃんもいつの間にか混ざらない！」

　天使の少女はいつの間にかピクニックシートの上で、同級生の女の子二人と仲良くジュースを飲んでいます

「ねえ、遠えん慮りよしないで桜くんもあがったら？　ちょっと狭いけど」

「田辺さんが言うな！　狭いとかって!!」

「それより聞きましたよ桜さくら 」

「え、なにっ？」

　僕はその場でビクリ、お母さんに首を向けます。

「学校での普ふ段だんのあなたのコト。桜ももう、そんな歳としなのね……」

「なんで頰ほおに手を当てて恥ずかしがってるのお母さん！　歳とか関係ないよ！　田た辺なべさんと南みなみさんからどんな話を聞いたのか知らないけど、だめだよ、そこの二人からの情報は間違ってる！」

　なんだか悪夢のような現実が、このお花見で進行中!?

「だいたい僕は、聖ゲルニカ学園では品行方正で──」

「あれ？　それより桜くん。さっき、なにか言いかけてなかった？」

　決死の弁解をさえぎるように放たれた南さんの言葉が、僕のココロにストライク、

「えっ？　あ、そうだった！」

　大切なコトを思い出させてくれました。

　酔ってグースカ寝てしまっているザンスを蹴けり飛ばし、ピクニックシートに乗り込んで、僕は語気を強めます。

「ねえちょっと聞いて!?　さっきそこで──」




　　　　★




　僕は、ハルちゃんと会ってからの一部始終を、みんなに話しました。

　迷子の彼女が、僕を頼たよりがいのあるお兄さんだと思ったコト、そして桜の樹きの下で急にいなくなってしまったコトを。

「桜くんの話には、だいぶ誇こ張ちようがあるみたいだけど……、ハルちゃんって言ったっけ？　どんなカンジの子だったの？」

　そう尋ねてきたのは南さん。

「え、ああ、だから、ほら、さっき土手の上ですれ違った時にさ、いたでしょ？　僕とドクロちゃんと手を繫つないでた女の子。あの子なんだけど──」

「えっ……？」

　僕の説明に、南さんの隣となりにいた田辺さんはイブカシゲな視線を送ってきます。

「あれ、覚えてない？　白地に赤い柄の着物を着てて、黒い帯の、ちょっとお人形さんみたいな女の子」

　しかし、クラスメイトの女子二人はお互いに顔を見合わせ視線を交わし、

「うぅん、私たちがすれ違った時には、桜くんとドクロちゃんの二人だけ、だったけど……？」

　南みなみさんは怪け訝げんそうに僕をうかがうのです。

「ま、まってよ、なんでそんなウソつくの？　いたでしょ？　小さい女の子が……」

「ねえ、もし桜さくらくんがそんな女の子と一いつ緒しよにいたとしたらね」

「う、うん」と、頷うなずく僕に、田た辺なべさんは諭さとすように続けます。

「私たちは、その女の子を保護すると思う」

「ッ!?　……そ、それもそうだ！　二人なら絶対に、『また桜くん、やっぱり！』とか言って僕から引きはがすハズだよ!!　不本意ながらそれは認める！　え、でも待って？　と、いうことは──」

「彼女はあなたの妄もう想そうが作り出した女の子なのよ（田辺さん）」

「ちがうよッ!!　決してあの子は僕の白昼夢なんかじゃないってば！　ねっ！　ドクロちゃんっ!!」

「え、なぁに？」

　五目ご飯を食べていた天使の少女はこっちを振り向きます。

「キミからも二人に言ってやってよ、ハルちゃんのコト。ずっと三人で一緒にいたもんね？　ドクロちゃんも手を繫つないだよね!?」

「うん、わかった。きっと桜くんは見たのよ。その女の子を。ね、ドクロちゃん？（南さん）」

「まって南さん！　南さんがそういうと僕の言ってるコトが全部ウソっぽくなっちゃう！　僕がフォローされてるみたいだよ！」

「こういう時は、桜くんの言うことを否定しちゃだめ（田辺さん）」

「うん（ドクロちゃん）」

「だから違うんだってば！　本当に僕とドクロちゃんは見たんだよ！　ドクロちゃんも『うん』とか、考え無しに同意しない!!　思い出して!?　ハルちゃんとはたこ焼きを一緒に食べたじゃん！　ああ……ッ、なんかみんなが微笑ほほえみながら僕の言葉にいちいち穏おだやかな笑みを浮かべて頷いてる！　主張すればするほど信しん憑ぴよう性せいをなくしてるの？　それはまだ僕が十代だから!?」

「桜、悩み事ならいつだって相談に乗るぞ……？（お父さん）」

「お父さんまで!?　ち、違うのに、本当にハルちゃんはいたのに！　なんなのこれッ!?」

　断じて迷子の少女は僕の脳内幻想ではありません。彼女は実在したのです。

　こうなったらどんな手段を用いても、ハルちゃんの存在を、ドクロちゃんかサバトちゃん、二人の天使どちらかにきちんと証言してもらわなければ……って、ん？　二人の、天使……？

「桜さん」

　孤立無援になろうとしていた僕に、ザクロちゃんは五目ご飯と唐から揚あげを乗せたお皿をそっと差し出し、

「きっと桜さんは、本当にハルちゃんという方を見たのだと、思います」

　春風のように微笑むのです。ああ、今僕はザクロちゃんの胸に泣きながら飛び込みたい。

「でもみんなは信じてくれなくて……」

　その衝しよう動どうをこらえ、お皿を受け取る僕に、彼女は、柔らかな確信を込めた右の瞳ひとみを向けます。

「天使には、『想おもいの姿』、つまり一般的に言われている幽ゆう霊れいのようなモノが見えるコトがあります」

　記き憶おくが蘇よみがえります。

「そ、そういえば、ドクロちゃんは林間学校で変なモノ見てましたし、よく部屋の隅をじっと見つめて、急に飛びかかったりします！」

「はい。ですが、ごくまれに、ニンゲンの方でも、そういうものを感じ取ってしまう場合があるのです。桜さくらさんはおやさしい方ですから、その女の子は、きっとお友達になりたくて、声をかけて来たのではないでしょうか」

「え、いや、そう……なの、かな……」

「うん、桜くんって、ヒトがよさそうだから」

「南みなみさん……」

　僕は、遠回しながらも思いやりが籠こもった南さんの言葉に、土ど壇たん場ばの友情を感じます。

「きっとうまく利用しようとしたのね（田た辺なべさん）」

「だからなんで田辺さんは、僕の両親の前でもそういうコトが言えるの??　裏表が無いのは凄すごいけどそっちの方がむしろ不思議！」

　その時ふと湧わき上がり、一つに繫つながる仮説と空想。

　枯れたように裸だった老樹の下で、消えてしまった迷子の女の子。そして直後に満開になった桜の華──

「もしかして……」

　──ハルちゃんはあの老樹に宿る……

「ああっ！　ボクの魔ま法ほうのステッキ!!」

　解答直前、僕の連想を吹き飛ばす、天使の少女があげた声。

「どこにいっちゃったの??　あのステッキがないと、ボクはもう……！」

　見れば天使の少女は泣きそうな表情、なにかを請こうような視線を僕に向けています。

「え、いやキミはあのステッキが無くとも、特になんにも変わらな、いやッ!!　あれは重要アイテムだよねッ!?　今ドクロちゃんが構えたエスカリボルグくらい大切さ！　あ、ひょっとしてたこ焼き食べた桜の樹きに置きっぱなしにしちゃったんじゃないかな??」

「あぁっ、それだよーっ！」

　天使はいてもたってもいられないとばかりに、膝ひざ立だちで僕にすり寄ってきます。

「しかたない、取りに行ってこよっか」

「うん！」

　僕は脱いだばかりで、まだぬくもりも消えていない靴にもう一度足を入れて履はき直します。

　そして、もう一度あの桜の大樹の元へ行くのなら、そこで僕は、『迷子の女の子』にどういう言葉をかけようか、ドクロちゃんの靴ひもを結びながら、考えます。

「また、来年も来るからね」とか「今度はもっと遊ぼうね」とか。そんなセリフを色々と。




　　　　★




　僕の名前は草くさ壁かべ桜さくら 。

　この『さくら』というすこし可か憐れんで女の子っぽい名前は、モノゴコロついた男の子にとっては、呼ばれるたびに耳をふさいで「あーあーあー」って言いたくなっちゃうくらい恥ずかしいモノだったのです。

　でも、僕はこの名前を、今は少し、気に入っています。

　なぜなら、今の僕には、あの着物の女の子が宿る大樹にまつわる、とっても不思議な思い出があるから──
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[image: 第三話　そうだ!!　京都に修学旅行だよ！　ドクロちゃん！《鈍行編》]
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　揺れる聖ゲルニカ学園の制服。白いスカートをちょこんと押さえ、広がる景色にキラキラと瞳ひとみを輝かせながら、

「ぅーゎぁ──……」

　天使の少女は世にも愛くるしく息をつきました。

「ねえねっ！　桜さくらくんもはやくくるの──っ！」

　それから少女は、鉄棒で遊ぶ子供のように太い木の欄らん干かんから半ば身を乗り出し、こちらを振り返ります。

　足下に敷き詰められた厚い木の板を歩くたびに、〈ことんっことんっ〉という風流な音色。風になびく暗銀色の髪をかき上げる天使の横に並び、僕は目の前に広がった景色に呼吸を止めました。

「うわぁぁ、ほんとに高い……」

　僕たちが待ちに待った『聖ゲルニカ学園☆修学旅行』一日目。

　その一番最初の目的地、

「これが『清水の舞台』か！」

　名所中の名所です。

　昨日の夜、「いよいよ明日は京都にッ！」という興こう奮ふんにタギッてしまった僕の脳は、わくわくし過ぎて眠れ無くって、朝からずっと意識はふらふら、新幹線でも眠気はあるのに目は冴さえっぱなし。正直言って、今までずっと頭はぼやーっとしていたのです。けれど今、舞台の上からこの景色を眺めた瞬しゆん間かん、眠気や疲れは、ぱっとどこかに消えてしまいました。

　ちなみに、本日の観光コースは、京都の街を右下からぐるっと上辺を抜けて左へ半周するように『清水寺』[image: したやじるし]『銀閣寺』[image: したやじるし]『金閣寺』[image: したやじるし]『京都太ふと巻まき映画村』と巡り、夕方にはトドメとばかりに再び中央、京都駅付近に戻り、『新しん京きよう極ごく商店街』で最後の自由時間を楽しむというゲルニカ式の強行軍。僕らの京都の旅は、始まったばかりなのです。

　今いるスタート地点の清水寺は、京都の『東ひがし山やま』という地域の中央にある音おと羽わ山やま中腹に鎮ちん座ざする大建築物。その中の『清水の舞台』は、周囲の大半は山の木々や、建こん立りゆうされた寺社に囲まれています。なので実のトコロ、そこからの眺めはガイドブック通り『絶景』とは、ちょっと言いがたいのですが……。しかしこの場、視界いっぱいに広がるある種の〝存在感〟、そして過去の人々が残した〝スケールの大きさ〟は容易に中学生のココロに感動を刻み、どうしようもなく浮き足立たせるのです。

　さすが、かの『清水の舞台から飛び降りる』で有名な由ゆい緒しよある飛び込み台です。世界のとある地域では、成人の儀ぎ式しきとして高いところから命いのち綱づなをつけて落下するらしいのですが、京都の儀式には命綱がないばかりかその高度も半はん端ぱではないのです。歴史って、ロマンだな。

「あ、ほら、あっちに街がみえるよ！」

　と、頭の上に金色のわっかを浮かべた少女は僕の前を横切り、京都の街並みを指さします。

「ほんとだ。あんなに遠くに見えるんだね……って、ちょッ！　ドクロちゃん!?」

「どうしたの桜さくらくん。もしかして『超ひも理論』がついに解けたの？　た、たいへーん！」

「『超ひも理論』!?　なんだそれ!!　そんなコトよりもっと大変なのは今のキミだよ！　なんでドクロちゃんは柵さくを越えてそっちにいるのッ!?」

　驚きよう愕がくする周囲の一般観光客なんかはおかまいなしなその所行、僕は慌てて彼女に手を伸ばします。そう、さっきまで隣となりにいたハズの天使の少女は、いつの間にか侵入禁止の太い木の欄らん干かんを乗り越え、空中へと突出する階キザハシの上から崖がけの下を眺めているのです。

「だってボク、こわくないもーん」

「こわくないもんとかそう言う問題じゃないでしょ!?　あぶないよ！『清水の舞台』からのダイブは明治五年に京都府がじきじきに禁止令を出してるんだよ!?　そしてスカートの後ろも押さえるんだドクロちゃん！　ねえ聞いてる!?　見えちゃうっていうか、ちょっと見えてる！　だめだよ写真に撮られちゃう──」

「おい待て桜！　早まるな!!」

「え……っ？」

　はっと、宮みや本もとの声で我に返ります。目に飛び込んで来るのは制服姿、後ろから追いついてきた二年Ａ組のクラスメイト達たち。僕は愕然とします。天使のスカートから見え隠れしていたしましま模様のぱんつに誘ゆう導どうされるがままに欄干を越え、一寸先は崖な場所にいた自分の姿に──。

「う、うわぁぁ───ッ！　こわいよ──!?」

　僕はそのあまりの高さに、ヒノキの欄干にしがみつきます。

「桜、おまえは中学なんねん生だ？　なんで、そういうコトをする（担任の山やま崎ざき先生）」「先生、桜くんの大好きな小学生の団体が、この清水の舞台の下の道にいたのではないでしょうか（田た辺なべさん）」「相手が小学生といえども、いや、小学生だからこそ、他校の生徒と問題を起こすな（山崎先生）」

「先生違うんです!!　僕はドクロちゃんが言っても聞かないから連れ戻……って、あれ？　ドクロちゃんがいない!?」

「ねえ桜くん！　そんなトコロにいないで、上にある縁結びのカミサマを見に行こうよ！」

　柵の内側にいるみんなは背後のドクロちゃんを見た後、一人外側にたたずむ僕を再び見つめました。

「本当なのに、本当のコトなのに……ッ!!」

　僕は顔を熱くしながら、欄らん干かんをよじ登ります。もし、こんな情けない上にワケがわからない現場を静しず希きちゃんに見られてしまったら、この修学旅行で計画している大切なプランが──

「すごい景色だね、桜さくらくん……」

「なっ!?」

　硬直は一いつ瞬しゆん 。僕がまたいでいる欄干のすぐ隣となりに一人の女の子。彼女の視線は遥はるか、京都の景色を遠望していました。

「し、静希ちゃん……ッ!?」

「どうしたの？」

　慌てて舞台へと降り立った僕に、幼なじみの同級生はきょとんとした視線を向けるのです。

「い、いや、べつに気付かなかったのなら、いいんだけど……っ」

　どうやら今の彼女には僕の立ち振る舞いなど眼中に無かったようです。悲しいけど、今だけならＯＫ……!!

　暖かな日差し。白いブラウス姿の静希ちゃんは、風にそよぐ二つしばりの黒髪に指を絡からめ、僕から京都の景色に視線を戻します。

　──水みな上かみ静希ちゃん。

〝修学旅行のしおり〟を開いて一ページ目。保険証コピーの隣には『校長先生の言葉』と並んで『実行委員長の言葉』として、このような文章が印刷されています。




　　　なにかを見つけてこよう　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　水上静希




　待ちにまった修学旅行の始まりです。日頃から、この旅行を楽しみにしていた人も多いと思います。

　たった二泊三日の行程ですが、その間に私たちはたくさんの事を発見できると思います。

　いつもと違う環境、違う生活が、そうした機会を与えてくれることでしょう。ぜひ、積極的にチャンスを見つけてください。

　聖ゲルニカ学園の生徒として、恥ずかしくない、楽しい充実した旅行になることを期待しています。





　僕は修学旅行実行委員長である静希ちゃんの隣に立ったまま、声も出せず、右手の〝修学旅行のしおり〟をぎゅっと握りしめます。

　しおりが配られたあの日から、僕は静希ちゃんの言葉を繰り返し熟読してしまいました。それくらい、この文章は僕にとって胸を打つ名文だったのです。そして彼女の文章を身体からだに染しみこませるように目を通すのが日課になったある日、僕はとある真実に気がつきました。そこには一つのメッセージが込められていたのです。つまり、この実行委員長の挨あい拶さつ文ぶんは、




　　　なにかを見つけてこよう　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　水上静希




　ねえ桜くん。待ちに待った修学旅行がはじまったね。私、ずっと楽しみだったんだよ？

　たった二泊三日の行程だけど、その間に私たち、たくさんのコトを発見できると思うの。

　いつもと違う環境、違う生活が、きっと二人を後押ししてくれるハズ。積極的にチャンスをいかしてね？

　聖ゲルニカ学園の生徒として、恥ずかしくない、楽しい充実した旅行にしてくれるって、期待してるんだからっ。





　という静希ちゃんのキモチが込められた文章だったのです。もちろん僕だって男の子です。ここまで言われて引き下がるなんてできません。

　だから僕は決心しました。必ずや、必ずや二泊三日の修学旅行中、静希ちゃんに僕の中にタギルこの想おもい伝えてみせると！　そして気持ちを確かめ合った僕らはそれだけに留とどまりません。二人はお互いたくさんの新しい発見をするにチガイナイ。そう！　大発見なのだ!!　やった！　初めて見るものばかりなんだからあぁァぁア──ＡＨッａＡＨッ!!

「ん？　なんだ？　床が濡ぬれ……お、おい！　桜！　お前のクツの中から、血管が透けて見えてるゼリーみたいなモノがどんどん溢あふれて来てるぞ!?」

「宮みや本もと！　具たっぷりゼリーはお好き？　ｏｒ　嫌いなの!?　はっきり決めてよ!!」

「いいからおまえがしっかりしろ！　重要文化財を汚すんじゃねぇーッ!!」

　僕の公モ共ラ心ルを呼び戻したのは、〈ごきゅっ！〉という親友からの鉄てつ拳けんでした。

「はっ！　すまない宮本。僕としたコトが、少々浮かれてしまったようだ……」

「昔のヒトは偉大だな。液体が溜たまらないように清水の舞台には傾斜が設けてある。見てみろ、桜汁が重力に引かれ、流れて行くぞ」

「さすが古都だね（僕）」

「ゲルニカの二年Ａ組の生徒はあつまれー（担任の山やま崎ざき先生）」

「あ、おい、先生が呼んでるぞ？（遠えん藤どう）」

　僕たちは背後から遠藤に声をかけられ、清水の舞台の端で生徒を呼び寄せる山崎先生の元へと移動します。

「よし、全員そろってるな？　それじゃ清水寺の『代理先生』に立候補するヤツは挙手してくれ」

　先生がおっしゃった『代理先生』というのは、クラスの生徒が男女二人一組となり、名所旧跡についてみんなの前でガイドさんのように解説するという『聖ゲルニカ学園☆修学旅行』独自の体験学習の一つです。僕たちはそれに備え、事前に学校のパソコンや図書館などで京都各地の資料を自発的に調べたりもしました。このようなプログラムがあってこそ、まさしく『修め学ぶ旅行』といえるでしょう。

「はーいはいはい、はーいっ、それボクやりた──い！」

　そこへ、ソッコウ。ぴょんぴょんとジャンプしながらぴんとまっすぐに手を上げているのは天使の少女、ドクロちゃんです。

「おお！　ドクロちゃんやる気まんまんだねっ！」

「まっかせてよ桜さくらくん」

　頭上に浮かぶわっかをきらりんと光らせ、彼女はウインクしてみせます。

「他ほかにいないようなら女子はドクロちゃんに決定だ。じゃあ、男子は……」

「は、はい……」

　聞こえた男子の、か細い声。

「き、木きの下したくん!?」

　手を上げているのは木下優ゆう太た朗ろうくんでした。

　彼は身体からだが病弱で、なかなか学校に来れないけれど、二年Ａ組のなかで一番優やさしい心を持っている僕たちの大切な仲間の一人です。

　木下くんは最初、この修学旅行には参加できないハズでした。なぜなら彼は、息子の体調を案ずる両親によって、修学旅行に行くコトを止められていたからです。

　しかし、修学旅行は中学校生活の中で最大のイベントです。僕たち二年Ａ組の生徒は、ココロを決めていました。修学旅行には、なんとしても彼と一いつ緒しよに行くのだと。

　木下くんが『林間学校』を欠席した時、そして『ゲルニカどんたくまつり』を見学していた時に見せた寂しそうな表情を、僕らはもうこれ以上彼にさせたくなかったのです。

　その強い想おもいを学級新聞でアピールした二年Ａ組は、次に彼のご両親を説得しました。木下くんの健康を第一に考える彼のお父さんとお母さんを前に、話し合いは難航しましたが、最後に宮みや本もとの言った『みんなで木下くんを助けます！』という言葉に、ご両親は涙。ついに修学旅行に行く了解を得るコトができたのです。

　そして今、学校行事に初めて参加できた木下くんはさらに勇気を振り絞り、ついに『代理先生』という大役に名乗りを上げたのです。みんなと一緒の想い出を作る、そのために……！

「よし木下。おまえ、やってみるか」

　山やま崎ざき先生は彼に向き直り、くいっとメガネを人差し指で持ち上げます。

「は、はい。ぼく、がんばってみます……！」

　クラスメイト達たちが、後ろの方にいた彼のために、声援をかけながら道をあけます。

「いけ！　木下！　おまえの力をみせてやれ！」

「木下くん！　ファイト!!」

　クラスメイトの声援を受け、今までに見せたことのないしっかりとした足取りで彼が一歩を踏み出した、その時でした。

「えい！」

　既すでにみんなの前に出ていた天使の少女、ドクロちゃんが、ちょうど真正面に出現した木きの下したくんにむかって、トゲトゲバット、エスカリボルグから魔ま法ほうの光を照射しました。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「う、うわぁぁぁー……」

『き、木下──ッ!!』

　木下くんは〈ぽわん〉とケムリつつまれて、ごきごきとエゾ鹿しかになってしまいました。

「ちょぉおおおおおおッ!?　ちょっッと、ドクロちゃんッ!?　あ、あんた、決死の思いで修学旅行に参加した木下くんになんてコトを──ッ!!」

「メーメー（エゾ鹿になった木下くん）」

　だいいち鹿は奈良ですし、しかも大仏様付近にいるのはエゾ鹿じゃありません。

「先生！　木下くんはエゾ鹿になってしまったので、ボク、桜さくらくんと『代理先生』していいですか？」

「そうだな、エゾ鹿になってしまってはしかたないな」

「なんで!?　エゾ鹿とすればいいじゃん『代理先生』!!　というかクラスの男子の約十八％が既にニンゲンじゃなくなっちゃったじゃん!!　いったいコレからどうするの!?」

　苦悩する僕に、エゾ鹿が近づいてきます。

「え？　木下くんなんだい？　あっ！　や、やめて!!　僕の修学旅行のしおりをむしゃむしゃ食べないで！　どうしたの？　キミはクラスで一番優やさしい心の持ち主だったのに！」

　彼は、新しい身体からだがよっぽど健康なのか、僕のしおりを咀そ嚼しやくしながら周囲を〈ぽっくぽっく〉と飛び跳ね始めます。

「見ろよ。木下、あんなに元気になって（佐さ々さ木き）」「修学旅行に来て本当によかったね、木下くん！（穂ほ坂さかさん）」「メーメー（木下くん）」「ま、まって木下くんッ！　みんなもこの事態をもっと真剣に考えて!?（僕）」「ほぉらぁっ！　桜くん早く前にでてきてってばぁ！（ドクロちゃん）」「行けよ桜！　もとはといえば『ドクロちゃん係』のお前が手を上げなかったせいだろ！（宮みや本もと）」「ええッ!?　今回も僕はドクロちゃん係なの!?」

　僕はクラスメイトに押し出され、さらに天使の少女に引きずられ、みんなの前に立たされてしまいます。

「ま、まって！　僕『代理先生』なんて自信ないよ！　観光に来てる外国人のヒトもなんだかこっち観みてるし！」

「がんばろうね桜くん！」

　ドクロちゃんは動揺する僕なんかお構いなしで、こほんと咳せきばらい。大きな声で授業開始です。

「みなさんいいですかっ？　ええとね、このしみずでらは、今から十二年前に完成してー」

「もう間違ってる!?　ドクロ先生ッ！　それは『シミズ』じゃなくて『キヨミズ』って読むんですよ？　それに完成したのは十二年前じゃなくて千二百年前!!　十二年前って僕が二歳の時じゃん！」

「十二年前といえば、今十二歳の女の子が生まれた年ですが、桜さくらくんはその子たちをつぎつぎと──」

「だまれッ!!　もう僕がきちんと『代理先生』するからドクロちゃんは余計なことはしゃべらないで（ドクロ先生に口チャック）！　い、いいですかみなさんっ！　この『清水の舞台』の奥、すぐそこにあるのが清水寺の本堂です。屋根は檜ひ皮わだ葺ぶきっていってヒノキの皮を厚く重ねてあるもので、お寺のご本ほん尊ぞんは十一面観かん音のんっていいます」

『おおお──！（クラスのみんな）』

「さぁっすが桜くん！　じゃあ次ボクね！　みんな聞いて!?　そういえば昨日の夜ね？　桜くんは興こう奮ふんしすぎてぜんぜん眠れなくって、『ねえ、ドクロちゃん起きてる？』って、ボクが寝てる押し入れを開けてきて、それから、それからっ！　…………もうっ！　桜くんたらっ！　このいくじなし──!!」

「えっ？」

　その瞬しゆん間かん、僕の身体からだは京都の空に赤あかく朱あかく千ち切ぎれ咲きました。それはどうしてかというと、隣となりにいた天使の少女が突然、周りの空間を歪ゆがめそうなほど黒々しく重厚な鋼鉄のバットで、僕の側面を〈べりょっ！〉と、殴おう打だしたからです。バットから生えた鋭い棘とげが食い込み、引っかけ、発生する肉体の独こ楽ま回転。そこから生まれた遠心力でちりぢりになり崖がけの下へと降りゆくその様子は、まるでしだれ桜。僕は、清水の舞台から撲ぼく殺さつされたのです。

　あまりの過負荷に『もう……だめだ……!!』と意識は白はく濁だく。そして消えかかる意識はイズコへかと吹き飛び──




　　　　[image: たいしまーく]




　からころからり、ころからり──そんな軽い音がしたと同時に、草くさ壁かべ桜の視界には夜が訪れていた。

　朧おぼろの月が照らす道には、糸目の青年が一人と、どこか見覚えのある少年が一人。

　その二人とも、袴はかまに直ひた垂たれといった、時代劇にでも出てきそうな格好だった。

　互いの距離を保って向き合った二人のうち、少年の側はひどく怯おびえている。顔をうつむけ、懐ふところの中に何かをかばっているようだった。

　からころからり、ころからり──

　どこからともなく、音がした──
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　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「はっ！　い、今見えていたのは!?　まさか昔の京都へタイムリープ……」

「桜さくらくんだいじょうぶ!?」

　ちりぢりになった僕は清水の舞台落下中に魔ま法ほうの光に包まれ、故郷の川を上流へと目指すシャケのように滝たき登って集合するコトで復活をとげ、天使の腕でやさしく抱かれているコトに気がつきます。

「あ……ドクロ、ちゃん」

「ねえすごい汗。顔が真ッ青だよ？」

「う、うん。僕、今思い出したんだ……。昨日の夜、ふすまを開けた後にキミとした、『修学旅行中は僕を絶対にバットでぶたないでね』っていう約束を──」

「桜くんてば……」




　──これは、天使のドクロちゃんと人間の僕がみなさまにお届けする、古都・京都で起こる修学旅行な物語。
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　ここで草くさ壁かべ桜さくらからみなさんに、少し悲しいお知らせがあります。

「おーいドクロちゃーん。宮みや本もとぉぉ──、静しず希きちゃーん……」

　今現在、僕は旅行中一番楽しみにしていたこのテーマパーク、時代劇をモチーフに作られた『京都太ふと巻まき映画村』にて、

「みんな、どこにいったの──っ？」

　ひとりぼっちなのです。

　僕の声は、江戸時代の下町のような木造民家ひしめき合う、狭い四つ辻つじに響ひびき、消えていきます。

『清水寺』を抜けた僕たちはその後、料亭風の大きなお座敷でお昼ご飯を食べました。運ばれて来たのは京都名物『ひつまぶし』。みんなで「おいしいおいしい」と大おお騒さわぎしながらもりもりとおひつを空にした後は、大型バスで大移動。たどり着いた先は『銀閣寺』（ワビサビの効いた庭園に造られた砂のプリンに突っ込まれました）のち、『金閣寺』（キンキラな家屋の屋根に出現した天使の少女を必死に説得）。そして勢いそのままに次にやって来たのが、この『太巻映画村』なのです。

　ここでは団体行動ではなく、班ごとに自由に内部を見学するコトになっていました。なので僕らはあらかじめ決めていた六人のメンバーで入場ゲートをくぐったのです。

　が、

「南みなみさーん、木きの下したくーん……！」

　同じ班員の名を呼べど叫べど返事は聞こえず、いつもは頼たのみ込んでも僕の視界から消えてくれるコトのない天使の少女すら、今や姿が見えません。

　路地に立ち尽くし、僕は途方にくれてしまいます。ぽつりとたたずむ胸中と脳のう髄ずいに、悔かい恨こんの念が【の】の字を描いて渦巻きます。

　……それは先ほど挑戦した太巻映画村入口付近の『手しゆ裏り剣けんストラックアウト』。

　僕はついつい静希ちゃんにいいところを見せようと張り切って挑戦。ダーツ名人たる誇ほこりにかけて、みごと五枚の手裏剣で的を射い貫ぬくコトに成功し、静希ちゃんの羨せん望ぼうのマナザシを全身に浴びようと振り向いた先には既すでに誰だれもおらず、それから僕はパーフェクト達成景品『ちょんまげの詰め合わせ』を手に、あてど無くこの映画村をさまよい始めたのです。

「うっ、うっ……」

　あ、いけないっ。鼻の奥がつんつんしてきました。泣いちゃだめだ草壁桜。僕はそれが最後の希望であるかのように、各種ちょんまげがセットになった箱を抱きしめます。

　早く合流しなくちゃと焦あせれば焦るほど視界が狭くなり、悲しみで胸がハリサケそうになります。僕は熱くなってしまった目頭を押さえ、長屋の一角に見つけた『銭ぜに形がた平へい次じ』の自宅によろよろと転がり込みました。

　内部は予想していたよりも狭く、およそ八畳ほどの空間。Ｌ字型に土間が作られていて、一段高いトコロにたたみ敷きの部屋がしつらえてあります。座敷の真ん中には煙草タバコ台だい。奥の壁には十じつ手てがズラリとかけられていました。ここは正しよう真しん正しよう銘めい、岡おかっ引ぴきの家。それを思うと、まるで迷子センターにたどり着いたかのように、心なしか励まされます。

　僕は土間のあがりに腰を掛け、大きくため息をつきました。

　こんなのってあんまりです。想おもい出は、けっして一人では創つくれないモノなのです。

　仲間と一いつ緒しよに体験して生まれる、かけがえのない記き憶おく。それを共有することで、初めてプライスレスな想い出というモノはできあがります。

　みんなが抱くその修学旅行の想い出に、僕がいないなんて……。僕の班の班長は南みなみさん。彼女のコトですから、僕なんかすっかり忘れてこの『太ふと巻まき映画村』をみんなと満喫しているにちがいありません。

　そしてなにより、

（ああ……、今いま頃ごろ、なにをしてるんだろうな……）

　この僕のキモチを最もザワザワモヤモヤさせているのは、幼なじみの女の子の存在です。

　本当なら今頃は、僕は静しず希きちゃんと同じ班の一員として、楽しくおしゃべりしたり、繰り広げられる忍者ショーを一いつ緒しよに見たりと、ごきげんタイムを過ごしているハズなのです。

　それが、それがこんなトコロでひとりぼっちだなんて……！

　お父さんから借りた左手のデジタル時計に視線を走らせれば、既すでに時刻は三時〇二分。

「あ、あれ……、確か、集合時間て──」

　僕は慌ててしおりをぱらぱらとめくり、今日のスケジュールを確かめます。『太巻映画村』を出発する時間は三時三十分。ということは、このテーマパークには、あと三十分もいられないということになります。

「そんなバカな!!　映画村に来てまだ一度も静希ちゃんとしゃべってないのに!?」

　涙るい腺せんダムが決けつ壊かいです。僕のツブラな二つの瞳ひとみから、大粒の涙。こぼれます。〈たぱったぱっ〉と、しおりに落ちる涙滴、それはコピー用紙に染しみ込んでゆき、

「……んっ？」

　ふと、僕は視界の中、正確にはしおりの紙の上に違い和わ感かんを憶おぼえ、涙をぬぐいます。

　たまたま開いていた『新幹線座席表』のページ。そこはあらかじめ割り振られた新幹線の席を確認するページなのですが、その座席の一つが○まるで囲まれています。僕の席です。

「これって……」

　ピンク色のマーカーで小さく丸く囲われた僕の名前。

　インクは今や僕の涙で滲にじみ、不定形に広がっています。おかしいです。僕は自分の座席に○なんかつけた記き憶おくはありませんし、そもそもピンク色のマーカーなんて持っていません。

　あ、そういえばコレはドクロちゃんから借りたしおりじゃないですか……。僕のしおりは、木きの下したくんに食されてしまったから。昨夜、彼女は「じゃあボクは桜さくらくん係ー」と言ってしおりをいじってました。……いなくなって、初めて気づく、あの天使の健けな気げさ。

　ああ、僕ってなんて馬ば鹿かな男で──

「こんなトコロにいたの、桜くん」

　突然、意識にカットイン。誰だれかが名前を呼びました。この聞き慣れた、いたって冷静沈着な女の子の声は、

「南みなみさんっ！」

　しおりから顔をあげたそこに佇たたずんでいたのは、しかし、

「……です、か？」
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　本来の聖ゲルニカ学園の制服ではなく、大正時代の女学生のようなエンジ色した矢がすりの羽織と、同じくエンジの袴はかまを身につけた女の子。一いつ瞬しゆんほっとした僕は、そのままワケがわからず混乱してしまいます。

「まったく、……心配させないで」

　南みなみさんはいつも通りのポーカーフェイスで、銭ぜに形がた平へい次じの家の敷居をまたぎます。

「ご、ごめん、ちょっと迷っちゃって、ウロウロしてたから、っていうか南さん、その格好はなに？」

　けれど、袴はかま姿 すがたの同級生は、こちらの問いかけを聞き流すように歩み寄り、僕の隣となりにゆっくりと腰掛けるのです。

「ひとりぼっち、さびしかった？　桜さくらくん」

　突然ココロの中を見透かされた気がして、あわてて鼻をすすって、ごまかします。

「そ、そんなコト無いよっ！　それより、他ほかのみんなは？　近くにいるのっ？」

　慌てて僕は、南さんと一いつ緒しよに外に出ようと立ち上がります。しかし、クラスで一番長い髪を持つ彼女は、なおもその場に座ったまま、

「…………」

〈こつ、こつ、こつ〉と、僕がさっきまで座っていた場所を指の先で叩たたきます。そしてこちらをじっと見つめてくるのです。

「え、あ……」

　促されるまま、僕は再び袴姿の南さんの隣に、腰掛けます。

「みんなは、いるじゃない」

　それに満足したように、ゆっくりとこちらに向き直った大正時代の女学生は、その手を自分のムネにあてます。

「え、ど、どこに？」

「いつだって、桜くんのココロの中に……」

「僕が寂しい少年になっているッ!?　か、勝手に僕をドラマティックな精神の持ち主にしないでよ南さん！　僕が尋ねたのはそういう観念的なコトじゃなくて、マジで物理的にこの世のドコにみんながいるかってコトなんだよ!?」

　すると、南さんはゆっくりと僕から視線を外し、ふっと息をつき、髪の毛先をいじり始めました。

「き、聞いてる？」

　僕は南さんの顔をのぞき込もうとしますが、ちょっとまってください。そういえばなんで彼女は僕と同じく、一人なのでしょう。

「南さん？　もしかして……南さんも、僕と一緒で、実は迷まい──」

「メーメー」

　突とつ如じよ会話をサエギリ、現れたのはエゾ鹿しか。鹿が、〈かっぽかっぽ〉と、狭い土間に登場したのです。

「き、木きの下したくんっ!?」

　すっかり野生の健康を手に入れた木下くんの登場に僕は驚おどろき、近きん畿き地方ではインドの牛並にあがめられる神しん獣じゆうに変身してしまった彼の黒目と見つめ合います。

「おお！　やっとみつけたぞ桜さくら ！」

　そして、次に開けっ放しの障しよう子じの陰から姿を現したのは宮みや本もとです。彼は僕をずっと捜してくれていたのでしょうか。さすが親友です。ですが土間に入ってくる宮本は、一風変わった山やま吹ぶき色いろの衣服に身を包んで……って、それってまさか、

「こ、黄こう門もん様!?」

「その通りだ桜！　おまえを見つけるのにカナリ手こずったんだぞ!?　頭ずが高いんだこのやろう！」

　彼は懐ふところから「ひかえおろうっ！」と、モンドコロを取り出し、こちらに突きつけてきました。

「というか、南みなみさんも宮本もなんなのソレ。どこで着替えたの？」

　僕は彼の衣装の袂たもとを手に取り、なにげにきちっとした肌触りの布を触りながら尋ねます。

「『時代劇扮ふん装そうの館』ってトコロでやってもらったんだよ。だって桜、すげえ『手しゆ裏り剣けんストラックアウト』に集中してたから、邪じや魔ましちゃわりいと思ってさ！」

「だから僕をおいてけぼりにしたの？　それってひどくない!?　あれ？　ところでなんで南さんは、宮本側に立ってそんな非難するような目で僕を見ているの……？　南さんだってさっきまで迷まい──」

「さっくらくぅぅんッ！」

　その瞬しゆん間かん、〈ずざぁっ〉と、玄関の柱に手をかけ、僕に飛びかかるように銭ぜに形がたハウスに飛び込んで来たのは、頭の上に金のわっかを浮かべた天使の少女。彼女が身につけていた衣装は、山吹色の、

「ひかえおろー！　このコウモンが目に入らぬかー！」

「ちがうよドクロちゃん!!　それはモンドコロだよ!?　コウモンはキミでしょ!?　えらい間違いだよそれ！　っていうか、なんでドクロちゃんまで黄門様をチョイスしてんのさ!?　カブってるよ宮本と!!　他ほかに衣装のバリエーションはなかったの!?」

「ずーがーたーかーいーでーしょーっ!?」

「やっ！　やめて黄門様！　キミは民のミカタのハズ！　どうしてモンドコロを僕の目に無理矢理押し込もうとしてるの!?　みんなも見てないで助けろー！」

　するとまたしても近づいてくる気配。次に家の中に入ってきたのは、

「ひ、ひかえおろー……」

「どうして静しず希きちゃんまで黄門様ッ!?　よくあったねそんなにいっぱい黄門様の衣装が！　パーティーバランス悪すぎだよ!?　イエローばっかりでなにするつもりなの？　って、それよりみんな聞いてよ！　そろそろ集合時間になっちゃうんだよ!?」

「え？　もうそんな時間なのか？」

　往年の黄門様のごとく、付けあごひげをしごきながら宮本が近寄ってきます。

　僕はドクロちゃんにしがみつかれたまま、しおりをひらき、

「見てほら！　あと三十分もないんだよ。急いで映画村を見学して僕と一いつ緒しよに思い出を創つくろう!!　は、早く！　はやくーっ！」

「でも、まずはコレ着替えなきゃなー」

「ええッ!?」

「トコロで桜さくら 、おまえのしおりは、木きの下したに食われたんじゃなかったっけ？」

「あ、そっか。これ借りもんだった。ありがとうドクロちゃん」

「うぅうん、そのしおりは南みなみさんのだよ？　ボク、見せてもらってたの」

　僕にしがみついたままの天使の少女はそう答えます。

「だめだよドクロちゃん、ヒトのを勝手にマタガシしたら！　ごめんね南さんっ！」

「どういたしまして」

　こちらが差し出したしおりに南さんが手をのばし、受け取る刹せつ那な。脳裏に、

　───ピンク色で○の印がつけられた、僕の座席───

「ああああッ!!　びんかん侍だよ!?　びんかん侍が外歩いてる──!!」

　突然天使の少女が出口に駆け寄り、通りに向かって叫びます。

「えっ？」

　僕たちはドクロちゃんにつられるようにして、開けっ放しになっていた障しよう子じごし、外に向かって身を乗り出しました。見れば前の通りには人ひと垣がきが発生しています。

「あれって、テレビのロケか？」

　宮みや本もとの言うとおりでした。よく見れば、それはなにかの時代劇の撮影らしいというコトがわかります。大きなカメラや銀色の板やガンマイクを持ったスタッフが役者の周りを囲んでいたからです。が、しかし、

「ちょ、ちょっと、あのヒトだかりの中心にいる、カラダ中に般はん若にやの面をつけ、両手に日本刀を持ってる人物は、ナニ？」

「桜くん、『びんかん侍』をしらないの!?」

「び、びんかんザムライ!?」

　天使の少女は人差し指をぴんと立てて、説明してくれます。

「びんかん侍は、敏びん感かん一いち郎ろうのご先祖さまでね？　この江戸八はつ百ぴやく八や町を『アルフォンス・武者』の手から守る正義のヒーローなんだよ？　昼間は街をぶらぶらしている主人公の敏びん之の進しん（通称、遊び人の敏さん）だけど、悪行を感知したり、または繊せん細さいな神経をいろんな方法で刺激されて『びんかん力』が頂点に達しちゃうと、勝手にあの姿に変身しちゃうの！」

「それは大変な人生だね……」

「ねえ、見に行こう？　ああっ！　お色気くのいちの『お蜜みつ』の登場だよ？　見て見て！　敏之進びくびくしてるぅー！　ファイナル超転身まぢか!!」

　天使は瞳ひとみをきらんきらんさせながら、こちらを振り返ります。

「だ、だめだよドクロちゃん！　もう集合時間ぎりぎりなんだから！　今からその衣装、着替えなきゃだめなんだよ!?　僕の想おもい出創づくりもまだだし!!　びんかん侍はまた今度ねっ！」

「え──!?　やだ──!!　せっかくの生びんかん侍なのにぃーっ！」

「だめだったらドクロちゃん！」

　僕はほっぺをふくらます天使の少女の手を取ってひっぱります。

「じゃあその代わり、桜さくらくんが『びんかん侍』に変身してくれる？　手伝ってあげるから！」

「えっ？」

「よし、そうと決まれば急ぐぞ！（宮みや本もと）」

「遅刻するわけにはいかないものね（南みなみさん）」

「ちょっとまって！　いやだよ！　あんな般はん若にや面めんしか身体からだにつけていない状態の想い出を持つのは！　わ！　やめろ！　なにするの黄こう門もん様たち!!　え？　『これにて一件落着』？　し、してないよぜんぜん！　う、うわぁぁ──ッ！」

　僕は意外にパワフルな木きの下した君の背に乗せられ、衣装部屋に引きずり込まれたのでした。
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　陽ひの落ちかかった黄金色の京都の空に、スティックパンみたいな雲が流れています。時刻は夕方、四時四十分。

『京都太ふと巻まき映画村』から、なんとか集合時間に間に合った僕たちを乗せて大移動を開始した聖ゲルニカ学園貸し切りバスは、今度はとある大通りで生徒達たちを降ろしました。

　そこは『新しん京きよう極ごく商店街』。

　メインはズバリ、ショッピング。僕たちは、この商店街で賢いお金の使い方を学ぶのです。

　ここから宿泊予定の宿までは、しおりによれば徒歩十三分。旅館への集合時刻は五時半で、本日残された自由行動はあと四十五分ほどになる計算です。

　この長くも無く短くも無い時間に、僕は焦あせりを隠せません。なぜなら先ほどまでいた映画村で幼なじみの女の子と交わした会話はたったの一言、『ひ、ひかえおろー……』のみ。

　あまりにも惨みじめ過ぎます。正確に言うならば、これは会話でもありません。一方的に言われただけです。

　だから僕はバスから降りる際、死にものぐるいで静しず希きちゃんの後ろ姿を確認。勇気を出してなにげなく話しかけようとしたのです。が、天使の少女はそんな無防備な僕をばっちり捕捉。

　なので、今、

「まってよドクロちゃん！　そんなに強くひっぱったらベルトが壊こわれちゃうっ！」

　腰のベルトの余った先っぽを天使に握られ、その勢い、とどまるトコロを知らない戦車に牽けん引いんされるかの如ごとく連行されている真ッ最中。

　もちろん、すでに静希ちゃんの後ろ姿は見失っています。

「京都ってすごいねー！」

　そんな僕にはおかまいなしに、まるで目覚めたばかりの子猫のようにあたりをきょろきょろ、前にいったり後ろにいったり、天使の少女は身軽にじゃれついてくるのです。

「あー、桜さくらくん。これ、なんだと思う？」

　彼女はとあるカフェの店先で急に立ち止まり、こちらをくるっと振り返ります。

「これは喫きつ茶さ店てんとかによくある、出しっぱなしの『今日のランチ』のオムライス定食だとおもうんだけど……あ！　だめ！　本物なんだから触ったら……！」

「いやーん、ケチャップ手についたー」

「だからって僕になすりつけないでッ!?」

　思わず声を荒らげてしまいます。

「あんまりちょこまか動かないの！　迷子になってもしらないよっ？」

「さっきの桜くんみたいに？」

「なんで思い出させるの!?」

　僕は両手で耳を塞ふさぎ、道ばたにうずくまりました。その周囲を、ザワザワとたくさんの買い物客が行き交います。こんなにヒトがたくさん居るのに、僕のココロは寂しい寂しいって泣いてるよ。

「───って、ドクロちゃんッ！」

　天使の少女が目の前から消えたのに気付き、僕は急いで立ち上がります。周囲を見渡せば、とあるお店に入ろうとしていた彼女を発見。慌てて小さな肩を摑つかみます。

「ちょっと、あなたどこに行こうとしてるの!?」

「え？　どこってゲーセンだよ？」

「ゲームセンターなら埼玉にもあるでしょ!?　京都に来てまで行くコトないじゃん！」

「じゃあカラオケボックスの方がいい？」

「カラオケボックスも一いつ緒しよなの!!　聞いて!?　僕はせっかくの修学旅行なんだから、もっと修学旅行らしい有意義な時間の過ごし方を提唱したいんだよ。たとえばほら、家族へのおみやげを選ぶとかさ。そういうお店もいっぱいあるんだし！」

「さぁっすが桜くん、買いシヨツピン物王グ・キングだけのコトはある！」

　僕は意味不明な称号を授さずかりつつ「見てごらん」と、天使の少女を促すように商店街を見回します。地元のアルカディア商店街より、こちらの新しん京きよう極ごく商店街の方が、断然買い物客に若者が多いのが目につきます。そしてなによりの違いが商店の中に『京都ならではのおみやげ屋さん』があるというコトでした。もちろんアイドルショップだって完備です。

「じゃあ、あそこは？　あれもおみやげ屋さんかな？」

「どれどれ？」

　ドクロちゃんが指さした先を視線で追います。

　商店街のお店の一角。確かにそれは京都旅行でしか買えない品物を並べるお店のようですが……

「う、うわぁー……」

　店先に一列、舞まい妓こさんと新しん撰せん組ぐみのマネキンが立ち並び、彼ら、彼女たちは皆手に【ＷＥＬＣＯＭＥ　ＴＯ　ＫＹＯＴＯ】と浮き彫られた金の額縁をこちらに突き出しています。そして、軒下の看板には『ミハイロフの店』と、達筆な墨すみ文字で。

「ねえ桜さくらくん！　中に入ってみようよ！」

「ちょ、ちょっと待ってドクロちゃん！　なんかここ、本当におみやげ屋さんなのか自信がなくなってきた！」

　僕は独断専行してしまう天使の少女を追いかけるように、店内へ続く狭い通路を奥へと入ります。天てん井じようからはお寺をかたどったような風鈴が無数にぶら下がり、壁にはしゃがんだ目線まで、各種のキーホルダーが吊つるされています。

「すごいいっぱいあるぅー」

「ねえドクロちゃんてば！」

　壁に隙すき間まがあろうものなら、『京都のおみやげ、なんでもそろう』とか『他店より一円でも高い場合は店員にお申しつけください』とか『冷めてもおいしい』などの張り紙が無秩序に張られている店内。そこから店主のやる気が、胃がもたれるくらい伝わってきます。半はん端ぱでは無い品しな揃ぞろえと、その心意気には深く感心してしまいます。

　あ、いえ、感心している場合じゃありません。こうしている間にも、自由時間＝イコール静しず希きちゃんと僕が巡り合える可能性ちやんすは、ひっくり返された砂時計の如ごとく刻一刻と減り続けているのです。

　そんなコトを知るよしもないドクロちゃんは、既すでにおみやげを物色しはじめています。

「まったくもう……！」

　けれども──、僕は周囲にあるおみやげの群れを見て、ふと考えます。おみやげだって、修学旅行における重要なファクター。おろそかになんてできません。一事が万事と言います。おみやげすらきちんと買いこなせない中学生が、大好きな幼なじみに上手く告白できるでしょうか。答えは否ナイン。できようものか。

「ん？　というコトは、まてよ……？」

　逆を返せば僕がココでおみやげをスマートに購入するコトができれば、静しず希きちゃんに上手く告白できるというコトになるのではないか!?　きっとそうです！　い、今、僕は大いなる意志にタメされているっ！　そうと決まれば!!

「ねえ！　これ！　お父さんにどうかなッ!?」

　僕は湯飲みが並ぶコーナーで軽やかに立ち止まると、白い大振りの湯飲みを颯さつ爽そうと手にとり、前を行く少女に尋ねます。

「あ、かわいぃぃー。きっとおじさまも喜ぶよ！　じゃあボクはこっちの湯飲みをおじさまのおみやげにするー！」

「まってまってドクロちゃん。そんなに湯飲みばっかりお父さんにあげてもしかたないでしょ？　キミはお母さんへのおみやげこそ、買うべきなのです。お母さんは女性だから……そうだね、たとえばあぶらとり紙とかいいかもね」

「なるほどー。さすがは買いシヨツピン物王グ・キング！　よーし、ボクだって負けないもん！」

　天使の少女はなんども頷うなずきながら、元の場所に湯飲みを戻します。

「じゃあ、お父さんにはコレをおみやげに買うとして……」

　おみやげで重要なモノの一つに、バリエーションがあります。なるべく多くの品物を見て、その一長一短をきちんと吟味するコトが大切です。僕はなるべく視野を広く、店内を見回します。

「ん？　これは……」

　とある棚に手を伸ばし、『京都とらんぷ』と銘打たれたカードデッキを手に取り、隣となりの天使に見せてあげます。

「見て見てコレ、舞まい子こさんだよ？」

「可愛かわいいの見つけたね。……舞子さんて、小さい頃ころからお稽けい古こを積んで、十歳くらいでもう人前で踊るらしいけど、桜さくらくん、やっぱり、興味ある？」

「うーん、実際に見てみたい気はするけど……」

　僕は頭を搔かきながら、問いかけてくる南みなみさんに、

「ッて、南さんッ!?」

　びっくりして、あやうくトランプをばらまきそうになってしまいます。

「あ、あれッ!?」

「どうしたの？」

　天使の少女だとばかり思って声をかけた女の子はしかし、表情を変えぬままこちらをみています。

「な、なんで南さんこんなトコロにいるのっ？」

「おみやげを買うためだけど、桜くんが突然声、かけてくるから」

「ごめん南さん。ええと、さっきまでドクロちゃんといたんだけど……」

　僕はいいわけするように、いつの間にか消えてしまった天使の少女を見つけようと、狭い通路をぐるりぐるりと眺め回します。

「ドクロちゃんなら、向こうの方で一いつ生しよう懸けん命めいおみやげを探してたけど」

「なっ！　そうなの？　しかたないなぁもう。じゃあ、僕はドクロちゃんを──」

　そう言い残して、その場から立ち去ろうとした僕を、

「ちょっとまって」

　南みなみさんは呼び止めます。

「は、はい？」

「ねえ桜さくらくんは、これとこれ、どっちがいいと思う？」

　彼女が両手に乗せていたのは、赤いちりめんのケースに入ったつげの櫛くしと、同じくちりめんで覆おおわれた丸くて小さな手鏡です。

「う、うーん、やっぱり、櫛の方じゃないかな。南さんの髪、長くて綺き麗れいだし、ぴったりだと思うよ？」

　うつむくように手のひらの櫛を見ていた南さんが、ぴくっと僕の目を見ます。

「これ、お母さんへのおみやげのつもりだったんだけど……」

「ええっ!?」

　僕がウロタえた、その時でした。

『あちょ───っ！』

　背後から聞こえたドクロちゃんの声と、〈ごきんッ〉という鈍い音＝僕の後頭部を貫く衝しよう撃げき、それが痛みと涙に変換された瞬しゆん間かん、口から悲鳴です。

「ぐぉォオああッ!?」

　頭を押さえてうずくまりながら見たモノは、ヌンチャクをひゅんひゅんと操る天使の少女。

「ド、ドクロちゃん!?　なんてことするのッ!!　あとなにその弁べん髪ぱつ帽ぼうは！」

　そして少女はびしりと、振り回していた武器の片方をわきで受け止め、ポーズを決めて言うのです。

「ねえ桜くん、ボクこれが欲しい！」

「だめだよそんなあばれヌンチャクなんて！　だいいち京都となんの関係もないでしょ!?」

「えー？　『京都』ってきちんとここに書いてあるよ？」

　彼女はヌンチャクに印刷してある『京都 of the 忍者』という文字を見せつけてきます。

「だまされちゃダメだ！　ドクロちゃんはおみやげを買う時に大切な心がけというものを知らない！」

「こころがけ？」

　人指し指を頰ほおにあて、彼女が小首をかしげれば天使のわっかまで傾きます。

「いいかい？　限られた資金の中で、みんなが喜ぶおみやげを買うとき、僕らの前に立ちはだかる『最大の敵』ってなんだと思う？」

「バラモスゾンビ」

「ちがうよ！　しかもそれは別に『最大の敵』ではない！」

　僕はなにもわかっちゃいない天使に説明してあげます。

「修学旅行での買い物。そこで待ち受けている最大の敵、それは『己の欲望』だよ。僕たちが持っているお小こ遣づかいは七千円、決して多い金額ではない。けれど僕らはその中で、家族へのおみやげや自分への記念品などをやりくりしなくちゃいけないよね？　なら、無む駄だ使づかいはもってのほかなんだよ。まずは一番大切な人達たちへのおみやげをきちんと選んで、それから自分の欲しいモノを買わなくちゃ」

「もーだったら先にちゃんと言ってよー!!　そういうことならまかせてっ？」

「頼たのむよっ!?」

　ヌンチャクを首からかけた天使の少女は、店の奥に姿を消しました。

「あ、ご、ごめんね南みなみさん。ええと、なんだっけ？」

　南さんは「うぅん、なんでもない」と首を振り、

「わたし、これ買ってこようかな」

　と、櫛くしを手に、レジへと身を翻ひるがえします。

「あ、ちょっとまって」

　そんな南さんを、僕は呼び止めます。

「……なに？」

「し、静しず希きちゃん、どこかで見なかった？」

　藁わらにもすがる思いで、振り向く南さんにおそるおそる尋ねるのです。

　彼女は一いつ瞬しゆん視線を落とし、落ちかかった黒髪をかきあげながら言いました。

「静希ちゃんなら、この棚の向こう側にいると思う」

「本当っ？　同じ店にいたんだ。サンキュー南さんっ」

　僕は南さんにお礼を言いながら彼女の脇わきを通り抜けて、さらにお店の奥へと分け入りました。
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　……僕は、修学旅行が始まってから今の今まで、静しず希きちゃん──片かた想おもいの女の子と二人っきりになるため、できる限りの努力をしてきました。

　その試みの数だけ積み上げられていく失敗。希望が無為に帰するたびに砕ける勇気は、けれど滅ぶコト無く僕の中で熱あか々あかと燃え、ココロの真ん中に浮かぶ彼女への一いち途ずなる想いを焦こがし続けていました。

　たとえこの世を支配する魔ま王おうが僕を鎖くさりで縛しばり、静希ちゃんのもとへたどり着けないのが運うん命めいだとしても、草くさ壁かべ桜さくらはなおもアラガい続けるが運命サダメ。

　京都みやげの洪こう水ずいともいえる店内。通路を奥へと進めばたどり着く、壁の一角に京都の絵はがきをずらりと並べたコーナー。

　そこで僕はついに、制服姿な片想いの女の子を見つけるのです。

（静希ちゃん……！）

　僕に背中を向けている彼女は、こちらの存在にまだ気づいていません。絵はがきを手にとっては眺め、元に戻す幼なじみの後ろ姿。おみやげを選ぶそんな彼女に、僕の胸はいっぱいになります。

　少しでも静希ちゃんの近くにいたい。話がしたい。それから、それから…………ッ。

　もう一人の自分に、そっと背中を押されるように彼女へと歩み寄れば、僕の声帯が、震ふるえます。

「静希ちゃん」

「きゃっ……！」

　制服の少女はカラダをびくっと小さくして、

「さ、桜くん!?」

　ひとりでおるすばんをしていた女の子が、予想もしていなかった来客のチャイムに驚おどろいたみたいに僕に振り向くのです。

「あ、ご、ごめんっ!!　そんなに驚くとは、お、思わなくて……」

「う、うぅん、私こそ、大きい声だしちゃってごめんなさい。突然だったから、つい……」

　静希ちゃんは顔を赤くして、いくぶん照れたようにも、とまどっているようにも見える笑みを浮かべました。

　────は！　ど、どうしましょう！　意気込んで話しかけたのはいいですが、頭が真っ白になってなにも言葉が出てきません！

　僕はなにか会話の手がかりは無いかと、おみやげの棚に手を伸ばし、

「あ……、これ万まん華げ鏡きようだ。ねえ、覚えてる？　静しず希きちゃん小さい頃ころ、僕の家に来るといつも万華鏡で遊んでたの」

　そこに微かすかな記き憶おくを、共通の記憶をたどります。

「あ、うん。そういえば……覚えてる。桜さくらくん、あの万華鏡お気に入りだったのに、私にくれたんだよね」

「そういえば、そうだったね……」

「本当は、桜くんのお母さんが『静希ちゃんにあげなさい』って言ってくれて……、桜くんはしぶしぶだったんだけど」

「し、知ってたの？」

　くすくすと笑う静希ちゃんに、僕は思わず赤面してしまいます。

「……でも、あの万華鏡、いまどこにあるんだろう」

「え、というコトは……」

　彼女は手にとっていた絵はがきセットを手の中でくるくるさせながら「ごめんなさい、なくしちゃったの」と、控えめな照れ笑い。

　すっと、僕の中に生まれる言葉……

「ねえ、小学校に上がった頃から、僕たちって、あんまりしゃべんなくなっちゃったよね」

　僕はその時確かに、静希ちゃんと二人っきりの空間が作り出す魔ま法ほうの中にいました。まるで流れるプールに漂うように、考えるより先に、僕はしゃべっているのです。

「うん。クラス、同じになるコトなかったし。中学生になってからは、ずっと一いつ緒しよだけど……」

　静希ちゃんは、手に持つ絵はがきを確かめるようにうつむいたまま、いつもより小さな声。

「ねえ、僕、言わなくちゃいけないコトが、あるんだ」

「……なに？」

　彼女は、瞳ひとみの中におるすばん少女の余よ韻いんを残したまま顔を上げて、行方ゆくえのわからない僕の言葉を、両の目を、見つめてきます。

「し、し、静希、ちゃん……」

　そして僕はそれに応こたえるようにして、この修学旅行で初めて、想おもいビトが持つ澄すんだ瞳を真正面から見たのです。

「？」

　こくびをかしげる静希ちゃん。

「好……」

　思い通りに動かない、喉のど。

「好、すす、ス……ッ！」

　僕は、僕は……──ッ!!

「スゴイよねッ!?　僕、驚おどろいちゃったよ！　ここ、こんなに、おみやげいっぱいあるなんてさ!!」

　だ、だめです──ッ！　彼女の、静しず希きちゃんの、あ、あまりの可愛かわいらしさに、ココロの中にあった勇気も想おもいも一いつ瞬しゆんで蒸発、すべて吹き飛んでしまいましたよ!?

「あ、うん。桜さくらくん知らなかった？　ガイドブックにも載ってるんだよ、この『ミハイロフの店』って。京都では結構有名みたい」

「そ、そうなんだ。そっかー。なるほどねー……」

　ばかー！　僕のばかー[image: ]

　ちくしょう！　静希ちゃんが可愛すぎて告白できないなんて予想外の展開です！　僕はもういったいどうしたらいいんですか!?　ええい！　ママよ!!

「し、静希ちゃん!!」

「な、なに……？」

「あのね……！」

「う、うん」

「僕は……き、キミが……好……」

　ああ！　ムリヤリ過ぎるだろそれは！　だれか止めて！　流れるプールを止めてー！

「好……スすすッ……すき焼きィッ！　すき焼き……にはキミが……!!　すき焼きには黄身が……一番だと思うんだ僕!!　白身なんて邪道だよね！　ねッ！　静希ちゃん!!」

　きゃ───────────────なにそれ─────────────────ッ！

「…………え、え？」

「なんと今日の夕飯は京風すき焼きだともっぱらのウワサさ！」

　晩ご飯の話をしてどうする!?　いっぱい食うつもりか!?

「そ、そう……なの？　私は、白身も好きだけど……。そっか、夕飯がちょっと楽しみだね」

「野菜もたべなきゃね」

　野菜もたべなきゃねじゃないだろ!!　おい草くさ壁かべ桜！　おまえ一度死ねッ!!　もうっ！　もォォォオオうッ!!

「あ……そうだ、桜くん？」

「え、な、なに？」

　僕のココロが、ぐつぐつと煮えたぎる巨大プールに発生した大渦から懸けん命めいにバタフライで逃げだそうとしている中、静希ちゃんは、なんだかもじもじとしたまま、こちらをうかがうように視線を向けてきます。

「私ね、この絵はがきセットを──あっ……！」

　その時です。手にしていた絵はがきセットを指の先で持ち替えようとした静希ちゃんは、〈ばらばらららっ〉と、絵はがきケースの中身、十二枚のポストカードを床にばらまいてしまったのです。

「きゃっ！」

　慌てて拾おうとする静しず希きちゃんと、思わず一いつ緒しよに手伝おうとする僕がしゃがんだのは同じタイミング。

「桜さくらくん、いいよっ」

「うぅん、大だい丈じよう夫ぶ。あ、こんな方にも飛──」

『……あ……っ』

　二人の声が重なったのは、

　カードを拾おうとした静希ちゃんの手の甲に、僕の手が、重なっていたから。

　突然の出来事に、触れあったポーズのまま顔を上げ、不意に見つめ合ってしまう僕と静希ちゃん。
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「ご、ごめんなさいっ！」

「あ、ちがうっ。僕の手が……！」

　僕たちは慌てて手をひっこめて、かき集めるように絵はがきを拾って立ち上がります。僕は自分が拾った分を静希ちゃんに差し出します。「ありがとう」と言ってはがきを受け取る静希ちゃん。

「……、……」

「…………、……」

　赤面し、うつむく二人。

「し、静しず希きちゃ──」

「あっ！」

　彼女はなにかを思い出したように顔を上げ、

「ごめん私、もう、行かなきゃ……。穂ほ坂さかさんと約束してるの」

「あ、ああぁ、う、うん……」

　静希ちゃんはそう言うとこちらに背を向けて、この場から去ってしまいました。

　重なってしまった手のひら。よみがえるその感触に鼓動が跳ねます。

「静希、ちゃん……」

　激しく脈動する心臓とはウラハラ、ぴくりとも動かない僕の足──

「桜さくらくん、もうなに買うか決まったー？」

「……へ？」

　ひょこんと細い通路、棚の陰から出現したのは天使の少女です。

「ま、まだだけど、……あれ？　ドクロちゃん、その手に持っているクサリガマは、なに？」

「これがザクロちゃんへのおみやげ」

「だめだよ!?　ねえこれ本当に欲しいのはドクロちゃんでしょ!!　全然欲望がぬぐえてないじゃんあんた!!」

「それから、おじさまにはこの木刀。おばさまにはこっちの鉄てつ扇せん子す。サバトちゃんにはチャクラム。ザンスにはマキビシ。ボクにはヌンチャクを」

「話を聞きなさい！　なんでさっきから武具ばかり!?　だからそういうのは京都と関係ないっていってるでしょ!?　しかもまた自分のためにヌンチャクチョイスしてるし!!　そもそもうちは格かく闘とう一家でもなんでもないんだからね!?」

　険のある僕の言葉に、天使の少女はしゅんとうつむきます。

「あ……そうだ、桜くん？」

「え、な、なに？」

　彼女はなんだかもじもじとしたまま、こちらをうかがうように視線を向けてきます。

「ボクね、このマキビシを──あっ……！」

　その時です。手にしていたマキビシ袋を指の先で持ち替えようとしたドクロちゃんは、〈ばらばららら〉っと、マキビシ袋の中身、百二十個のマキビシを床にばらまいてしまったのです。

「きゃっ！」

　慌てて拾おうとするドクロちゃんと、思わず一いつ緒しよに手伝おうとする僕がしゃがんだのは同じタイミング。

「桜くん、いいよっ」

「うぅん、大だい丈じよう夫ぶ。あ、こんな方にも飛ぎぃぃぃにゃああああああッ!!」

「きゃああああああっ!!」

　二人の声が重なったのは、

　まきびしを拾おうとした僕の手を、ドクロちゃんが上からぎゅっと押さえつけたから。

　突然の出来事に、触れあったポーズのまま顔を上げ、不意に見つめ合ってしまう僕とドクロちゃん。

「ご、ごめんなさいっ！」

「あッ血がッ！　ウッ！　僕の手があッ!!」

　僕たちは慌てて手をひっこめて、かき集めるようにマキビシを拾って立ち上がります。僕は自分の手に刺さったマキビシをドクロちゃんに見せつけます。「ありがとう」と言ってマキビシを抜き取るドクロちゃん。

「……、……」

「…………、……ッッ!!」

　赤面し、うつむく二人。

「ド、ドクロちゃ──!!」

「あっ！」

　彼女はなにかを思い出したように顔を上げ、

「ごめんボク、もう、行かなきゃ……。穂ほ坂さかさんと約束してるの」

「まて！　逃げるな!!」

　マキビシの刺さっていた手のひら。よみがえるその激痛に鼓動が跳ねます。

「お客様」

　そこに突然姿を現したのは、背が鬼のように高く体中の筋肉をてかてか光らせた、眉まゆ毛げのない弁べん髪ぱつの男性でした。

「ぎゃああ！　な、だ、誰だれ!?　誰ですか!?　新しい天使ですか!?」

「いえ、この店の店長を務めますミハイロフです」

「あ、あなたがミハイロフさん!?　ご、ごめんなさいすいません！　今すぐこのアホ天使を静かにさせますから、ど、どうか、命だけは……！」

　僕はそのお兄さんに慌てて謝って、ドクロちゃんを取り押さえようとしますがミス！　彼女は木刀で早素振りをはじめてしまい、カマイタチが発生していて近づけません。

「いえ、あの、実は商品のお代の方が……」

　でも、ミハイロフさんは僕へと近づいてきます。

「お代って、ドクロちゃん、もしかしてお金払ってないの!?　だめだよ！　それは万引きだよ!?」

「えー？　ボク、お金はらったよー？」

「は、はい??」

　店員さんは弁べん髪ぱつをぴっと後ろにはねのけ、混乱することしきりな僕を見下ろします。

「そちらのお客様のお代の方が、少々不足しておりまして」

「い、いくら、足りないんですか!?」

「合計一万三千九百八十円で、七千円払っていただきましたので、残り六千九百八十円程になります」

「ちょ、え!?　まって!?　それらはすでに購入済みなの!?　そしてなんで僕の支払い能力を測ったようにぴったりな金額が僕に回ってくるのさ！　もう僕残り二十円じゃん!!　初日に破産したよ!?　待ちなさいドクロちゃん！　木刀で早素振りをしたままどこに行くんですか！　話はまだ終わってないんですよ!?」




　　　　★




　太陽を西に沈めた空は夕方から夜へと、その色をちゃくちゃくと変えつつあります。

　たどり着いた旅館は六階建て。玄関の脇わきにはもちろん『歓迎　聖ゲルニカ学園☆修学旅行御一行様』のプレートがばっちり掲げてあって。生徒達たちはつぎつぎと明るい玄関で靴を脱ぎ、スリッパを履はき、事前に届けられていた自分の荷物をロビーで探していました。

　二泊三日の本拠地、京都の老舗しにせ旅館、『巻まき舌じた荘そう』。

　その玄関の前に立ちつくしていた僕は、暗くなり始めた空を見上げるようにして、今日一日を振り返ります。

「──くっ！」

　だめです振り返りたくありません！　僕は切なくなって、制服のシャツを心臓のあたりで握りしめます。

　心身共にへとへとになった身体からだを、僕はタマシイで引きずるように前へと進みます。まったく大変すぎる修学旅行初日でした。初めからこれでは先が思いやられます。静しず希きちゃんに告白するどころか、このままでは今後、彼女にワケのわからないヒトとして扱われてしまうかもしれません。

「うぅぅぅ……ッ」

　よくない想像の悪あく循じゆん環かんが、ものすごい勢いで僕の気力をそぎ落としていきます。力無く旅館の入り口で靴を脱ぎ、クラスごとに指定された場所へと放り込みます。僕は取り出した茶色いぺなぺなしたスリッパに足を入れ、廊下に敷かれた絨じゆう毯たんの上を歩き始めます。隣となりにいた天使の少女は、ロビーでお出迎えしてくれている女将おかみさんに元気よくご挨あい拶さつ。彼女につられて会え釈しやくする僕の頭に、その時ふと、ある思いがヨギリます。

　今日、聖ゲルニカ学園のみんなは、この『巻舌荘』に宿泊します。それはすなわち、僕と静希ちゃんは同じ屋根の下で、寝食を共にするというコトです。

　──濡ぬれた手で電気プラグを触ってしまったようなショックが、身体を撃うち据すえました。

　僕は、僕はなにを落ち込んでいるのでしょう。まだ、今日という日は終わってなんかいないのに！

　宮みや本もとのしおりを借りて書き写した、静しず希きちゃんが実行委員長としてシタタメたメッセージを、もう一度ポケットから取り出します。そしてそれに目を通した僕は、理由もなく悟るのです。

〝チャンス〟と〝試練〟は、同義だと。

　巡ってきたチャンスをモノにするには、それ相応の努力が必要です。今の僕にはまだ努力が足りないだけ。できないからって諦あきらめるほど、僕の静希ちゃんに対する気持ちは小さいものだったの!?

　……否いな!!

　僕の気持ちは本物です。静希ちゃんはこう望んでいるのです。チャンスという名の試練を乗り越え、僕がこの京都を、修学旅行を、なにより弱い自分を圧倒し、本物の漢おとこになるコトを……!!

　不思議なコトが始まります。幼なじみの真意に気づくやいなや、くたくたに疲れ切っていた僕のボディーは、まるで液体窒ちつ素そで急速冷凍された金魚が水を得たように、みるみるぴちぴちと回復していくのです。

（ぅぉォォオオオ───ッ！）

　廊下の突き当たり。高みへと続く階段を見上げ、僕は拳こぶしを固めます。

　こんなトコロでへこたれている場合じゃありません。昼間は昼間のこと。キモチを切り替えなければいけないのです。くよくよしている暇ひまはない。待っていて静希ちゃん！　僕は必ず〝試練〟を乗り越えて、キミの元へたどり着いてみせるから！

「よーし、ドクロちゃん。どっちが先に部屋にたどり着けるか競走だ！　よーい、どんっ！」

「あぁっ！　ずるい！　まってよ桜さくらくーんっ！」








★特急編へとつづく★
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　ドクロちゃんたちが修学旅行を満喫する京都は突き抜けるような快晴に恵まれていましたが、そんな近きん畿き地方とはうってかわり、サバトちゃんがいる関東地方には断続的な強い雨が降り続いていました。いつまでたってもやまない豪ごう雨うの前に、ついに築二ヶ月のサバトちゃんハウスは倒とう壊かい。熟睡していた彼女は飛び起き、そのありさまに泣きはらします。

　行き場を失った天使の少女、サバトちゃん。彼女は雨に打たれながら暗く冷たい街を放浪、近くにあったコンビニエンスストアに活路を求めました。

　しかし、たどり着いた約束の場所、いつも明かりを絶やさぬハズのコンビニにはシャッターが下ろされ、そこには『閉店しました』の張り紙が。下着までずぶぬれの天使はコンビニ横の駐車場でひとり立ちつくします。

　胸に去来するのは、のら猫のような彼女にとても親切にしてくれた店長夫婦や、アルバイトのお姉さんとの楽しかった想おもい出ばかり。

　霞かすむ視界。降り続く雨。再び彷徨さまよい始めたサバトちゃんが次に足を止めた場所は『聖ゲルニカ学園』の正門前。

　彼女に残された最後の希望は、桜さくらくんでした。

　ここには、いつでも自分を気にかけてくれたあの男の子がいるハズです。彼ならば、きっと桜くんならば……！

　けれど、彼女が見つけたのはガランドウの二年Ａ組の教室と、彼らが修学旅行で〝キョウト〟という場所へ旅立ち、あさってにならないと帰ってこないという事実でした。

　その場に崩れ落ちるサバトちゃん。廊下に、すりきれた制服から染しみ出た雨水がゆっくりと広がっていきます。




　それはさておき、修学旅行初日の桜くん。

　彼は最初の名所、清水の舞台では身体からだを京都の街に空中散布されました。映画村にいたっては、入園して早々に迷子になってひとりぼっちでうろうろ。あげく、新しん京きよう極ごくではおみやげ屋さんにて、ついに巡って来た千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスまでもミスミス棒に振ってしまったのです。しかもお小こ遣づかいは残り二十円ときたもんだ。実にさんざんな一日だったと言いきって差し支えないでしょう。

　桜くんの恋の行方ゆくえは、いったいこれからどうなってしまうのでしょうか。

　時は『巻舌荘』での夕食の直後から。修学旅行後半《特急編》が始まります。
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　旅館のロビーはひんやりしていて、火ほ照てってしまった身体からだを心地よくしっとりと冷やしてくれます。

「ふぁぁ……」

　夕食のメニューが本当に京風すき焼きだったとは……。驚おどろきを通り越して僕はエスパーなのでしょうか。そんな皮肉な運命に、夕ゆう餉げではついついエキサイトしてしまいました。舞台になったのは大広間。広大なたたみ敷きに二列一直線に配置された長方形の座卓の両側、ゲルニカ生徒はずらりと並びます。飢えた中学生にとって、そこはまさしく生き馬の目を抜くが如ごとき熾し烈れつな戦場でした。告白を前にした僕に必要なのは、まず体力。食卓を囲む大食い男子の名誉と誇ほこり、競争意識が相マリまして、箸はしの動きはエスカレイティド、止まりません。僕は誰だれよりも米粒一つでも多く食べようとした結果、

「うぷ……っ」

　溶き卵もモドカしく、顎あごが痛くなるほど肉肉野菜肉野菜が詰め込まれ見事に膨ふくれた腹。

　くたくたに食い疲れてしまいました。でも今はこの涼気がなによりも心地よく、僕はようやくほっと息をつきます。

　そして、じわりとしみ出してくる想おもい。

　あんな弱肉強食エリアでも、視界の端にはずっと幼なじみの姿が。和なごやかに箸が動く女子のテーブルにいた静しず希きちゃんという大切な想いビトがいたから、僕は他ほかの誰よりもがんばれたのかもしれません。彼女のにぎっているお茶ちや碗わんになりたい。そんなおとぎ話フエアリーテイルがココロを支えてくれました。ゆえに、ここで手に入れたエネルギー、すべて静希ちゃんのために使う所存。

　僕は自動販売機の側面によりかかりつつ、旅館に一つしかないエレベーター脇わきにある、『巻舌荘』の見取り図を見上げます。

　この巻舌荘は六階建て。一階にはロビーや受付、さっきまですき焼きを食べていた大広間、大浴場やおみやげ売り場が収まっていました。そして三階から六階が主に客室。僕たち生徒の部屋が割り当てられています。今日の旅館は、ほとんど聖ゲルニカ学園の生徒によって貸し切り状態となっていました。

　夕飯もおわり、本日残されたスケジュールはお風ふ呂ろと消灯時間だけです。それ以外はすべて自由時間。柱時計が刻む現在時刻は七時二十分。館内の電気が消えてしまう時刻は十時三十分ですから、残り時間はあと約三時間となっています。

　いつもは学校で昼間だけしか一いつ緒しよにいられないクラスメイト達たちと、一日中一緒にいられるんだという〝常ではない夜〟。そこに身を置いているんだという不思議な幸福感が〈じぃん〉と体内に発生します。

「ん？」

　ふと、僕は見取り図の中に〝遊技場〟という文字を見つけます。なにげなく、矢印の指示通りに足をのばしてみれば、

「た……卓球場!?」

　大変です！　広間に卓球台が四つもあります！　まだ他ほかのクラスの生徒には見つかっていないらしく、だれもいないのはまさしく僥ぎよう倖こう。一刻も早くクラスのみんなに報告せねばなりません。これなら女の子も誘さそって、みんなで大盛り上がりの卓球王選手権マチガイナシです！

　急いでエレベーターまで戻り、僕は扉の脇わきにある△うえボタンを連打します。けれど、電光表示は六階を示したままピクリともヒクリとも動きません。僕は自分の部屋が三階だというコトを思い出し、

「うおりゃぁぁぁぁぁぁっ！」

　一気に階段を駆け上がり、自分達たちの部屋である『ユッケの間』に突入しました。

「おいみんな聞いてくれ！　下に卓たつきゅ〈ずめし!!〉オボぁッ!!」

　顔面に突とつ如じよ、重くどっしりとしたソバ殻まくらがＨＩＴしたので、僕はそのまま大きくのけぞりブリッジで身を支えます。

「な、なぁぁご……ッ!?」

　バネ仕掛けのように起きあがり、部屋の異変に気がつきます。

　僕たちが夕飯を食べている間に、横幅だけなら教室よりも広い二十七畳『ユッケの間』は、たたみを覆い隠すがごとく布ふ団とんが敷き詰められていました。

　そして、手に『まくら』を握りしめ、踊るように布団の上を駆けめぐる十三人と三匹の仲間たち。

「こ、これは……！」

　そう、『ユッケの間』は、既すでに戦場と化していたのです。

「あぶねえぞ桜さくらッ！」

　野球部のピッチャーとして活かつ躍やくするエース、宮みや本もとが駆け寄ってきて、僕の顔面にジャストミートしたまくらを素早く拾い上げ、周囲から殺到するまくらを「おりゃああっ!!」とはじき返します。

「なんなんだよコレ！」

「最初はささいなお遊びだった……。しかしそれがいつの間にか……ッ！」

　死力を出し切った宮本が、がっくりと布団の上に膝ひざをつきます。

「まさか、おまえたち『脱衣まくら投げ』をッ!?」

「痛いつっ！〈ずきん！〉」

「大だい丈じよう夫ぶか宮みや本もと!?　はっ！　おまえ、もうトランクス一丁じゃないか!!」

　クラスのみんなが不自然に薄うす着ぎで、確かにおかしいとは思ったのです。

『脱衣まくら投げ』──それは、二チームにわかれて争う通常のまくら投げのルールに加え、まくらが着弾した部位の衣類は剝はぎ取られるというセリエＡあー方式、ワンランク上のまくら投げのコトです。ＨＩＴを防ぐためにジャージをまくり上げ、腕でまくらをガードしたり、まくらでまくらをはじき返したりと、いかに脱衣を逃れ、相手を裸体にするかを競う戦略性の高い知的なゲームなのですが、同時にとても危険であるため、本来は僕たちの紳士協定により禁止されているハズなのです。しかし、彼らはその誓いを破った！

「宮本はまだ生きてるぞ！　下腹部をねらえ！　全弾当てるんだッ!!（佐さ々さ木き）」

　彼にとどめを刺すべく、敵チームのリーダーであろう佐々木の指令を合図に、一斉にまくらがこちらに殺到してきます。

「くそッ！　これまでか……!!　ぜ、全裸にッ!!（宮本）」

「宮本ぉーッ!!」

　彼と同じチームの梅うめ沢ざわの絶叫。宮本めがけ、三六〇度。全方位からまくらの集中砲火が襲おそいかかります。

　僕は、とっさに、

「『秘技──」

　小学校時代からの親友の前に立ちはだかり、

「布ふ団とん隠れ』ッ!!」

　足の指で布団の端を摑つかみ〈ずばぁぁん！〉と、めくり上げるのです。

『なにぃぃッ!?』

　出現する寝具シールドに〈ぼすぼすぼすッ！〉と、すべてのまくらはその威力を失い、地に落ちていきます。これぞ『布団隠れ』。この秘技の前には、あのドクロちゃんだって反応できなかったのです！

「桜さくら 、おまえ……」

「宮本なにやってるんだ！　野球部エースのおまえなら避よけられたハズだろ!?」

　寝具シールドの陰で、宮本は苦しげな声を出します。

「すまない油断した。それより気をつけろ。佐々木は、ヤツの実家は布団屋なんだ！」

「な、なんだって!?」

「今俺おれたちは全滅の危機に瀕ひんしている。なあ桜、頼たのむ。もう一度だけ『夜仮面』になってくれ！」

「お、おまえ、なんで僕が『夜仮面』だというコトを!!」

「ばかやろう。俺たち、親友、だろ？」

　ぎゅん、と、僕の身体からだが宮本のコトバに反応します。

「……わかった。お前を全裸にさせてしまったら、ちえりちゃんにもうしわけが立たない。任せろ！　瞬しゆん殺さつしてやるッ!!」

　僕は宮みや本もとと拳こぶしを合わせ約束を交わした後、「とりゃあ！」と、バリケードと化した布ふ団とんから彼を残して飛び出します。目指すは部屋の隅、自分のバッグが置いてある場所!!

「ばかめ!!　飛んで火にいる夏の虫だ!!　桜さくらをハダカにしてしまえ！（佐さ々さ木き）」

　扇状に隊列を組んだ敵チーム一個小隊が、布団屋のせがれ、佐々木の指示の元、一斉に僕めがけてまくらを撃うち放ちます。敷き詰められた布団の上、僕は片手で側転しながら迫りくる弾幕をなんとかかいくぐり、部屋の隅に華か麗れいに到達。勢いはそのままに、カバンの中からアイマスクをつかみ取り、再びそこから離脱します。

『変・身───ッ！』

　壁を蹴けり、手にしたアイマスクを空中で装着。〈ずたっ！〉と、布団の上に着地。くねらせていた身体からだを引き締め、片かた膝ひざを付き、両腕を翼つばさのように広げます。

『深夜率一二〇％観測ッ!!』

「あ、あれは『夜仮面』ッ!?」

「夜仮面？　おい西にし田だ、なに言ってんだ？　あれはただの桜だろ？（佐々木）」

「そうか、佐々木は俺おれたちと違う小学校だったから知らないのか。よく聞け！　『夜仮面』とは、小学校一年の時のお泊り会で初めて俺たちの前に現れ、それからずっと『脱衣まくら投げ』界の頂点に君臨している謎なぞの紳士なんだ！」

『げ、げげ───!?』

　たじろぐクラスメイト達たちの前に現れ、ポーズを決めたままビドウダにしなかった紳士は、そこで屹きつ然ぜんと立ち上がります。

『布団の上なら常勝無敗!!　夜の帝王〝夜仮面〟！（首から装着した掛け布団を〈ばさぁッ！〉）ねない子、だれだ!?』

「夜仮面！（宮本）」「来てくれたんだ夜仮面！（木き村むら）」「あいつらをやっつけてくれ!!（岩いわ倉くら）」「ウキィー！（松まつ永なが君）」

「よおし！　どっからでもかかってこい！　『夜パンチ』と『夜キック』をお見舞いしてや痛イッ！　くそう！　どこからまくらを投げている！　アイマスクでなにも見えない！　卑ひ怯きようだぞ!!」

「こいつ、ばかかもしれない！（佐々木）」

「夜仮面！　アイマスクを取るんだ！」

　紳士は服を一枚脱ぎながら、宮本の助言にアイマスクをおでこまで上げ、九死に一生を得ます。

「見える、すべてが!!　なら食らえッ！『夜ブーメラン』！」

　夜仮面の手から螺ら旋せん状に放たれた七つのまくらは敵陣営に一直線。しかし、佐々木達はそれらを素早くかわします。

「な、なんだ。　たいしたコトねえじゃねえか！　脅おどかしやがって！（佐さ々さ木き）」

「……はたして、そうかな？（夜仮面）」

　彼らの背後に飛び去ったまくらはおのおの七色の尾を引き、すさまじい回転をしながらＵターン。加速しながら敵ターゲットの背後を襲おそうのです。

「うぎゃあっ！（佐々木）」「おうっ!?（遠えん藤どう）」「ぐあっ！（西にし田だ）」「ごハっ！（石いし田だ）」「おのれぇっ！（岩いわ倉くら）」「どうなってるんだこれ!?（渡わた辺なべ）」「きゃいーん（吉よし田だ）」

　敵チームはつぎつぎと服を脱いでいきます。

「よぉし！　一気に行くぞ！　宮みや本もと！　まくらはもっとないのか!?」

「たぶん押し入れの中にまだあるハズだ！」

「よっしゃあー！」

「た、退却ー！　みんな引くんだぁッ！（佐々木）」

　夜仮面はバク転であっという間に押し入れに近寄り、〈すぱぁんっ！〉とふすまを開け放ち、逃げる標的ターゲットを目でとらえつつ両腕をふとんの中に突き入れ、

「逃がすものか！　くらいやがれ！　奥おう義ぎ！『ミッドナイト──」

　ガード不可能超ちよう必ひつ技わざを繰り出そうとした瞬しゆん間かんでした。

「パーティ〈ぷにゅんっ！〉ッ!?』」

　驚きよう愕がくは、手の平から。それは僕の脳内だけに聞こえたすてきな音おん響きよう 。

「な……なぁっ!?」

　まくらにしてはとっても柔らかすぎる手て応ごたえに、夜仮面の動きは海底に錨いかりを降ろした船のように完全に固定されます。そんな紳士の異変に、『ユッケの間』を散り散りに逃げていた一同は、こちらを恐々とうかがいつつ、その視線を押し入れに両腕を突っ込んでいる夜仮面に注ぎます。

「これは……この感触は……!?」

　夜の帝王はぎこぎこと、油が切れたギアの如ごとく後ろを振り返り、

「ぅぅうん──ん……っ？」

　聞こえたくりくりヴォイスと共に、発見します。

　積まれた布ふ団とんと布団の谷間、まくらに紛まぎれて埋もれていたのは、小さいカラダにこれでまだまだ発育中、とっても中学生には見えないスタイルと柔らかさを兼ね備えた天使の少女。

「ド、ドクロちゃんッ!?」

「あ……桜さくらくん……？」

　夜仮面は彼女の胸のふくらみを、まくらとまちがえておもいっきり摑つかんでしまっていたのです。

「い、いやぁゃゃぁぁ──んっ!!（天使の少女）」

　その柔らかさは我々の想像力の範はん疇ちゆうを超え、手のひらを押し返してくる弾力は今まで認識してきた現実を凌りよう駕がして、夜仮面をからめとりました。吸い付いて、離れません。

「やばい！　『脱衣まくら投げ』は一時休戦、全員急いで布ふ団とんのなかに潜もぐれぇ!!（宮みや本もと）」

　彼らが急いで布団に潜り込んだ瞬しゆん間かん、その布団に掛かっていた純白のシーツは、紅くれないのシャワーによって鮮やかに染まりました。

　なぜなら、天使の少女が振り下ろしたとげとげバット『エスカリボルグ』が『夜仮面』を〈ちゅぼぶっ！〉と、粉砕したからです。

　赤く散りゆく夜仮面。鋼鉄の衝しよう撃げきに吹き飛ぶ意識は暗転に次ぐ明転。そして果てしなく落ちていく感覚から一転、深海から急浮上するかの如ごとく、奇妙な光と空気に包まれたのです。
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　からん、ころんと、乾いた木を鳴らすような音が響ひびいた。

　再び訪れた《あの》場所──目の前では、あの糸目の青年と、見覚えのある少年が向き合っている。

　件くだんの軽い音は今、少年の懐ふところから聞こえていた。

　青年が彼にそっと手を伸ばす。

「その懐の物を、こちらに渡してください」

　少年はうつむいたまま、ふるふると首を横に振った。

　見つめる草くさ壁かべ桜さくらの視界には、少年が懐に持つ物がちらりと見えた。

　そこには小さな、しゃれこうべが一つ──

　外れかけたその顎あごが震ふるえて、からからと音を鳴らしていた。

　糸目の青年がなだめるように言う。

「貴方あなたは鬼に魅み入いられているだけです。それを渡してください。妹さんも心配しています」

「……いやだ……これは……僕のだ」

　険しい声で少年が呟つぶやいた、その次の瞬間──
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　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　遥はるかなビジョンをたたき割るソリッドなる目覚め。

　気がついた時には、僕はじゅるじゅると布団の内部から吸い出されるように移動して集結。京都らしく日本舞踊のように魔ま法ほうのアイテムを操った天使の少女により、元通りの夜仮面へと復活していたのです。

「桜さくらくん平気!?」

「いや、今の僕は『夜仮面』だ」

「夜仮面さま!?」

「ひどいじゃないかドクロちゃんっ！　い、いくら、寝ぼけてたからって！　だいたいここはキミの部屋じゃないでしょ!?　しかも押し入れなんかで寝てーッ!!」

「ボ、ボク、寝てなんかないよ？」

「ウソばっかり！　目が３じゃん！　まだ眠たくって目が数字の３!!　寝てた証拠！　キミが夕食の後かたづけ係だったのにいなくなっちゃってたから、僕が山やま崎ざき先生になぜか怒られて、残って片づけやらされたんだからね!?　だから僕はもう『ドクロちゃん係』はいやだっていったのに……！」

「ごめんなさい夜仮面さま！　でも、夜仮面さまがボクの……ボクのを……びっくりして目が覚めるくらいぎゅって!!」

「ち、ちがうよ誤解だよ！　僕はまくら投げのまくらを取ろうとして、そしたらドクロちゃんがみっしり詰まっててッ！」

「えっ？　みんなでまくら投げしてたの??　じゃあ、ボクも混ぜてよ──！」

「だめだめ。だってこれは、女によ人にん禁制の『脱衣まくら──」

「えいっ♡」




　きゅぼあ──ッ！　〈ばらりッ！　ずゅぼぼぼぼぼぼぼぼはッ──!!〉




「えぇぇえッ!?」

　天使の少女が投げたまくらは、超多弾頭ミサイルの如ごとく空中で分解、中身のソバ殻が散弾銃のように散らばり、それぞれが音速の壁を突破、ソニックブゥムと共にこちらに迫って来ました。僕はとっさに発動させた〝夜神経超融合ブレイク〟によって、考えるよりも先にしゃがみます。その背後、たてかけてあった旅館の座卓が〈ぼがんっ〉と破裂、四散します。

「も──、よけちゃだめだよ、夜仮面さま！」

「ムチャだよドクロちゃんッ！　そんなニードルガンみたいになるまくらはキャッチできない!!」

　けれど天使の少女は止まりません。「えー？　なにーっ？」と言いつつ彼女は僕へ、摑つかんだまくらを片手で〈ぎゅおんッ！〉

「よ、避よけられない!?　くっ！　ならば……夜─ブレイン起動ッ！　『布ふ団とん隠れ零ゼロ式シキ』ィッ!!」

　数あま多たの布団が僕の前に要よう塞さいのゴトキ壁を築く、夜仮面最強の防御技『布団隠れ零ゼロ式シキ』。しかし、

〈びすびすびすびすびすびすびすっ!!〉

「だ、だめだ！　『布ふ団とん隠れ零式』も突破される！　音がもうすぐそこまで来てる！　いやぁぁ！　ねえみんな布団の中からでてくるんだ！　僕を助けてぇぇ……ッ!!」

「がんばれ夜仮面さま！（宮みや本もと）」「負けるな夜仮面さま！（西にし田だ）」「夜仮面さまが負けるトコロなんて見たくない！（佐さ々さ木き）」
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「はぁ……はぁ……はぁ……」

　満まん身しん創そう痍いの夜仮面は、最後の手段として「おんなのこは女子の部屋に」とドクロちゃんを説得。丁てい寧ねいに『ユッケの間』の出口までエスコートするコトにより、みんなの平和を守ったのだ。ありがとう、夜仮面。すさまじいぜ、夜仮面。

　しかし、平和がすなわち心の平へい穏おんと言うわけにいかないのが世の常。いまや『ユッケの間』はひどいありさまでした。

　まくらのなかにあったソバ殻は部屋中に飛び散り、乱れまくったシーツと布団と掛け布団にブレンディ、室内はまるでティッシュを入れたまま回してしまった洗せん濯たく機きの中みたいにごちゃごちゃになっています。肌の多くの部分を露ろ出しゆつし、荒い息をつく男達たちから立ち上る湿気により窓ガラスは結けつ露ろ、水滴がスジを引いて流れています。

「そういえば桜さくら 、おまえさっき部屋に入って来た時、なにか言おうとしてなかったか？」

「いや、……もう、いいんだ。それより宮本」

「おう」

　僕は倒れ伏していた布ふ団とんから上半身を起こし、疲れ切って壁にもたれかかっていた宮みや本もとに提案します

「とりあえず、この部屋は後でどうにかするとしてさ。汗もかいたし、そろそろお風ふ呂ろ行かないか？　もうすぐ僕たちのクラスの時間なんだけど」

　途方に暮れなずんでいたクラスメイトたちが、ゆっくりと、僕を見ました。




　　　　★




　というわけで、僕たち二年Ａ組男子は「いや、俺おれ、あ、あとで入るよ!!」と、かたくなにみんなとのハダカのつきあいを拒絶した岩いわ倉くらに、その理由を追求しないかわりに部屋の見張り番を押しつけ、階段をぞろぞろと一階まで降りてきました。

　手にバスタオルや替えの下着をもてあそびつつ、受付のお兄さんに挨あい拶さつ、ロビーを抜け、ガラス越しに玉たま砂じや利りのしかれた中庭を眺めながら進めば、紺こんと朱に染め分けられた〝のれん〟が登場。浴場エリアへの入り口です。

　僕たちは急に無口になりました。それは、三十二の瞳ひとみが右手、『女湯』と書かれた朱色ののれんを見つめているから。けれど、それをくぐることは決してかなうことのない夢。僕らは吐と血けつしながら左手の『男湯』、紺色ののれんをくぐり抜けるのです。

　目の前に現れたのは、曇くもりガラス製の引き戸。前に立っただけで伝わってくる、大浴場の熱気が、扉の向こうへの期待を増幅させます。

「ん？」

　生活指導の権ごん藤どう先生が張ったのでしょうか。扉には、プリントされた今日の入浴の時間割が貼はり付けてあります。もちろん今はＡ組の番。そして一クラスに割り当てられた入浴時間は二十分と再確認。ぐずぐずしてはいられません。僕たちは互いに頷うなずきあいます。

　先頭にいた僕は〈がらがら〉と曇りガラスの引き戸をあけて、脱衣所へと足を踏み入れます。

　するとそこには、白磁器のように滑なめらかな肌を、とれかけた下着のみで覆おおった天使の少女がたたずんでいました。

「………………っ!!」

「………………ッ!?」

　しかも、その手に余る胸を隠しながら、とっさにカラダをこちらへとひねり、微かすかに浮く肋ろつ骨こつをきわだたせるように振り向いたアングルで。

「いやぁぁぁぁぁぁぁんっ!!」

「うぉあぁああああぁぁッ!!　みんな、来ちゃだめだーッ!!〈がらがらびしゃーん〉」

　見られてしまったモノと見てしまったモノ。二人の間でチャージされた驚きよう愕がくの呼気は、一拍の後に絶叫となります。後ろ手でとっさに扉を閉めた僕は、どうにかクラスメイト男子達たちの命を救うコトができました。

　なぜなら次の瞬しゆん間かんには、天使の少女はこちらに向かって致死性のコミュニケーションをとってきたからです。そしてそのメッセージとは、硬いトゲトゲのいっぱい付きすぎた鋼鉄の凶器。僕の身体からだは叩たたき潰つぶされ、〈ぶりゅあッ!!　ぷりゅぷりゅぅっ！〉と、力を入れすぎて変にちぎってしまったお弁当についてくるお醬しよう油ゆパックみたいに勢いよく飛び散り、扉の曇くもりガラスに音を立てて付着しました。その鮮やかな色彩を目の前にしたクラスのみんなは、決して中に入ろうとはしなかったのです。

　そして、身体からだ同様に砕け散ってばらばらになった僕の意識はやがて、まるで今までが眠りの中にあったかのように、うっすらと覚かく醒せいをはじめるのです。そう、そこは──
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　無数のしゃれこうべが、少年を囲んで宙に舞っていた。

　からからからと、骨の鳴る音はうるさいほどである。

　それを見守る糸目の青年が、す──と、眼めを据すわらせた。

「仕方ない──少し、荒っぽくなりますが……」

　青年の手元に、一枚の符が翻ひるがえった。

　どくろが群れとなってその周囲に殺到する。

　──決着は、あっけなくついた。

　青年が素早く放った一枚の符は、少年の抱えたどくろにべったりと張りついていた。

　その途と端たんに、どくろの群れも霧きりとなって搔かき消えた。

「……あ……あれ、僕……？」

　我に返った少年が戸惑うのへ、糸目の青年がさっと歩み寄り、その手からどくろを取り上げた。

　そして背後に優やさしく声を張る。

「日下部くさかべのお嬢じよう様さま、もう済みましたよ。兄上はご無事です」

　青年の声に呼ばれて、道の陰から幼い少女が飛びだした。

「お兄ちゃん！」

　甲高く叫んで、少女は勢い良く少年に抱きついた。

　少年は戸惑いながら、妹と思おぼしき彼女を見る。

　その場面を夢のようにして見つめる草くさ壁かべ桜さくらもまた、驚きよう愕がくにその眼を見開いた。

　少女の髪の色は黒かったが、その顔はまさに良く知ったものである。

　そして眼を疑いながら見直した少年の顔は──自分に、そっくりだった。

「保やす胤たね先生、ありがとう！　お兄ちゃんも、ちゃんとお礼を言って」

　無邪気に少女が礼を告げる中、草くさ壁かべ桜さくらの視界は暗転し、そして──
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　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　エスカリボルグの先端から魔ま法ほうの癒いやし系ビームを発射。

　天使の少女はくしゃくしゃにして足下に脱ぎ捨ててあった体育着を慌てて身につけ、おしりを床につけてショートパンツに両脚を入れ腰の位置までずり上げ膝ひざ立だちになったあと、矢継ぎ早に天使の力をエスカリボルグへと注ぎ込んだのでした。

　すると、閃せん光こうを照射された赤黒い液体はキラメキと共に消えていき、ステージ後方から無敵のバリアーに包まれた新しい僕が画面の中に登場です。

「ぅう……、ドクロ……ちゃん？　あれ、髪の色、いつのまに元に──」

「？　桜くん？」

「──はっ!?　僕、さっきまでいったい何ど処こに!?　あの糸目のお兄さんは誰だれ？　ま、まさか、あそこは昔の京都、つまり『陰おん陽みようノ──！」

「もう、桜くんたらとぼけちゃって！　いくら修学旅行でも、していいコトとわるいコトがあるんだもんっ……！」

　僕の周囲に展開する無敵バリアーをすれ違いざま突き破り、彼女は顔を火ほ照てらせたまま脱衣所から走って外に出て行ってしまいます。僕にはもう、それを見送るほかに術すべはないのか。

「お、おい桜、なんというか、ご苦労……」

　ドクロちゃんが閉めずにいってしまった扉から、クラスの男子が脱衣所に入ってきます。僕は宮みや本もとの手を借り、立ち上がります。

　改めて眺める脱衣所は奥に細長く、右の壁かべ際ぎわにずらっと教室の後ろにあるようなロッカーがマス目状に並び、左手が浴室につながる曇くもりガラス戸になっています。

　僕たちはそこで服を脱ぎ、籠かごに入れ、浴場に続く曇りガラスのドアをカラカラと開けました。

　するとそこには、まるで内臓をごっそりえぐり取ってしまったんじゃないかというくらい肋ろつ骨こつを浮き上がらせた、ひょろりと背が高く、長い真ピンクの髪を直立させ、細いサングラスをしたピアスだらけの不審人物がたたずんでいました。

「………………っ!!」

「………………ッ!?」

　しかも、その手に余るモヒカンを隠しながら、とっさにカラダをこちらへとひねり、あからさまに浮き出た肋骨をきわだたせるように振り向いたアングルで。

「い、いやぁぁぁんッ!!　ユ、ユゥは桜さくらくん!?　突然なんなんザンスかぁ───ッ!?」

「うぉあぁあああぁッ!!　みんな、来ちゃだめだーッ!!〈がらがらびしゃーん〉」

　見られてしまったモノと見てしまったモノ。二人の間にチャージされた驚きよう愕がくの呼気は、一拍の後に絶叫となります。後ろ手でとっさに扉を閉めた僕は、どうにかクラスメイト男子達たちをトラウマから救うコトができました。

「っていうか、それはこっちのセリフですよザンスさん！　早く前を隠してください！　なにを堂々としてるんですか！　そもそもなんであなたがこの京都にッ!?」

「コ、コレには深い理由が──！」

「いいわけするなッ!!」

「理由を聞いておいてそれは酷ひどいザンス!!　あッ!!　熱ゥっ!?　やめるザンス！　熱湯シャワーはッ!!　モヒカンは！　モヒカンだけは堪かん忍にんするザンス──ッ!!」

　続いて浴室にエコーする鈍い打だ撃げき音おん。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　僕は懸けん命めいにザンスの身体からだを排水溝に押し込み、最後に残ったザンスのピンク色の頭髪を洗面器のお湯で流したあと、扉を開けました。

「どうぞ……お入り下さい……」

「うおー、広いなやっぱー！（佐さ々さ木き）」

「桜……」

「なにも言うな、宮みや本もと……」

　浴室は『ユッケの間』ほど広くないにしても、二十人弱のクラスの男子を受け入れるのには十分な広さでした。水色タイルの壁、正面が大きな浴よく槽そうになっていて、両壁に先ほどザンスに使用したシャワーや蛇じや口ぐち、鏡がずらりと設置してあります。

　僕はプラスチックの低いイスに座り、イヤな思い出を洗い流してしまうかの如ごとく洗面器に溜ためたお湯をいっきにかぶりました。

「やっぱり、宮本いい身体してんなぁ。上半身とか見事に逆三角形だし、まさしく野球部だよな」

　左ひだり隣 どなりで身体を洗い始めた宮本を鏡越しに横目で見つつ、僕は手の平でセッケンを泡立てます。

「一応なー！」

「でもさ……、桜だって、いいカラダ、してるよ……」

　右隣の西にし田だが、こっちを向いています。

「ありがとう西田。でも、そんな熱っぽい視線で僕を眺め回すな!!」

　身体を洗い終わった順に湯船に飛び込んでいけば、あっというまに湯の中の人口密度はウナギノボリ。風ふ呂ろ場ばで反はん響きようする水音や声で賑にぎやかなコトこの上ありません。

「なんででっかい風呂は気持ちいいんだろうなぁ！」

　タオルを頭の上に乗っけた宮本が独り言のように大きく息を吐きだします。

「ん……？　どうした桜さくら 。さっきからだまりこくって。……おい、おまえそんなに気にするコト無いぞ？　桜のは、きちんと人並みだと思うぞ？」

「なに言ってんだよ!!　ちがうよ！　なあ、なにか、変な音、っていうか、声が聞こえないか？」

「は……？　ん？　ほんとだ。おい！　ちょっとみんな、静かにしろ！　声を出すな!!」

　よく通る宮みや本もとの突然の指示に、クラスメイト達たちは不審に思いながらも口を閉じます。

　そして、それは聞こえてきたのです。





〝わぁ、ドクロちゃん、やっぱりおおきぃぃーっ！〟

〝きゃうんっ　あ、あんまり、見ちゃいやーっ〟






「お、おい……!!　これって、まさか!!（佐さ々さ木き）」

「これ、女子の声、だよねッ!?　一いち条じようさんとドクロちゃんの声だ！（田た中なか）」

「マジかよ!?　ッてことは、つまり──（木き村むら）」

「バカうるせえ！　聞こえねえっつってんだろ!!（宮本）」

　木村は宮本の豪ごう腕わんで、湯船の中に沈められます。





〝すっごい、ねえ、なんでこんなにやわらかいの？（一条さん）〟

〝そんなふうにされたら、へ、へんなかんじだよう（ドクロちゃん）〟
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『うおおおおおッ！！！！』

　どうやら、高い天てん井じようちかくに、女湯に通じる通気口のようなものが開いているらしく、向こう側の声が聞こえてくるのです！　盗み聞きをしているようなスリルと、壁一枚向こうで、おなじような格好で女子達が喋しやべっているのだという事実に、僕たちはいと高きトコロへと到達しそうな興こう奮ふんをおぼえてしまいます。

「おまえら静かにしろ！　うろたえるな！　声を上げたりするのは後でもできる！」

　宮本がみんなを一いつ喝かつした、その時でした。





〝でも、わたし知ってるんだっ。静しず希きちゃん、けっこう着やせするタイプなんだよなー。お風ふ呂ろが大好きだから肌もすべすべ！　えーいこのーっ！（穂ほ坂さかさん）〟

〝ちょ、ちょっとなに言ってるのっ？　きゃっ！　も、もうくすぐったいよーっ！（静希ちゃん）〟







「わ！　桜の頭から変な金色の液体でてきた！　おまえ風呂からあがれよ！（梅うめ沢ざわ）」

「あがれないよ！（僕）」






〝ねえね、そういえばさ、宮みや本もと君ってさ……〟




　違う方向から聞こえてきたのは、バレー部に所属している柴しば崎さきさんの声。

　一斉に、十五対の目が、宮本に突き刺さります。





〝Ｃ組のちえりちゃんとつきあってるって本当なの？（柴崎さん）〟

〝本当らしいよ!?　なんか、デートしてるトコロみた子もいるみたい！（神かみ山やまさん）〟






「まてお前ら！　あいつとは友達で、な、なんでもな……がぼがぼがぼ……!!」

　いくらパワーのある宮本でも、二ダースを超える腕に押さえつけられては、ひとたまりもありませんでした。





〝私はああいうがっちりしたのじゃなくて、もっとスリムなボディが好きなんだよね。華きや奢しやだけど力持ち、みたいなのが。例えば梅うめ沢ざわくんとか、マッサージうまいしさー（中なか沢ざわさん）〟






「ごぼわぁ──ッ！（梅沢）」

　新たな犠ぎ牲せい者しやが出ました。




〝わぁ、南みなみさんてやっぱり髪長いよね──っ。乾かすのも大変でしょ（阿あ部べさん）〟




　再びしんと静まりかえる男湯。





〝でも、もうなれたから……（南さん）〟

〝あ、わたし南さんに聞きたいコトあったんだーっ（中沢さん）〟

〝え、なに……？〟

〝南さんて、好きなヒト、いるの？〟






『……!?』

　誰だれも動いていないのに、男子の湯船に満ち満ちているお湯が激しく波打つのはなぜ!?




〝あ、それならあたし、心あたりあるんだけど（田た辺なべさん）〟




　呼吸すら止めて聞き耳を立てた男子全員の喉のどが、ごくりと鳴りました。




〝南みなみさん、その男子のコト、いっつもいじめてるよね（田た辺なべさん）〟




『えッ!?　俺おれ!?（男子一同）』

「みんないじめられてるのか!?（宮みや本もと）」





〝好きなヒトなんて……。だって同級生なんて、まだぜんぜん子供っぽいもの（南さん）〟

〝あ、南さんまっかになってる──っ！（ドクロちゃん）〟

〝ねえ、ドクロちゃんはやっぱり桜さくらくんが好きなの？（柴しば崎さきさん）〟

〝うんっ！　ボク桜くんのコトだいすきー！〟






『おまえ桜──ッ!!』

「やめて───！　ちょっと、みんななにすんの！　あの天使はお湯にのぼせてるだけだよ！　ちょっ！　だ、だめだよそんなの！　入らない！　僕は排水溝なんかに入らないよ──ッ……!!（僕）」




〝あと、静しず希きちゃんと南さんと、えっと、えっとみんな大好きー！　それとマヨネーズも！（ドクロちゃん）〟
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　現在時刻、九時十二分──

　巻舌荘四階、階段の踊り場。そこに立つ僕の胸には今、一つの決意の炎が、全身に巡るお風ふ呂ろの余熱と共に渦巻いていました。

　……お風呂場では、さっぱりと汗を流すつもりが、なんだか大変な目に遭あいました。

　僕たちＡ組男子はあの後、隣となりの女子たちがお風呂から出ても、どうしてもお湯から出るに出られず、次にやってきたクラスに押し出されるように湯船からあがったのです（浴槽に浸つかり、半ば瞑めい想そう状態だった僕たちを見てひいていたＥ組男子が、とても印象的で）。

　踊り場の壁には、蛍光灯で照らされたＩＶの文字。僕は階上を見上げます。

　ここから上、五階と六階には女子生徒の部屋が存在しています。

　目を閉じずとも脳内スクリーンに焼き付いてしまうほど繰り返し浮かび上がる、静しず希きちゃんの笑顔、涼しげな立ち振る舞い。

　ぼっと燃え上がる魂たましいに背筋が身み震ぶるい。

　僕はこれから『カルビの間』へ、静希ちゃんのいる部屋へ向かおうとしていました。偶然にばかり頼たよっていては、告白するという決心だって不意打ちに面食らって揺らいでしまいます。そう、あの『ミハイロフの店』の時のように。

　ならば、積極策あるのみ。

　僕の右手には二本、表面に水滴の浮き始めたスポーツドリンク（ロビーの自販機で、宮みや本もとにお金を借りて購入）。一本は僕のぶん。もう一本は、お風呂上がりで喉のどが渇いているハズの静希ちゃんのぶん。僕は彼女を部屋から外に呼びだし、人気の無い夜の屋上で、この想おもいを伝えるつもりです。

（ィよぉしッ！）

「あ、桜さくらくんじゃん、ちょうどよかった！」

「ッ!?」

　その明るい声に我に返れば、階段の上には青いジャージ姿。同じクラスの穂ほ坂さかさんが僕に声をかけてきたのです。彼女はスポーティーなイメージそのままに、一段飛ばしで階段を降りてきます。

「あのさっ、今から男子の部屋に遊びに行こうと思ってて」

「へ……？」

　前フリもなにもない彼女のセリフに、僕は思考が一時的に停止します。

「え、ほ、穂ほ坂さかさんが!?」

「私と部屋のみんな。ドクロちゃんと南みなみさんと田た辺なべさんと、あと静しず希きちゃん。男の子の部屋に行ってみたいねって、さっきみんなで話をしててさ。……あれ？　迷惑？」

　迷惑なワケが、ありません。だって、だって……!!

「い、いや！　是ぜ非ひ！　是非いらしてください！　おまちしています！」

「じゃあ、すぐに行くと思うから！」

　そう残して、穂坂さんはくるりと軽やかに階段を昇り、そのまま五階へと消えてしまいます。

「う、うわぁぁ──っ！」

　そしてひとり残された僕は、べったりと壁に張り付いて現状を整理します。

「僕たちの部屋に、『カルビの間』の女の子がやってくるッ!?」

　き、緊きん急きゆう事態が発生！　静希ちゃんが、静希ちゃんが僕たちの『ユッケの間』にやって来るのです！　天は僕を見放してはいなかった！　ここです。ここがシュートチャンスです！　こうしちゃいらんねえ！

　僕は二年Ａ組の男子全員が押し込められている大部屋、『ユッケの間』に急いで舞い戻り、スリッパを蹴け飛とばしながら叫びました。

「みんな大変だぁ!!　お、女の子が！　この部屋に女の……う、うわぁ───！」

　部屋に飛び込んだ僕は中を見回し、愕がく然ぜんとします。

「お、なんだ？　どうしたんだよ桜さくら 。そんなに慌てて」

　敷き布ぶ団とんにくるまってねそべったままの宮みや本もとが、のんびりとこちらを向きました。

　そうなのです。『ユッケの間』は、お風ふ呂ろに行く前のまま、『脱衣まくら投げ』直後となんら形状を変えてはいなかったのです。

　二十七畳間には掛け布団に敷き布団、そしてシーツとまくらが入り乱れ、その風景は『ユッケの間』に通常の営み以外のなにかが猛威を振るったコトを如によ実じつに爪つめ痕あとっているのです。さらには、ダラケきった亡者のように部屋の中をごろごろ転がる男子共。加えて、たたみの上に散乱したソバ殻をノミ取りみたいに摘つまんでは口に運んで咀そ嚼しやくするニホンザルの室長・松まつ永なが君と、もりもりとソバ殻を食べながら部屋を闊かつ歩ぽする木きの下したくん。いまここに想像を超えた混こん沌とんが展開中です。

「ど、どうしたら……！　これ、どうしたら!!」

　このままではたとえ静希ちゃんが部屋にやって来たとしても、僕と彼女の間に告白を可能にする『ラブラブ結界』なんて絶対発生し得ません！

「しかたない。こうなったら……!!」

　僕はとっさに、ジャージのポケットから、アイマスクを取り出し！

『変・身──！』

「お、おいちょっとまて桜！（宮本）」

　額へと装着した僕は、両手を翼つばさのように後方へと上げ、

「桜さくらだって？　断じて否いな！　アイム、『夜仮面』ッ!!　イクぜ真夜中の疾しつ風ぷう怒ど濤とう円ワ舞ル曲ツ！　奥おう義ぎ──ッ!!」

「なにをする気だ夜仮面──!!（佐さ々さ木き）」

『ミッドナイト・パーティーッ!!（夜仮面）』

　全すべての力を解放しました。

『うごあぁ──ッ！（男子一同）』

〝夜オーラ〟を纏まといし夜仮面。彼が高速で二十七畳間を駆け抜けると、ユッケの間に漆しつ黒こくの竜巻が発生、布ふ団とんやクラスメイトが次々と部屋中に舞っていきます。

　颶ぐ風ふうが緩ゆるみ始め、最初に落下するのは空中でぴっしりとシーツにくるまれた敷き布団たち。まるで一流ディーラーが配布する白い無地のトランプカードのように、びしびしと規律正しく部屋の隅から並んでいきます。その上にふわりと落ちてくるのは掛け布団。さらに正座状態のクラスメイトたちがあいうえお順で布団の傍かたわらにとさとさと正座で着地して、最後にはぽとぽとぽとっと、まくらが各おのおのの布団の首の位置へと寸分違たがわずトッピングされていけば──

「な……！（佐々木）」

　あっという間にしわ一つ無い完かん璧ぺきなベッドメイキング済みの『ユッケの間』がそこに出現していたのです。

　さらに、

「お、おい！　おまえ寝ね癖ぐせが直ってるぞ……!?（田た中なかが木き村むらに）」

「お前の肌こそすべすべだ!!（木村が田中に）」

「夜仮面、いったいこれはどういうコトなんだ!?　説明しろ！」

　着ていたジャージにしわ一つ無くなっている宮みや本もとが夜の帝王に詰め寄ります。

「突然、すまない。だが、わかってくれ。しかたが、無かったんだ……」

　部屋の隅から隅まで駆け抜けた夜仮面は、両腕を振り上げ、しゃがみ込んでいたポーズから立ち上がり、宮本を見つめ、そう答えました。

「きちんと理由を言えよ！　部屋を綺き麗れいにしたばかりか、なんで俺おれたちの身だしなみまで整える！（佐々木）」

「実はコレからこの部へ──」




　こんこん




　と、『ユッケの間』の扉がノックされる音に男子共は一斉に背後を振り返ります。そして廊下から聞こえてくる、

「開けていいっ？」

　穂ほ坂さかさんのハキハキした声。

「は、はーい！　いいよーっ！」

「おじゃましまーす」

　僕の声が届き、まず最初に部屋に足を踏み入れたのは穂坂さん。続いて五階『カルビの間』の女の子、ドクロちゃん、静しず希きちゃん、南みなみさん、そして田た辺なべさんが姿を見せるのです。

　お風ふ呂ろ上がりなクラスメイトの女子たちは、みんな学校指定、二年生カラーの青ジャージ姿。いつも教室やグラウンドで見慣れている彼女達たちのジャージ姿ですが、濡ぬれた髪、くだけた雰ふん囲い気きが普ふ段だんとは違い、なぜだかとても身近に感じられます。

（うおぉぉおおおっ！）

　場内の男子達が吐き出した息により、温度と湿度はたちまち急上昇。僕に向けていた疑念の気配は一変してしまいます。やがて、変身を解いた僕に近づいてきては、「（桜さくら……）」「（お、おまえってやつは男の中の男だぜ！）」「（疑ってわるかったな）」「（……夜仮面！）」と、一人ずつ、固く強い、暖かな握手を密ひそかに交わしあうのです。

「わぁ、ひっろーい！」

「ドクロちゃんはさっき見たでしょ？　この部屋……」

　ひとりだけジャージを着用せず、体育着にショートパンツの天使の少女。ふとんの上をくるくるとでんぐりがえししながら、僕のトコロまでやってきて、ぺたんとすわりこんだまま「ふ～ん」と部屋を見回し「あっ」と、僕を見つめ、じりじりとさらに近寄ってきます。

「ボク、今日はこっちで寝ちゃおっかなぁ……」

「だ、だめだよ！　そんなのいけませんっ！」

　僕が、さっそく布ふ団とんに潜もぐり込もうとしている天使の少女から掛け布団をひっぺがしていると、

「へー、意外ときちんとしてるんだ。もっと散らかった部屋をイメージしてたんだけどな！」

　穂坂さんはつかつかと布団を踏みしめ、お宅拝見とばかりに部屋をチェックし始めます。

「うん。布団もきちんとしてるし。みんな結構几き帳ちよう面めんなのね」

　静希ちゃんも、ぴしりとミリ単位の狂いもなく整然と敷かれた布団に感心しています。

「でも、なんで桜くんだけ、ひとりで汗びっしょりなの？　あと、そのアイマスクは……」

　問いかけてくる南さんに、僕は曖あい昧まいな笑みを浮かべるばかり。

「やっぱり男子の部屋だね。ちょっと換気していい？　なんか男くさいから」

　ジャージの腕をまくり、田辺さんは勝手に窓を開けて部屋に外気を取り込み始めます。

　そして僕は涼しい風をカンジながら、遠えん慮りよがちに布団の上に座る静希ちゃんに見とれてしまいます。

　お風呂上がりの彼女を、なんだかいつもより一回り小さく感じてしまうのは、きっと濡れた髪のせい。その髪は、いつもの二つ縛しばりじゃなくて、今はストレート。肩にのせたバスタオルの上で広がっているのです。

「おい桜さくら！　おまえいつまで突っ立ってるんだ。じゃまだから座れ！」

「はっ、あ、ごめんっ！」

　ぐいっと宮みや本もとに腰を摑つかまれ座らされてしまいます。みんなは布ふ団とんの上に、いびつな円を作るカンジで腰を下ろし始めていました。

「桜くん、おかしたべる？」

　隣となりに座っていたドクロちゃんは、すぐさま僕に薄うす茶ちや色いろい三角形のくにゃっとしたモノを差し出します。

「あ、八ツ橋じゃん。どうしたのこれ」

　ニッキの匂においを感じながら京都名物を受け取り、天使の少女に尋ねます。

「ボクたちからの差し入れだよ」

「わ、ありがとう」

　布団の上、包み紙を広げて八ツ橋の平べったい箱を開ける静しず希きちゃんと、そして『カルビの間』の女の子にお礼を言います。

「うまいなコレ。どこで買ったヤツなんだ？　新しん京きよう極ごく？（佐さ々さ木き）」

「うぅん。太ふと巻まき映画村。ほら『新しん撰せん組ぐみ八ツ橋』って書いてある（穂ほ坂さかさん）」

「あなどれないな、太巻映画村……」

「あっ！　あそこに時代劇の衣装を着て写真撮影する館あっただろ？　うちの班、それ撮ったんだけど、みんな見るか？」

「まて宮みや本もと!!　おまえ余計なコトすんなッ！」

「取り押さえて（田た辺なべさん）」

「ぐおあぉぉっ！」

　僕は数人の男子にロメロスペシャルで動きを封じられたまま、悲鳴をあげました。

　鮮やかに蘇よみがえる想おもい出。太巻映画村では集合時間である三時半にぎりぎりで滑すべり込んだ僕たちの班。そのカバンの中には、みんなで変装後に撮った集合写真がありました。左前に大正時代の女学生、右前にちょんまげを結わえたエゾ鹿しか、後ろに三人水み戸と黄こう門もん、そして真ん中に日本刀を構えたびんかん侍です。

「あ、南みなみさんかっこいい。ハイカラさんみたい（田辺さん）」「ありがとう」「宮本もけっこうイイカンジに水戸光みつ圀くにだな（西にし田だ）」「まあな」「静希ちゃんみたいな黄門様だったら、きっと悪代官も喜んで土ど下げ座ざするよな（佐々木）」「な……なんてコメントしたら……」「ドクロちゃん、意外とモンドコロがサマになってるね！（穂坂さん）」「うんっ！」「木きの下したもかっこいいぞ？（梅うめ沢ざわ）」「メーメー」「だめ！　見ないでみんな！　ちがうんだよ！　僕はあんな般はん若にやの面を身体からだに五つしかつけてない格好なんて絶対イヤだって言ったんだよ!?　なのにそこにいるアホ天使が『女の子はみんなくのいちの格好するから』って耳打ちしたからしかたなく、しかたなく！　しかもそれウソだったけど!!　……っていうか、なんでみんな僕の格好についてコメントを避さけてるの!?　僕こんなに一いつ生しよう懸けん命めい自分でフォローしてるのに！　だれか僕にも触れてよ！　僕の『びんかん侍』っぷりを笑い飛ばしてよ!!」「触れても、いいの？（田た辺なべさん）」「遠えん慮りよします！（僕）」




　　　　★




　八ツ橋も食べ終わってしまい、勢いで開けてしまった木きの下したくんの草くさ餅もちも終盤にさしかかり、京都での夜更かしもいよいよ佳境です。

「ウノーッ!!　よーっし！　このまま回ってくれば次であがれるぞー！（僕）」

【青のリバース】を場に出してターンエンド。

「あーっ、もー桜さくらくんのいじわる！」

　直前で順番が逆回りになってしまい、カードが出せなかった天使の少女につねられている僕の横で、南みなみさんが【青の３】で宮みや本もとへとカードをつなげます。今、この場で丸くなっているのは、今の四人に加えて静しず希きちゃんの、計五人。

「あ……、トコロで宮本くん」

「ん？　なに？　南さん」

　彼女が置いたカードの上に、宮本は「それっ」と【青のリバース】を重ねてターンエンド。くいっと左ひだり隣 どなりへと首を向けます。

「Ｃ組の小お野のちえりちゃんとつき合ってるって、本当？」

「は……？」

　再び跳ね返ってきた順番を、【青のドロウ・ツー】で僕へと繫つないだ南さんは、なおも宮本をじっとみつめています。そして、既すでに上がってしまってギャラリーになっていたクラスメイト達たちの視線も、一斉に宮本へ。

「ああっ！　南さん知らないのー？　みやもとくんはちえりちゃ……はぷっ！」

「あ、ほらドクロちゃんの番だよっ!?」

　僕は山札から二枚引いた手で、慌ててドクロちゃんのおくちに木べらですくった京都名物『おまん』をねじ込みます。

　天使の少女は口をもきゅもきゅしながら手札より【青の６】を一枚場に出します。あぶないトコロです。ちえりちゃんと宮本をくっつけるきっかけを作ったのは僕と静希ちゃんです。とっさに僕は静希ちゃんをちらりと見ますが、彼女は【緑の６】を場に出しながら、「い、言っちゃだめ！」という視線で僕を見ています。

「ねえ、否定はしないの？（南さん）」

　しかし、順番が再び回ってきた宮本は、自分のカードを吟味しつつも、

「な、なんだよっ！　俺おれのコトなんかどうでもいいだろっ!?　それより南さんはどうなんだよ!!　好きなヤツとか、いないのかよ」

　南みなみさんへと【ドロウ・フォー】。いつもは攻められてばかりの男子ですが、今日は強気。さすが修学旅行です。

『……おおおお──っ』

　宮みや本もとに集中していた視線が、今度は一転、南さんへ。

「交換条件！　南さんが教えてくれたら、俺おれもどうどうと教えるよ（宮本）」

　南さんはそんな反はん撃げきを予想していなかったのでしょう。「えっ？」と、顔を赤くしているのです。

「もしかして、この中にいるの？（田た辺なべさん）」

　見れば隣となりのフィールドで神経衰弱をしていたハズの田辺さんと穂ほ坂さかさんも、いつのまにかコチラに身を乗り出して、輪に加わっています。

「誰だれなんだよっ！　いいじゃねえか、言っちゃえよ！（佐さ々さ木き）」

　南さんはカードを一枚指先でつまみ上げると、ぽつりとつぶやきます。

「──……くん」

「な、なに??　なんつったんだ!?　声が小さくて──」

　そして宮本が、勢いに乗って問いつめたその時、南さんは言いました。

「さくら、くん──」

『……えッ!?』

　僕と静しず希きちゃんから同時に漏もれる声。

　自分のつまんだカードを見つめ、下を向いたまま髪をかき上げる南さんは、

「──が、教えてくれたら、私のも、教える」

　宮本が出した【ドロウ・フォー】の上に自分の【ドロウ・フォー】を重ねて言います。

「は、はいっ!?」

　僕は防ぎようのない【ドロウ・フォー】×２の効果にため息をつくヒマもなく、硬直します。

「交換……条件」

「ま、まって南さん！　それって交換条件じゃなくないっ!?　ちょっとまってよ!!」

　僕のかわりに八枚、山の上から取ってくれた佐々木がカードをコチラに押しつけてきます。というか、僕さっきから集中攻こう撃げきうけてませんか？

「言っちゃえよ桜さくら！（佐々木）」「そーいえば、桜くん好きなヒトっているの？（穂坂さん）」「この際はっきりしてもらいたい!!　おまえとドクロちゃんはどういう関係なのか!!（遠えん藤どう）」「それとも他ほかにもう、お前には心に決めたヤツがいるのか!?（西にし田だ）」

　盛り上がり、高まり続けるムード。断れない空気というものがどういうものなのか、僕は、初めて知るのです。

「ちょ、ちょっとみんな冷静に……!!」

　最悪の展開です！　こんなコトで僕は静しず希きちゃんに想おもいを告げたくありません！　ど、どうやったらみんなをハグラかせますか!?

「ねえ、だれなの？」

　南みなみさんが、こちらに身を乗り出し、僕が思わず静希ちゃんに視線を走らせようとした、

　その瞬しゆん間かん。

〈ばたんっ！〉「ウキ───!!」

「どうした松まつ永なが君ッ!?（佐さ々さ木き）」

　斥せつ候こうの松永君が部屋に飛び込んで来たのです。

「なになに？　え？　先生の見回り？　げッ!!　もう消灯時間とっくに過ぎてんじゃん！」

　そして遠くから聞こえるスリッパの音。おそらく生活指導の権ごん藤どう先生が見回りにきたのです！　もちろん消灯時間を過ぎて男女が一いつ緒しよの部屋にいるなんて大問題です。こんな状況をあの権藤先生に見つかったら、全員で廊下に正座どころではすまないかもしれません！

「電気消せ！　寝たふりしろ！　隠れるんだ!!」

　佐々木の号令に突然消される電気。一瞬で真っ暗になってしまった視界の中、それぞればたばたと布ふ団とんのなかに隠れまくります。

「きゃ……！」

　逃げまどう男子にぶつかって上げられる戸惑い声。暗くら闇やみの中に浮かび上がるのは女の子のシルエット。ストレートの髪が揺れます。それはおそらく、静希ちゃん。

「こっちに隠れて！」

　その時、僕はとっさに彼女の腕を摑つかみ、押し入れの中に飛び込んでいました。ぱたんとふすまを閉めたのと、向こう側に先生の『みんな寝てるのかー？』という声が聞こえたのは、同時です。

　間一髪。こらえた息が、ゆっくり肺から逃げ出します。




　押し入れの中の、部屋よりさらに濃い闇やみ。

　しだいに目は慣れるものの、聞こえてくるのはどくどくという己の鼓動と、ひそめられた同級生の呼吸音。

　そして、今さらながら全身に緊きん張ちようが駆けめぐります。僕の今の状況は、狭くて暗い密室で片かた想おもいの女の子と二人っきりというもの。これは……！

「ねえ桜さくらくん、痛い……」

「あ、ごめんっ！」

　僕は摑みっぱなしだった右手を静希ちゃんから離します。押し入れの中には使われていない布団がたたみ込まれています。とっさにそこへと隠れた二人はかなりの接近をヨギナクされていました。具体的にいうと、僕の膝ひざが彼女のカラダの一部に触れるくらい近い距離で。これは、これは奇くしくも、最強の告白シチュエーション!?

「……ありがとう。助けてくれて」

　ふいに僕へと近づく、お風ふ呂ろ上がりの匂におい。

「う、うん……っ」

　どくっ！　と、全身に痺しびれにも似た衝しよう撃げきが駆け抜けます。お互いの位置がズレ、僕の膝ひざだけではなく、左半身に女の子のカラダが触れています。

「みんな、うまく隠れたかな」

「たぶん、平気だと思う……」

　隣となりから聞こえる、少しだけ怯おびえの含まれた異性の声。

「わたし、そのままカードもってきちゃった……」

「うそっ、案外うっかりさんなんだ──」

　僕は動揺を押し隠し、どうにか言葉を紡ごうとして──

「？　どうしたの？」

　ふいに硬直した僕を、心配そうにのぞき込んでくる同級生の女の子。それは、

「南みなみ 、さん……!?」

　う、うわー！　うわ──ッ!!　ちょ、ええええッッ!?　僕は静しず希きちゃんでは無く、南さんを引きずり込んでしまったのですか!?　どうやらそのようです！　彼女の顔は、なおもいぶかしげに僕へと近づいてきます。

「い、いやッ！　ほら！　せ、先生が急に来たから、いまごろドキドキしてきてッ！」

「しぃ───……、静かにして！」

　シドロモドロになる僕の口を押さえる南さん。

「も、もごご──」

「……わたしも、びっくりした。わたし目が悪いから、暗いとなにも見えなくて……。いつもならコンタクトなんだけど、今はお風呂上がりだったから」

　そして、彼女はこちらを見つめたまま唇くちびるを動かします。

「手を引いてくれて、ありがとう。……わたし桜さくらくんに、いつもきつくあたっちゃってるのに」

「そ、そんなこと、ないよ」

　初めて、僕は南さんのこんなにも感情豊かな声を聞きました。

「うぅん、自分でも、わかってる」

　彼女は、ゆっくりと小さく長く、息を吐きます。

「わたしね……」

　南さんは言葉を切り、光の届かない押し入れの中、固く握っていた手を少しずつ開きながら言うのです。
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「中学生になって、同じクラスになった桜くんを初めて見た時、びっくりした」

「え……？」

「桜さくらくんて、わたしが小さい頃ころに遊んでくれた、お兄ちゃんにそっくりなの……」

　僕は彼女のセリフに、なんと答えていいのかわからず「あ、う、うん……」とかすれた声を出します。暗くら闇やみの中、南みなみさんと僕は、今までに交わしたコトのない会話を続けるのです。

「近所に住んでたお兄ちゃんなんだけど、わたしが小学校三年生の時に、そのひとは遠くに引っ越しちゃったの。それまでは、いつも遊んでもらってて……」

「僕が、そのお兄ちゃんに……」

　南さんは「うん」と、うなずいて、僕の中になにかを探すように、こちらを見つめ、

「ドジなトコロもそっくりね」

　と、くすりと笑います。僕はその突然の申し出に「はは……」と、笑うのがせいいっぱいです。

「だからわたし、つい、いつもの桜くんを見てると──」




　すぱーんッ！




「なぁッ!?」

　唐突に開かれたふすま。射さし込む光に僕は腰を抜かします。既すでに蛍光灯の明かりが点つけられており、みんなが押し入れの中、こちらをのぞき込んでいます。

「どこにもいないと思ったら……こんなトコロにいたのか」

「あ、あれ？　先生は？」

　僕はあたりを見回しながら、その明るさに目をしばたたかせつつ、ゆっくりと押し入れから這はい出て、宮みや本もとに尋ねます。

「佐さ々さ木きの特殊能力『いつでも出せるレツド・ホツト・便利な鼻血チリ・ペーパー』で、鼻血だして権ごん藤どう先生と救護の先生の部屋に行ったぞ？」

「そ、そっか……。いつもながら、なんてチームワークだ……」

「っていうか、おまえら、いつまでたっても出て来ないでなにしてたんだ？」

「桜さくらくんが……」

　いつのまにか南みなみさんは、掛け布ぶ団とんをかぶってすわっている田た辺なべさんの肩に抱きつくように身を固くし、

「桜くんがわたしを、すごい視線でずっと見てて……」

「ええええッ!?　ちょ、南さん!?　なんでそんなコト言うの!?」

「南さん、へいきだった？　もうこわくないからね？（静しず希きちゃんと一いつ緒しよのふとんにいたドクロちゃん）」

「桜くん……（静希ちゃん）」

「ちょ、ちょっとまって！　ちがう！　南さんはさっきまで僕をお兄ちゃんて──！」

「静かにしろ桜！　先生また来ちゃうだろ!?（梅うめ沢ざわ）」

「だったらなんで強く羽は交がい締じめにするの!?　南さんと押し入れにいたのは偶然なんだよ!!　お、おのれ、こうなったら!!　女の子たちは今のうちに『カルビの間』に戻るんだ！　早くッ!!　ここは僕に任せて！　よ、よーし今だ！　夜仮面に『変──』あァッ!!　アイマスクがナニ者かによって奪われた!?　やめて！　それが無いと、僕は、僕はっ!!　ああああまままままッ！　や、やめるんだぁぁ──……ッ!!」
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　あの一日目の夜に『ユッケの間』で起こったハプニングの後も、僕は隙すきをみつけては果か敢かんに静しず希きちゃんへと接近を画策、実行しようとしたのですが──

　けれど僕は、僕の勇気は、あの夜のデキゴトの後、静希ちゃんの前では臆おく病びようになり続け、いつまでたってもその実力を一〇〇％発揮してくれなかったのです。

　そして今は修学旅行三日目、夕刻。

　東京駅で解散し、僕は既すでにクラスのみんなとも別れて地元の駅前にいました。今日の午前中には、確か奈良にも寄って来たと思うのですが、僕は鹿しかせんべいの味しか覚えていないのです。

　京都とこの街の空が繫つながっているなんて、なんだか信じられません。

　修学旅行が、終わろうとしていました。

　そんな悲しそうな僕の背中に声をかけてきてくれたのは、静希ちゃんでした。

「桜さくらくん、途中まで一いつ緒しよに帰ろう？」

　駅の改札を抜けようとしていた僕と天使の少女は頷うなずき、帰る方向が一緒な彼女と並んで、歩き始めました。




「たのしかったね、修学旅行」

　静希ちゃんは旅行中、ずっと持っていた小さなバッグを両手で持ちながら、茜あかね色いろに染まっている空と雲を見ています。

「うん、また行きたいね」

　僕は答えます。駅前のアルカディア商店街を通り過ぎ、僕たち三人は人通りのすくない道を、てくてくとお互いの家へと帰宅していました。

「桜くんは、京都でなにが一番印象的だった？」

「ええと……」

　もちろん一番印象に残っているのは静希ちゃんの姿なのですが、そんなコト言えるわけ無く。

「やっぱり清水寺かな。最初に行った場所だし……」

　それから、僕は五歩くらい前方でヌンチャクを片手にスキップしている天使の少女を見て、

「あと、あのおみやげ屋さんとかも」

　苦笑します。静希ちゃんも僕の視線の先、ドクロちゃんを見てくすくすと笑います。

「あ、そういえば桜くん、おみやげは？」

　僕の隣となりを歩く女の子は、落ちかかった二つ縛しばりの髪を背中に流し、こちらをうかがいます。

「うん、ドクロちゃんのを立て替えたら、お金がなくなっちゃって」

「そうなんだ……」

　突然やんでしまう足音。なにかを考え込むように斜め下を見つめる静しず希きちゃんに、僕も立ち止まります。

「どうしたの？」

　すると、顔をあげる彼女はイイコトを思いついた子供みたいに、笑顔で僕のトコロまで一歩、二歩。

「ね、私のおみやげ、桜さくらくんに少しわけてあげる」

「え？」

「たぶんね、余ると思うの。親しん戚せきのおじさんとおばさん、本当は甘いモノ好きじゃないし」

「で、でも……」

「遠えん慮りよしないで？　桜くんこそ自分だけ家族におみやげ無しっていうわけにはいかないでしょ？」

「それは、そう、だけど……。うん、それなら、お言葉に甘えちゃおうかな。ありがとう、静希ちゃん」

「じゃあ、あした私の家に来て？　そこで分けてあげる。おみやげ、荷物と一いつ緒しよに家におくっちゃったから」

「え？」

　明日は修学旅行の振り替え休日。幼なじみの女の子は、戸惑う僕の機先を制すように、

「それから、これ」

　バッグのポケットから、包み紙を取り出します。

「これは、桜くんへの、おみやげ」

「………僕に？」

「おみやげって、いつも、おせわになってるヒトに、あげるものでしょ？　だから」

「え、あ……っ、ありが、……とう」

　受け取れば、それは小さめの筆箱くらいの大きさの包み。

「開けて、いい？」

　頷うなずく静希ちゃん。

「ほんとうは、あの、ばらまいちゃった『びんかん侍』ポストカードと同じものにしようかと思ったんだけど……」

　中から出てきたのは、赤い千代紙のまかれた筒状の──

「……万まん華げ鏡きよう」

「これで、おあいこ、ね？」

「静希ちゃん……」

　──そして僕は、発見したのです。告白はできなかったけど、とても大切なもの。

　僕は、小さい頃ころから静しず希きちゃんとずっと一いつ緒しよにいて、彼女のコトなら他ほかの誰だれよりも理解しているつもりでした。けれど今、彼女が僕に向けてくれたこの優やさしさは、僕が今まで知っていたものよりも、想像していたものよりも、ずっとずっと深く、あたたかなものだったのです。それは、昔から知っていたハズなのに、新たな発見のようでもあり……。胸がきゅっとしめつけられるような感覚に僕は息をつまらせます。

「じゃあ、またあしたね」

　気が付けば静希ちゃんは、僕が言葉を見つけ出す前に、すぐそこにあった角を曲がってこちらに手を振っているのです。

「ばいばーい！　静希ちゃん！」

「わっ！」

　僕に飛びつくように、脇わきから大きな声を出したのは、先に行きすぎて駆け戻ってきた天使の少女。

「ドクロちゃん」

「もー。ぼーっとしてちゃだめだよ！　くるまにひかれてぺしゃんこになったらどうなるの!?」

「し、死ぬんじゃないかな……」

　バスや電車の中で爆睡していたためか、元気いっぱいの天使はまるで『代理先生』の続きみたいに胸をはります。

「まったくぅ、いーい？　桜さくらくん。おうちにつくまでが修学旅行なんだよ？　最後まで気を抜いちゃだめなんだから」

「ド……ドクロちゃんッ!?　たまにはイイコト言うじゃないですか!!」

「へっ？　な、なぁに？」

「そう、だよね、そうなんだよっ！　まだ、まだ僕たちは修学旅行中なんだ！　チャンスは無くなったわけじゃない!!　おーい静希ちゃぐぎゃあッッ!?　あ、足に!?　足の裏にマキビシがッ!?　なッなにするのドクロちゃん!!　僕は静希ちゃんのトコロへ──……え？　おみやげを早くおうちのみんなに渡したい？　ま、まって!?　おうちに着いたら終わっちゃうよ！　僕の修学旅行が終わっちゃう!!　ほら見てこのスポーツドリンク！　渡せなかったこのスポーツドリンクを今渡すのってスゴクいいシチュエーションじゃない!?　ねッ！　だから手を離ぐぅおおオオォッ!?　コレはクサリガマ!?　おみやげはまだ早いよ!!　まって！　チャンスが!!　ラストチャンスがぁぁッ！　だめぇ！　強制終了させたらだめぇー……ッ！」







　　　　　あとがき




　みなさんこんにちは。あとがきです。おひさしぶりですっ！

　とうとう『ドクロちゃん』も四巻目！　皆さんありがとうございますっ！

　…………

　えっと、いやもう、何を書けばいいんでしょう？　ネタが少なくなってきました（汗）。

　えー、コホン（気を取り直して）、今さらですが、毎回毎回、あとがきって結構大変なモノなんだなと思います。デビュー前は、「あんなこと書いてやろう！」「こんなこと綴つづってみちゃうぞっ！」って夢だけは膨ふくらんだんですが、実際はこれ、いつもいつも大変なんですっ！

　本文の〆切のだいたい一ヶ月後くらいに、

「じゃあ、あとがき明日までにくださいね。よろしく」

　って編集さんに言われるんですが、その時までなーんにも書くこと思い浮かんでいなかったりしてもう大変です！

　今がまさにそうだなんて、口が裂けても言えません（汗）。




　でもこのあとがきってものは、普ふ段だんはフィクションを書いている作家が、唯ゆい一いつ自分の気持ちをストレートに素直にダイレクトに伝えるために使える貴重な場所だと思うんですよっ！

　だから、決してふざけたりせず、真しん摯しな気持ちで行きたいと、いつもいっつも心から思っています。

〝誰〟とははっきり書きませんが、あとがきでふざけまくっている人いるじゃないですか？

〝誰〟とは全然もうはっきり書きませんが、『ドクロちゃん』と同じ電でん撃げき文庫で書いている人で、旅モノの短編連作が代表作で、ガンマニアのバイク好きの。

　あの人のふざけまくった、あとがきになっていないあとがき、あれ、正直に言うとホントのところどうかと思っているのですよ。本人の性格がぐんにゃり歪ゆがんでいるから、ああいうコトになるのかな？

　正直、神聖な場であんなことをやってはいけませんっ！　あとがきとは、もっと真剣勝負でなくてはならないのですっ！　みんな真ま似ねしちゃだめなんですっ！

　あとがきとして書かれた文章が、作家の〝今〟を切り取った真摯なメッセージとして、その人の作品を愛してくれる人達たちに届く……。

「ああ、この作家さんはこういう風に物事を見ているんだ……」

　読者さんはそう感動し、自分の感覚と対比させ、そこに見いだした共通点に喜びを感じたり、違った視点に新鮮な驚おどろきを受け取ってみたり……。

　たった二、三ページの中に、二人（読者と作者）の厳げん粛しゆくかつ濃密なコミュニケーションが詰まっているステキな空間、それがあとがきなのですっ！

　ですから、次のページから始まるおかゆさんのあとがきに、皆さん注目してくださいね。

　あ、おかゆさん、〝あとがき〟ってタイトルは冒頭にしっかりと書いておいたので、おかゆさんはつけなくて結構ですので、ハイ。

　あと余談ですけど、今〝おかゆさん〟ってタイプして、うっかりスペースキー押して漢字変換したら──〝丘遊山〟って出てきました。

　これってどこにある山ですか？　バイクで行ってみたいのであとで教えてください。

　せめて高さだけでも。




　二〇〇四年　六月末日


時し雨ぐ沢さわ恵けい一いち　









　追記

　この本から一ヶ月遅れて、私の小説『銃殺天使キノちゃん』の八巻が出ますのでよろしくおねがいします。タイトルなんかちょっと違うような気もしますが、あまりクヨクヨしない性格が今の日本には必要です。







　　　　　[image: あにじゅうせん][image: とにじゅうせん][image: がにじゅうせん][image: きにじゅうせん]




　ええと、みなさんこんにちは。おかゆまさきです。

　本作、『撲ぼく殺さつ天使ドクロちゃん④』は、『電でん撃げきｈｐ　SPECIAL 2004 SPRING』に掲載された二本の短編、そして書き下ろしの二編を加えた計四本の小説をまとめたものとなっています。

　この『電撃ｈｐ　SPECIAL 2004 SPRING』なんですが（お手元にある方ならおわかりかと思いますが）、通常の『電撃ｈｐ』みたいに少し小さいサイズ【Ａ５判】と違い、普通の雑誌サイズ【Ｂ５判】の大きさで、表紙にはドクロちゃんが描かれていました。おかげさまで、その号は『撲殺天使ドクロちゃん特集号』だったのです。こうして『電撃ｈｐ』は一つの作品をピックアップして、年に二回ほど、増刊号としてスペシャルを発刊するのですが、実はコレ、『ジャンプ』とか『マガジン』とか『電撃大王』や『電撃コミックガオ！』みたいに普通の雑誌扱いだったりします。先週の週刊誌がコンビニに置いてないのと同じように、『電撃ｈｐ　SPECIAL 2004 SPRING』は、もう書店には並んでいません。ごめんなさい。しかしばっちり『ドクロちゃん』の本編はこの④巻に収録してあるので、安心して本書を読み進めてくださいませ。

　そんなこんなで、『ドクロちゃん』も四冊目になりました。ここまで、色々なコトがありました。

『ドクロちゃん』に限っていうならば、一冊に四話収録ですから、もう十六話書いたコトになります。そう言い換えるとなんだか凄すごい気がします。わあ、よくわからないけど凄く嬉うれしい気分になってきましたよ？　勇気が無む駄だに湧わいてきて、今なら書店で『ドクロちゃん』をレジに持っていこうとしている方に「ありがとうっ！」って後ろから抱きついても罪に問われない気がします。




　本屋さんで思い出したのですが、学生の頃ころってお金無くて、なんでも好きな本が買えるわけじゃなく、書店で購入する本を、かなり吟味していた記き憶おくがあります。

　で、それでもお金の無い時にお世話になったのが学校の図書室。最近では『電撃文庫』を置いてあるという図書室も多いらしく、「これは……！」と思い立った現在の僕は、桜の咲く少し前の季節に、仲の良かった司書の先生のいる母校に乗り込みました。宣伝を兼ねた報告のためとはいえ、このご時世に学校に乗り込もうとは、僕は勇気のある青年ですね。

　けれど、その司書の先生は他の学校に移ってしまっていたらしく、電話番号を残してくるというカタチを取った僕。司書の先生からは、その日の夕方に連絡をいただきました。先生は僕が小説家になったコトを、いたく喜んでくれました。

「おかゆ君の書いた小説、絶対に図書室に入れるからね！」

　と、ありがたい言葉を受け取ったのですが……、ええと、ごめんなさい。僕はその時、うっかり自分が書いた作品がどんなモノだったのか忘れていました。その後、入荷した『ドクロちゃん』を読んだ生徒さんからの評価は、おおむね好評だと聞きましたが、今度、必ずお伺うかがいしますので、その場で生徒の皆さんに説明、というか、言い訳させてください。

　なにはともあれ、先生、どうもありがとうございます。また連絡いたします。




　と、感謝の光で瞳ひとみを輝かせたまま、この気持ちをいつまでも忘れないタメにも、この辺でスペシャルサンクスに移りたいと思います。

　まずはもちろん、担当の三み木きさんと和わ田ださんに。僕が提出するつたない物語を商業レベルにまで引っ張り上げてくださり、いつもありがとうございます。

　電でん撃げき文庫編集部の皆様。最近、以前に輪をかけて御迷惑をおかけしているようで面めん目ぼくありません。でも、これからもよろしくお願いします。なんとかします。てへっ。

　さらに、校閲さん、出版部や宣伝部、営業部の皆さんにも感謝を。この間、挨あい拶さつに行こうと思ったら担当さんに止められました。「仕事の邪じや魔ましちゃだめだ」って。でも、僕はいつも、まだ見ぬ皆さんのコトを想おもっています。

　とりしもさん、今こ宵よいもキュートすぎるイラスト、ありがとうございます。正直、僕が十四歳だったら、この『ドクロちゃん』のイラストの前に、どうにかなっていたと思います。でも、お互い成人してから知り合いました。出で逢あいって、不思議ですね。

　著者近影を描いてくださっている暁あかつきさん。今年こそ、今年こそ逢いに行きます。もう、名古屋を素通りして大阪や京都にいっちゃいません。きちんと立ち寄ります。その際は、是ぜ非ひ、シール状のアレを……！

　地元の友人各位、並びにネットを介して繫つながっているみんなにも感謝を。本当に不義理でごめんなさい。次の企画には、必ず参加……できたら、いいなぁ。

　それから最後になりました。渡わた瀬せ草そう一いち郎ろうさんと時し雨ぐ沢さわ恵けい一いちさんにも、最上級の御礼を。本当にありがとうございました。また一いつ緒しよに遊んでください（というか、担当さんから「『ドクロちゃん陰おん陽みよう編』を寄稿してくださった渡瀬さんと、あと時雨沢さんにもお礼を述べておいてください」とメールが来たので、時雨沢さんにも感謝の意を表したのですが、いくら尋ねても担当さんはその理由を教えてくれません）。

　そして、この本を手にとって下さっている読者の皆様に。『ドクロちゃん』は皆様のおかげで、ついにコミック化を果たしました。深々と一礼。そちらの方も小説同様、なにとぞ、よろしくお願いいたします。この本がみなさんのお手元に届く頃ころには『電撃コミックガオ！』にて、連載開始しているかと思います。

　それでは、どこかでまた、お逢いできる時と場所を見つけて。




　二〇〇四年　六月末日


おかゆまさき
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おかゆまさき

ドクロちゃんの漫画化が決まり、その旨を母に伝えたところ、「まんがかする」と「まんがかになる」がごっちゃになったらしく、家族に『まんがかになる』と伝言ゲーム。我が家を混乱に陥れた。妹『お兄ちゃん今度は漫画家になるんだ…』、僕『誰がそんなコトを!?』
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いらすと●暁　真奈




とりしも

新潟県出身東京在住。物欲に忠実に従うも消化する時間が無く、積みゲーム積みプラモ積み本で部屋が圧迫されまくりな今日この頃。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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電撃文庫編集部
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